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     プロローグ


    



    「ん……んはぁっ……ふっ……」


    　路地裏の闇やみに、荒い息遣いが響く。


    　その路地をひた走るのは──年としの頃ころ十かそこらに見えるような、一人の少女である。


    　一言で言えば、少女は汚れていた。


    　焼却炉の中でも通ってきたかのように煤すすけた灰色の髪。フリルの付いた白黒の衣服にはそこかしこに泥が跳ね、可愛かわいらしさを台なしにするような茶色の染みを作っている。肩から掛けた小さなベージュの鞄かばんは土つち埃ぼこりにまみれ、すっかり軍用品のような趣おもむきだ。なおかつ、靴くつも履かずに疾走しているせいか、薄汚れた靴下はボロボロに破れている。


    　そして、百メートルほど後ろからその汚れた少女を追いかけるのは──闇に溶け込むような黒服の男二人。およそ個性というものを排除した、いかにも『組織の一員』といった風ふう采さいである。男たちは、路地に転がるポリバケツや段ボールなどの障害物を退どかしながら少女を追跡する。だが、少女はそれを嘲あざ笑わらうかのように、あえて狭きよう隘あいな隙すき間まに飛び込んでいく。そのため、捕ほ捉そくは容易なものではなかった。


    「くそっ……ガキ……ちょこまかと……っ！」


    「はっ……はっ……お前らこそ、いつまでもしつっこいんじゃ────────っ！」


    　そこで少女は、走りながら鞄から何かを取り出すと、後方に向かって投とう擲てきした。


    「おりゃあ────っ！」


    「くっ、何か投げたぞ！　気をつけろ！」


    　黒服たちは一瞬、身構える。危険物の類たぐいだろうと考えたからだ。……が。


    「──は？」


    　数秒でその投擲物の正体に気付き、追走を再開する。


    「……てめえ！　なんのつもりだ！　ふざけやがって！」


    　それを見て少女が叫んだ。


    「なっ……バナナ投げてやったんじゃからちゃんと転べぼけ────っ！　そんなん有史以来のお約束じゃろうが─────！」


    　──無茶な注文であった。当然の如ごとく、無残に打ち捨てられるバナナの皮。


    「くそ───っ！」


    　そこで次善策として、少女はその付近に転がっていた物体に手をかけた。


    「今度こそっ……どうじゃ───────！」


    　細い腕をぷるぷると震ふるわせながら、少女はその四角い塊かたまりを一息に宙に向かって放ほうった。


    　それは、誰だれかがゴミの焼却にでも使ったのだろうか、灰と燃えかすの詰まった一いつ斗と缶かんだった。辺り一面を包み込む勢いで、豪快に塵じん灰かいが巻き上げられる。


    「うわっ……！」「ぶぺっ……」


    　今度は多少の効果があったようだ。不意打ちをくらい、男たちは目や口の中に入った灰を排出しようと、涙を拭ぬぐったり唾つばを吐いたり奮闘する。


    　……一瞬の隙すきが生まれた。次の瞬間、男の一人はふと気付く。


    　──少女の姿が──消えた？


    　その時、たまたま上方に目が向いたのは、動物的な本能だったのだろうか。


    　見上げると、顔中を泥で真っ黒にした少女が、路地の両側の塀に手足を突っ張らせ、男たちを見下ろしていた。そして、舞い踊る灰の中。少女は泥だらけの顔に白い歯を覗のぞかせ、にやり、と微笑ほほえんだのである。


    「どっせい！」


    　張り詰めた空気を切り裂さくような急降下。


    　瞬またたく間まに、上空から思い切り振り降ろされた少女の踵かかとが、一人の脳天を直撃していた。


    「ぶほあっ！」


    　ずずん、と大おお仰ぎような音を立てて一人目の男が地面に崩れ落ちる。


    「ぐっ、安あん藤どう！　くそっ……！　わっ！」


    　そして一面の灰がまだ視界を遮さえぎる中、戸惑うもう一人の男の肩に、いきなりずしりと重い物がのしかかる感覚があった。


    「うっ、うわっ！　なんだっ！」


    「こっち来いや────っ！」


    　男の肩に乗った少女は、ロボットでも操縦するかのように、男の首を傾け全体重をかけた。


    「お前、何する、やめ……うわっ!!」


    　そのままふらつく足元が、何かを捉とらえる。先程少女が投げたバナナの皮だった。


    「わっ！」


    　男の身体からだはずるり、と傾かしぎ──


    「ぅべえっ！」


    　引き倒される勢いも加味されて、頭部がしたたかに路面に打ち付けられた。鈍い衝突音が辺りに響く。そして、男が動かなくなったのを確認すると、頭に覆おおい被かぶさっていた少女がすたり、と着地した。


    「はあ……はあ……あほか！　踏まぬなら、踏ませてみせようバナナの皮じゃ！」


    　闇やみと煤すすの中での戦闘術は、薄汚れた少女の方が何枚も上手のようだった。


    「ふう……ふう……さて……もっと遠くまで逃げんと……」


    　なんとか気絶させた二人の身体からだを後にして、少女は再び走り出す。


    　行く当てはない。少女は、紛れもないノマド放浪者であった。


    「ちきしょう……余計な水分流させおって……」


    　滝のように皮ひ膚ふから流れ落ちる黒い汗を見ながら少女は独りごちる。


    「あー……もう……水分返せ！　あいつらのあほー！　汗どろぼー！　汗万引犯！」


    　その愚ぐ痴ちには、若干怒りにも似たニュアンスが混じる。


    　とにかく、どこかに落ち着いて水分を補給しなければならない。それができないと、行動の制限される形状になって結局野の垂たれ死に──いや、最悪の事態を考えるのはよそう。


    「くそ、諦あきらめてたまるか！　必死、決死、起死回生じゃ……」


    　そうだ。その言葉を指標に、生き延びてきたのだ。とにかく生きるしかない。いざとなれば、汚水をすすってでも生きる覚悟だ。もっとも、そんな真ま似ねはなるべくならご勘弁願いたいものだったが。


    「くっ！」


    　だが、そこで足が縺もつれるように倒れ込んでしまう。


    　やはり、水分を消費しすぎたのだろう。手足の先が、縮んで変色していた。もはや人型の擬態を保てなくなっているのだ。


    「く……そ……こんなとこで……あ……あれは……」


    　その時、諦めかけた少女の目に、何かの大きな建物が映った。


    　それは──学校の校舎のように見えた。
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    　気絶していた黒服の一人が目覚めさせられた時、目の前には、黒い車から降り立ったばかりの影が仁王立ちしていた。


    「あ、いてて……す、すいません……」


    　その影は、黒服に向かって声をかける。


    「……やつの顔は確認しまして？」


    　少女の声だ。闇やみに紛まぎれ姿こそはっきりしないが、色素の薄そうな長い金髪が風に靡なびいているのが微かすかな明かりから解わかる。


    「いえ……申し訳ありません……なにしろ泥だらけだったものではっきりとは……行方ゆくえも、見失ってしまいました……」


    「そう……」


    　それきり、返事は返ってこない。


    　黒服は少しだけ拍子抜けする。


    　当然来るだろうと思われた制裁がなかったからだ。


    　──だが、次の瞬間。そのぬか喜びを嘲あざ笑わらうかのように、黒服の姿を見下ろして少女が呟つぶやいた。


    「……それにしてもあなた、随分派手に汚されたようですわね」


    「え、い、いや、そんなことは……」


    　少女は、にこり、と柔和な微笑ほほえみを見せてから、鋭く告げた。


    「洗浄！」


    　その瞬間、汚れた黒服の男が同僚の手によってトラックの中に押し込まれていった。と同時に、悲痛な叫びが聞こえてくる。


    「あ、あひぃぃぃぃぃぃぃ！　洗剤はやめて、ストオオぉぉぉぉお！」


    　それを聞きながら、ぼそり、と少女が忌いま々いましげに吐き捨てた。


    「……汚い悲鳴……」


    　ため息とともに、少女は再び車に乗り込んだ。


    「もう一人も目覚め次第洗浄。それから……とりあえず、この近辺の水質調査。地域の絞り込みを」


    「了解いたしました」


    「……やっかいですわね、元来が人型でないパラシスタンスというのは……臍へそ見み式診断も使えませんし……」


    　そこで車に乗り込む寸前。少女は足元の何かに気付き、拾い上げた。それは、踏みつけられ泥にまみれたバナナの皮だった。


    「……不潔ですわ……」


    　少女は、苦々しげな表情になり、それを再び放ほうり投げる。そして、懐ふところから取り出したウェットティッシュで、指先を拭ふいた。


    「今に見ていなさい……完かん膚ぷなきまでに洗浄して差し上げますわ……汚臭に満ちた寄生虫風ふ情ぜいが……」

  



  
     第一章　ガスマスクとカタツムリ


    



    　時間というものは、いつだって非情で冷酷だ。


    　例えば、眠くて堪たまらないのに学校に行かなくてはならない朝。とろっとろに煮詰まった夏の光を浴びて目覚める時にそう思う。


    「ふわぁ～………………あ……」


    　間の抜けたトランペットのような情けない欠伸あくびが喉のどから搾しぼり出された。


    「……平和だな……」


    　僕は夢うつつで呟つぶやく。


    　近ちか頃ごろの騒がしさが噓うそのように穏やかな目覚めだった。なぜなら、今日は僕に阿あ鼻び叫きよう喚かんの電気ショックや水流を浴びせかける従妹いとこも、それから──何かとトラブルを引き起こす寄生虫もいないようだったからだ。


    　──素晴らしい。これこそが、僕が望んでやまない平穏な生活だ。


    　晴せい耕こう雨う読どくという例えは大おお仰ぎようすぎるかもしれないが、僕はこの静寂をこそ愛していたい。どうか、ずっとこんな平凡な日常が──


    「えいえんにつづけー……」


    　季節は七月。窓から差し込む太陽のほのかな熱が、全身を火ほ照てらせる。中でも特に熱を感じるのは腹部だ。あたかも湯たんぽでもそこに入っているかのような……まるで人間一人がすぐそばに密着しているかのようなぬくもりが感じられる。


    「……ぬ？」


    　てか、おかしい。


    　この温度上昇は、明らかに局地的だぞ？


    　僕は、眼めを閉じたまま、腹部の方に向かってそっと手を伸ばしてみる。


    　……ふよふよと、やたら柔らかい感触がそこにあった。引っ張ったりつねったりすると、それは弾性を持って元に戻ろうとする。


    「この感触は……」


    　ほっぺたか？


    　そして、下半身の方に触覚を集中してみる。……そこで、今までその存在を感じられなかった理由に気が付いた。何かがずっと重しになっているせいで、足の血流が止まっているのだ。


    「くっ！」


    　僕は観念して、眼を一気に大きく見開いた。


    「すぴー」


    「……」


    　案の定であった。


    　目と鼻の先には、エナメルを塗ったように光る白桃色の髪の毛。そして僕の腹部に向けて吐き出される、熱い吐と息いき──と唾だ液えき。ゼロ距離で密着する白い柔肌。


    　そこには、布ふ団とんと衣服をずらし、僕の腹部に直接頰ほおをすり寄せながらやたら幸せそうな顔をした、僕のサナダムシが進化した存在──パラシスタンスのサナが眠っていた。


    「……うわああああああああああっ！」


    「むにゃ……」


    　サナは寝ぼけたように、少し身体からだを浮かすと、


    「ふにゃあ……から……と……？」


    　再びどさりとのしかかってきた。


    　甘い体臭が鼻び腔くういっぱいに広がる。着ている寝巻がはだけ……その隙すき間まから柔肌が──。


    「ど……ど……どけ、サナ──────っ！」


    　僕は布団を力の限り跳ね飛ばす。と同時に、僕の身体からサナが転がり落ちた。


    「わあ……！　え、唐から人と……？」


    　そして、僕を見つけたその表情が一気に輝き、こちらにしがみついてくる。

  


  [image: ]



  
    「わーい、唐から人とだ─────っ！　おはよ─────っ！」


    「お、お、お……」


    　僕は、起き抜けにＭＡＸ寸前の大声を張り上げる。


    「おはようじゃない─────っ！」


    「ほ？」


    「サナっ！　なんでここにっ!?　隣の部屋が空いてるからそこで寝ろって言っただろ！」


    「ふわっ……」


    　サナはしどろもどろに戸惑うと、


    「そ……それはアレだ！　ほら……生物学で言う……き……き……」


    　首を捻ひねって、人差し指を頰ほおに当てながら言った。


    「……帰き腸ちよう本能？」


    「それを言うなら帰き巣そう本能だろ！」


    　なんでまた、朝からそんな寄生虫的発言が飛び出すかといえば、理由はたった一つ──この女の子は、僕のお腹なかに寄生したサナダムシで、その進化系だからなのである。


    　早いもので、サナが僕に寄生したあの騒動から、二週間以上が経過していた。今ではサナはすっかり──本体は僕のお腹の中に、そして分体は僕の家に居い候そうろうする身分である。


    「だ、だって……！　私は唐人のお腹に寄生してるんだから、その……いつもそばにいるのは当たり前なんだ！　おかしくない！　しかも身の安全までついてくるんだから、感謝されてもいいくらいだ！」


    　そして、サナは誇らしげに鼻息を吐いて胸を張った。


    「その上今なら栄養分だけで送料無料！」


    「送料ってなんだ！　どこのジャパネットだよ！」


    　サナは、ほ？　と意外そうな表情をした後、小さな声で呟つぶやいた。


    「送料っていうのは、もちろん小腸から大腸までの……」


    「スト───ップ！　それ以上はなんかヤバそうだから言わなくていい！」


    　と、僕が朝からそんなずれたやりとりに途方にくれていると。


    「……えへー」


    　サナは僕の方を見てにんまりと微笑ほほえみ、さわさわ、ぺたぺたと僕のお腹をなで回し始めた。


    「私に栄養をくれる、大事な腸ー」


    　添えられた指が、僕の腹の上をつつつと動く。


    「このへん、左まがり」


    「なぞらんでいいっ！」


    「きれいな小腸。美しい十二指腸。私はこの腸、そして唐人をいつまでも守っていきたいと考えているぞ……。だから」


    　そんな、選挙の演説めいた口調の後に──いつものことを、いつもの調子で尋たずねてきた。


    「私をカノジョにする気になったか？」


    「ならないよ！　どの話の流れならそうなるんだ！」


    「ぬ──！　唐から人とのばか！　いけず宿しゆく主しゆー！　つるつる腸ー！」


    「あいたたたた！　腹いせに腹ん中で動くのやめろ────っ！」


    　だいたい、同居を始めてから事ある度たびにこうなのである。


    　何をどう間違ったか、僕の寄生虫は僕と男女交際を所望してらっしゃるのだった。


    「うう……唐人ぉ……カノジョにしてよお……」


    「……うっ……」


    　涙目のサナが僕を見上げてくる。


    　まあ、なんていうか、その。サナは見た目だけなら、たいそう美少女なものであるから。


    　こうも毎日アプローチされると、健全な男子高校生としてはたまには理性がどうにかなってしまいそうな時もある。そんな時は、冷静に自分で自分に言い聞かせるのだ。


    　すっと目を閉じ、脳内で──。


    　意識の向こうから、犬を連れた和服の人物がのそり、のそりと歩いてきて、僕に告げた。


    「唐人どん……一時の欲望に流される前に落ち着いて考えるでごわすよ……おいどんの人生も晩年はバンクロフト糸状虫という寄生虫にやられて、えらいことになってごわした……」


    「あ……西さい郷ごうどん」


    　僕の意識の中の西郷隆たか盛もり（脳内）が身をもって教えてくれた。


    「いい天気でごわすな……おいどんが勝かつはんと江え戸ど城じよう無血開城を話し合った日もこんな天気でごわした……」


    「そっか……サンキュー西郷どん。もう大丈夫。消えていいよ」


    「え、おいどんもう用なし……？」


    「いや、言いたいことは充分伝わったから」


    「ごわす……」


    　西郷どんは犬を連れて寂しそうに去っていった。


    



    　そう、だから、要するに結論はこうなのだった。


    



    　……まあ……自分の腹に住んでる寄生虫と付き合うのって、常識的に考えてアリかナシかって言われたら……


    　ナシだよね！（←結論）


    　そんなわけで、僕はサナの再三のアプローチにも耐え、人間としての倫理を守り抜いているのである。


    　たとえ外見がどんなに可愛かわいい女の子だとしてもだ！


    



    　それに……僕とサナがそんなことになると色々とめんどくさいことになるであろう心当たりも多少あることだし。


    「わはははは！　ひとつ卑ひ猥わいなラブコメ展開！　ふたつ不ふ埒らちな寝起きドッキリ！　みっつ見てるぞおおお兄ちゃんんんん！　そうはさあせるかああああ！」


    　その瞬間、狭い室内に地獄の獄卒のような声が響いてきた。


    「くっ……やはり今日も来てたか……っ！　桜さくら！　どこだ！　どこにいる！」


    　僕は部屋を見渡すも、その声を発した人物の姿は見えない。


    「外か───っ！」


    　部屋のドアを開ける。


    「窓か────っ！」


    　窓を勢いよく開ける。


    「中か────っ！」


    　ベッドのシーツを引きはがす。


    「おかしい……どこに……」


    　その瞬間。


    「てええええええええい！」


    「ぎゃああああああ!!」


    　衣装ダンスの中から大量の土とともに、一人の少女が僕にのしかかるように雪な崩だれ込んできた。どざあっ、と一瞬にして部屋の床一面が土色に染まる。


    「くっ……くくっ……」


    「かっ、唐から人と─────っ！　大丈夫か───っ！」


    　サナが心配そうに声をかけてくるのをよそに、僕の上にまたがったその少女は元気な声でこう叫んだのだった。


    「おはようっ、お兄ちゃん！　サナちゃんだけじゃなくわたしにも添い寝させてよ────っ！　添い寝エンジョイさせて───っ！」


    「さっ、させたくてさせてるわけじゃない！」


    「添いジョイさせて！」


    「略すな！　ちょっと健康食品みたいになってるよ！」


    「淫いん乱らん・オブ・添いジョイさせて！」


    「さらにちょっと人の名前みたいにアレンジするな！　って、てか、桜─────っ！」


    　僕が桜を吹き飛ばすかのように跳ね起きると、全身から茶色の土がぼろぼろとこぼれ落ちた。


    「なんだこの、部屋でガーデニングでも始めかねない量の土は！　どういうつもりだ！」


    「ふえ……？」


    　桜さくらは腕を組んで、考え込む表情をした。


    「いやあ……お兄ちゃんもたまには母なる大地に包まれてることを実感して目覚めれば、大らかな気持ちで従妹いとこと一つになりたくなるんじゃないかと思いまして」


    「なるわけないだろ！　なにその間違ったロハス！　セクシャルロハス！」


    　と、こんな真夏に脳内が春先取りモードなこの少女の名前は増ます川かわ桜という。近所に住む僕の従妹で、言動が、しばしば非常にアダルティな方向に先走るお騒がせ暴走娘（処女）だ。


    　桜はなおも息を荒らげながら迫ってきた。


    「さあ、そんなお兄ちゃんを土から助け出すのはわたし！　ロシア童話『大きなかぶ』ならぬ『大きな恥部』を抜くために犬猫ネズミ従妹がうんとこしょ、どっこいしょ───！」


    「あ、朝から卑ひ語ご連発するな────！」


    　そこに、それを見ていたサナも、耐えきれなくなったように身を寄せてきた。


    「う……う──こら桜──っ！　唐から人とは私が守るんだ────っ！」


    　二人が我先にと腕を取り合ってくる。


    「があ───っ！　お前ら！　暑苦しい！　着替えられない！　離……離れろ───っ！」


    　結局いつもと変わらずてんやわんやな朝になっていたその時。


    　桜が僕の頭の向こう側を見て、突とつ如じよ叫んだ。


    「あ、伯お父じさん！」


    「……え？」


    　その声に、僕もゆっくりと視線を部屋の扉の方に向ける。


    　そこには、何を言うでもなく、廊下からただこちらをじっと見つめて立っている一人の存在があった。その無機物のような瞳ひとみを一切動かさずにこちらを凝視している人物こそが──僕の親父おやじ、増川銀ぎん次じだった。家にいるにもかかわらず、仕事時と全く同じ白衣姿。


    「…………」


    　お互い何を言うでもなく、気まずい沈黙が過ぎていく。


    　この現代ラブコメ的ツッコミ待ち光景を見ても、親父は何を言うでもないらしい。何も言わずに、ただ、不気味にこちらをじっと見つめている。


    　そして、その沈黙に耐えきれなくなりそうなくらいの時間が過ぎた後、最初に居心地の悪さを打開したのは桜だった。


    「わ、わあ、伯父さんごめんなさい！　朝ご飯ですよね、すぐ朝ご飯の支度をしますー！　お兄ちゃんも着替えたら降りてきてね！」


    　そして、桜は僕の脇わきを抜けてするすると階下へ降りていった。


    　それを見届けると、目的を達成したかのように、親父もまたすっと姿を消した。結局最後まで一言も発さず、表情一つ変えずに。


    「……なんだっつうんだ、あの親父おやじは」


    　──相変わらず、まるで、幽霊か何かみたいじゃないか。


    　僕が物心ついてから、我が家では一事が万事こんな調子なのだった。僕のすることに、何一つ反応しない無機物のような親父。


    　あのサナが僕に寄生した事件で、アニサキスによって家がグチャグチャにされた後も、親父は結局何も言わなかった。そればかりか、サナがうちに住み着いたことさえも見て見ぬふりをするかのような態度を取っている。


    　そういう親父なのだ。根本的に、興味があるのは、研究のことだけなのだろう。
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    　着替えて階段を降りていくと、桜さくらが作った朝食がすでにテーブルに並んでいた。


    　僕の左隣にサナ（食卓の下では食事中の決まりとして手を繫つないでいる）、向かいには桜、はす向かいに親父というポジションで着席し、軽くいただきますをしてから手を着けていると。


    「ほら、唐から人と、鮭さけの切り身を食べるぞ！　口開けろ！」


    　サナが、箸はしで魚の身を持って僕の口に近づけてくる。


    「あー！　サナちゃんずるい！　わたしもお兄ちゃんに手を握って食べさせるのー！」


    　桜もたくあんを摑つかんだままやってきて、二人が左右から僕の手を握り、口元に朝食を運んできた。あっという間に、僕の口の中に限界を超えて朝食が放ほうり込まれていく。


    「も……もっ、もふぁえら、ふとっぷ、ふとっぷしろ────！」


    　僕は口から微量の食材と怒りを同時に吐き出した。


    「わあ！　もったいないぞ唐人！」


    「まだまだ！　倍プッシュしようよ！」


    　僕はそれを飲み込むと、両手が塞ふさがったまま二人に叫んだ。


    「するな！　ご飯ぐらい自分で食べ……ら……」


    　どこか調子がくるって、大きな声を出すのを途中でためらってしまった。


    　僕のはす向かいの目が気になったからである。


    「ん？」


    「あ……」


    　普段は屈託のないサナと桜も、この親父の存在を思い出したようだった。


    　親父は、いつも通り何も喋しやべらず、ただ黙々と食事を続けている。はなから食事時に他人と会話をすることなど念頭にないのだろう。だが、その沈黙だけで、オーケストラに一人だけチューニングの合っていない奏者がいるかのような不協和音が発生していた。


    　その存在感に、サナと桜はぎくしゃくしながら会話を続ける。


    「で、でも、昨日の授業中の唐から人と面白かったなー！　ノート開いたまま居眠りしてて、おでこに土ど偶ぐうが写っちゃってたんだぞ！　あれは大笑いしたなー！」


    「へー、わたしも見たかったよ土偶お兄ちゃん！　いや、むしろ、お兄ちゃんの土偶的部分！　わたし……今度お兄ちゃんのクラスの授業に忍び込もうかな……」


    　桜さくらはナチュラルに乱入宣言やめてくれ……。


    「ところで親父おやじさんは唐人の授業って見たことあるのか？」


    　サナが唐突に親父に会話を振った。だが。


    「…………」


    　会話を振られた親父は、返事もしない。黙殺である。


    「あ……」


    　桜も、気まずそうに、どうフォローしていいか言葉を選びかねている。


    　結局会話はそこで途切れてしまう。──見ていられない。


    「……いいよ、二人ともそこは気にしなくて。親父が食卓にいるからって無理に気を遣わなくていい。どうせハナから会話をする気なんてないんだから」


    「でも……」


    「これが、うちの普通なんだ。その人はいないものと考えて」


    「…………」


    　……ここまで酷ひどいことを言われても、反応しないのがうちの親父だ。


    　と、その時。親父の携帯電話が鳴った。デフォルトの素っ気ない着信音だ。親父はよどみない動作で白衣の胸ポケットから携帯を取り出すと、通話ボタンを押した。


    「はい……」


    　置物でなかったことを証明するかのように、ほんの少しだけ唇くちびるが動き、声を発する。


    「…………そうか」


    　なんの話だろうか。と、間もなく親父は電話を切り、ぼそっとこう呟つぶやいた。


    「…………今日から暫しばらく留守にする」


    「……また仕事かよ」


    「……」


    　その質問には答えず、無言で携帯をしまう。いつもと同じ苛いら立だちが募つのる。円滑なコミュニケーションと程遠いというか、感情を逆さか撫なでするために食卓を囲んでいるとしか思えない態度だ。


    「親父。僕はいいけど……サナが話しかけてくれた時ぐらい返事してもいいんじゃないか」


    　僕はイライラのあまり、つい嫌いや味みを言ってしまう。


    「……そんな調子で過ごしてるから、母さんも出て行ったんだろ」


    「母さんは……関係ない」


    　そしてこの日初めて、親父が対話に応じた。くそ。知ってるよ。こういうのが八つ当たりって言うんだろうな。でも、こいつのせいで僕は母さんの顔も何も知らない。一応養ってもらってる以上、同情してほしいとまでは言わないが──父親を少し呪のろいたくなることぐらい、たまにあっていいじゃないか。


    　……『家族』。それが『他人』でない人間を指しているのだとしたら──僕はその言葉の定義を、時々疑いたくなることがあった。


    　──と、そんな煩はん悶もんを続けていると、気まずい空気を察したように、桜さくらが勢いよく椅い子すを引いた。


    「ごちそうさまでしたあっ！」


    　そして、がたん、と椅子から立ち上がって僕の腕に飛びつく。


    「さ！　お兄ちゃんもサナちゃんも学校行くよ！　伯お父じさん行ってきまーす！」


    「あ、いて、こら、引っ張るなって！」


    　そして、僕を引き摺ずって家を出ようとする。


    「あ、私も行くぞー！　行ってきます！」


    「行ってきまーす！」


    　そして、二人が元気よく宣言するのに倣ならって。


    　僕も一応、残留者に向かって呟つぶやく。


    「……行ってきます」


    「……」


    　返事ばかりか、その光景を一いち瞥べつもせずに、親父おやじはただ食後の茶をすすっていたのだった。
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    　登校時の待ち合わせ場所に行くと、いつものように丈じよう児じと櫂かい実じつが待機していた。丈児は若干天然気味な僕の親友。それから、櫂実はサナが僕に寄生した事件以来、懇意になった──ちょっぴり自じ虐ぎやく気味な、回虫のパラシスタンスだ。


    「うす」


    「……お、おはよう……」


    　丈児が無邪気に、櫂実が遠慮気味に挨あい拶さつをしてくる。


    「みんなー、おはよー！」


    　サナが飛び跳ねながら声をかける。次に桜。


    「おは幼女体型！」


    「はは……今日もみんな元気だな」


    　丈児がにこにこと笑いながらツッコミを入れる。


    　あのサナが僕の腹に寄生した発端から二週間経たって、サナがうちの高校に入学し──この五人で通学するようになってから数日。もうすっかり定着した賑にぎやかな朝の通学だ。


    「お、丈じよう児じ、ギプス取れたんだな。良かった」


    「お！　唐から人と～！　心配してくれるのかー！　ほら、もう大丈夫だぞー！」


    「わ、や、やめろって」


    　丈児は満面の笑えみで首にヘッドロックをかましてくる。僕のせい──パラシスタンス・ホストの力の暴走──での怪け我がだったので心配していたのだが、この分なら気に病むこともなさそうだった。


    　それから……。


    「櫂かい実じつも、おはよう」


    「う、うん……」


    　櫂実は、一歩離れた場所から挨あい拶さつを返した。


    「どうもぎこちないな……」


    「…………ごめんなさい……まだ……人と話すの慣れなくて……」


    　櫂実は、申し訳なさそうに謝る。


    　ずっと、人との関かかわりを拒絶してきた櫂実だ。まあ、この場に来てくれているだけでよしとするべきなんだろう。と思っていると突然。


    「……はっ……」


    　道の端に向かって櫂実が大きく身を引いた。


    「え……？　櫂実、どうしたんだ？」


    　すると、小さく震ふるえる櫂実と、戸惑う僕たちの横を一匹の薄汚れた野良犬が闊かつ歩ぽしていった。


    「……お犬様が来たから……拙せつ虫ちゆうみたいな底辺ゴミ虫は……身分が低い者は端を歩かないと……」


    「セルフ生しよう類るい憐あわれみの令やめろ──っ！　いいんだよ、道の真ん中歩いて！　もっと自分に自信持て───っ！」


    　僕はそう言って、櫂実を無理矢理道路の真ん中に押し戻すが。


    「………………………………無理……」


    　数秒と保もたず、僕の後ろに隠れてしまった。


    「まあ、しょうがないな……ちょっとずつ慣れていけばいいか……」


    　僕がそんなため息を吐いた時。


    「わーい、直腸にぶらさがりごっこ！」


    　いつの間にか僕の腕にしがみついたサナが、思い切り体重をかけぶらぶらと揺れていた。


    「サナ、お前はフリーダムすぎる！　人の腕で勝手に不穏な名称の遊びを始めるな！」


    　僕は腕を大きく振ってサナを振り落とした。


    　そんな光景を見て、丈児がため息を吐ついた。


    「はあ、今日もか……」


    「どうした、丈じよう児じ」


    「最近な、この通学路が唐から人とのハーレム化してて疲れるんだ……」


    「な、何言ってんだよ！　全然ハーレムじゃないって！　サナがこんなだから誤解されてるだけだ！　僕がそんなバカップル的日常に堕だするわけないだろ！」


    「つってもなあ……」


    　僕の左右と後ろには可愛かわいい女の子。確かに、見た目だけなら反論できないけど。


    「唐人……」


    　サナがちょっと寂しそうな表情で僕を見た。


    「だいたいサナ、お前！　寄生虫扱いがいやだってんなら、少しは僕の役に立つことをしたらどうだよ！　いつもいつも揉もめ事ばっかり起こしてさ！」


    「なっ！」


    　……まずい。勢いでサナを叱しかってみたけど……ちょっと言いすぎちゃったかな？　サナは、予想以上に静かになってしまって、ただ道路を見つめるように俯うつむいている。


    「よお───っし！」


    　サナが、急に顔を上げて伸び上がった。


    「私も、桜さくらみたいに料理部に入ってご飯を作ることにする！」


    「は!?」


    　サナが、やぶからぼうに爆弾宣言した。


    「だって、部活を探すってのはもともと高校に入った時から決めてたからな！　せっかくなら、唐人の役にも立てて、栄養も摂れる部活を探すぞ！」


    「あ、そういえば、そんな話してたっけ……」


    「まあ、食べるときに唐人に手を握ってもらうために、一緒についてきてもらうけどな！」


    「やっぱり僕も行くの前提かよ！　めんどくさいなもう！」


    　そっか、部活か……。まあ、非常識なサナをうまく学校になじませるにはいい方法かもしれないが……。


    　──が。それを聞くと桜がどんよりとしたオーラを放ちながら暗い顔をした。


    「それが、料理部はね……なんか今……衛生的な問題が発生して部活停止中……」


    「衛生？　なんだそれ」


    「うん、こないだね……学校に侵入者があったとかで、調理室が荒らされたの……。盗まれた物はなかったんだけど、洗面台回りがドッロドロに……」


    「汚れてたのか？」


    「もう！　（泥が）ぬるぬるで（ぬかるみに）ぐっちゃぐちゃに（はまって）ぬっぷぬぷでぱっこんぱこんだったよ！」


    「リズミカルに卑ひ猥わいな擬音を混ぜるな。てか明らかに擬音が言いたかっただけだろお前」


    「……ということで、業者さん呼んで掃除してもらうまで、料理部の活動はしばらくお休みなの……」


    　それを聞いてサナは、諦あきらめるかと思いきや……。


    「んー、しょうがないな！　唐から人と、じゃあとりあえず料理部の代わりに色々見回ってみるかー」


    「なんでお前が主導権を握ってるんだよ……」


    　そこに桜さくらもノリノリで挙手しながら参加してきた。


    「あ、それじゃあわたしも一緒に部活探しする！」


    「え、料理部は停止中なだけじゃないのか？」


    「へへ……僅わずかな時間とは言えお兄ちゃんたちをいちゃラブ状況にはさせないよ！　ふふん！」


    　桜は無い胸をいっぱいに張ってやる気を見せた。


    「まあいいか……じゃあ、櫂かい実じつはどうする？」


    「……え？」


    　最後に振られた櫂実は、きょとんとしている。まるで、そんな展開を予想さえしていなかったかのように。


    「……え……拙せつ虫ちゆうみたいなのが……一緒に行ってもいいの？」


    「当たり前だろ」


    「……っ……ありがとう…………行く……楽しみにしてる……」


    　櫂実は照れくさそうに答えた。


    　ああ、なんだか唯一控えめに喜ぶ櫂実を見ると、心が洗われて和なごやかな気持ちになるな……。と、思っていると。櫂実が僕の鞄かばんに下からそっと手を当てていた。


    「……え、櫂実、何してるんだ？」


    「……その……増ます川かわ君が疲れないようにと思って……こっそり鞄を支えてる……」


    「ふえ!?」


    　突然のその行為に僕の方がどぎまぎしてしまう。


    「……だって……拙虫みたいなゴミ虫のために……色々してくれる……増川君のためにできることは……なんでもしてあげたいと思って……」


    　櫂実は、少し頰ほおを染めながら甲か斐い甲が斐いしく微笑ほほえんだ。


    「な、何言ってんだよ！　櫂実にそんなこと任せられるわけないだろ！　ほ、ほら元気、僕は超元気だから」


    「お、お兄ちゃん……キリッとしてる……まゆげの角度が……わたしとサナちゃんには見せない表情を……むき───っ！」


    　桜が口を尖とがらせて不満そうな表情を見せた。


    「そうだぞ！　私にも唐人の荷物を持たせろ────っ！」


    　そしてサナが、肩に掛かったままの僕の鞄かばんを奪い取ろうとする。


    「あ、いてて───！　腕がちぎれる！　やめろ───っ！」


    「うわ───っ！　じゃあわたしも何かを持つ！　お兄ちゃんの人生に責任を持つ！　温かい家庭を築いていく──！」


    　桜さくらまでもが後ろから僕の鞄にしがみついた。そのせいでずり落ちそうになる鞄を、横から櫂かい実じつが支えてくれていた。


    「お、おい、唐から人と！　やっぱりこれハーレムだよな！　いや、どう見てもハーレムの図だよ！」


    　丈じよう児じも絶叫する。


    「お前ら、いた、痛いってば！　やめろ！　ちぎれる！　血ぃ出る！　出る──！」


    「お兄ちゃん！　出ちゃう？　何が出ちゃうのぉぉ!?　どんなお兄ちゃんエキスが……わっ!?」


    　その時、調子に乗って全力で僕の鞄を引っ張っていた桜の身体からだが盛大にすっぽ抜けて、道路をずしゃり、と滑っていった。


    「ぐばーっ！」


    「え、ちょっ、さ、桜っ！」


    　僕は慌てて桜のところに駆け寄る。


    「う、うう～……いたい……」


    「だ、大丈夫か桜？　女の子としてアウトレベルの悲鳴上げてたけど……」


    　桜の膝ひざには、真っ赤な液体が滲にじんでいた。


    「あぅう……痛いよぅ…………」


    　桜が涙目で訴えてくる。


    「こんなに血が……とりあえず、消毒しないとな……」


    「うん、消毒……のために舌でなめてください……ペロペロと」


    「あ、絆ばん創そう膏こうもいるか……」


    「あ、あれ？　聞こえなかった？　お兄ちゃん、早く唾だ液えきで消毒を……ペロペロと」


    「近くにコンビニあるかな……」


    　と、その時である。


    　僕らの横に、ブレーキ音を立てて──一台のリムジンが止まった。


    「え……？」


    「……消毒が必要ですの？」


    　ウインドウが開き、車の中から一人の少女が声をかけてきた。


    　風に晒さらされてなびく天鵞絨ビロードのような美しい金色の長髪。口調からも、僅わずか数センテンスあまりの言葉遣いだけでも伝わる気品というものがあった。


    「でしたらわたくしが消毒してさしあげますわ。消毒スプレーをこちらに」


    「了解いたしました、志し保ほ様」


    　そして、金髪の少女は車内にいた黒服に渡されたスプレー缶を手に持ち、車から出てきた。


    「さ、足をお出しなさい」


    「あ、ありがとうございま……」


    「洗浄────っ！」


    　金髪の少女は、なんの躊ちゆう躇ちよもなく桜さくらの膝ひざに向けてそのスプレーを噴射した。凄すさまじい勢いで。


    「あぎゃ────っ！　染しみる────！」


    　桜がまたもやはしたない声を出した。そのスプレー噴射は、執しつ拗ようにたっぷりと一分間ほど続いた。


    「うう……あ、足の感覚がない…………」


    　桜の膝は消毒スプレーでびちょびちょになって、消毒液が滴したたり落ちていた。


    「菌は、滅びましたわ……」


    　一応、涙目になっている桜に代わって、消毒してもらったお礼を言うことにする。


    「……あ、あの、ありがとうございました……」


    「いいえ、わたくしは少しでもこの世界から汚物を減らすために尽力しただけですわ。それでは」


    　そして少女は再び車に乗り込むと、そのまま走り去っていった。


    「……なんだったんだ、今の子……」


    「うう……お兄ちゃん……朝から足……下半身が濡ぬれ濡れだよう……」


    　そこに、丈じよう児じがぼそりと疑問を漏もらした。


    「ていうか、うちの制服着てたよな……なんだろ……転校生かな？」


    　その答えが判明するのは、それから数十分もしないうちであった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「唐から人と、うちの高校ってずいぶん部活がいっぱいあるんだなー。お！　ヨーグルト研究会！　これは腸によさそうな部活だぞ！　ヨー研！　行きたい！」


    　教室に着席するなり、サナはさっそく机いっぱいに宿やどり木ぎ高校部活紹介ガイドブック（うちの高校の新聞部が発行している冊さつ子し）を広げて品定めしながら、僕の背中をつついてきた。


    　ちなみに天の配はい剤ざいか嫌がらせか知らないが、この学校に転校してきて以来、サナの座席はなぜか僕のすぐ後ろになっていた。なので、こんな風に頻ひん繁ぱんに話しかけられる。


    「お、おい……せっかく本を貸したんだから、黙って読んでろよ……」


    　なお、その部活紹介ガイドブックは、四月頃ごろ僕に部活に入るよう勧めてきた桜に渡されて、そのまま机の中に放ほうり込まれてあったものだ。


    「でも、後で一緒に回るんだったら唐人も見といた方がよくないか？」


    「ま、まあ……そうだけどさ……今は周りの目ってもんがあるだろ……」


    　僕は周囲を見渡す。櫂かい実じつは相変わらず隣の席で、本を読んでいる。丈じよう児じは、僕たちの窓側から離れた廊下側の席で、別の友達グループと話していた。ま、あいつらはいいとして……。


    「あれ……？　なんか最近、注目すらされなくなってきたな……転校してきて最初の頃ころは鼻の下を伸ばしてサナに話しかけてこようとする男子とかいたのに……」


    「やっとみんなも解わかってくれたんだな！　唐から人とは私の宿しゆく主しゆだって！」


    「違うよ！　どう考えても僕たち完全にバカップル認定されてるんだよ！　ちきしょう！　ち、違うんだ、みんな……」


    　そんな話をしていると。


    「はいー、みんな静かにするようにー」


    　眼鏡めがねをかけて痩やせた出っ歯の、いかにも中間管理職な日本のサラリーマンを体現したうちの担任が、引き戸を開いて教室に入ってきた。担任は、おもむろに教卓の上に出席簿を置くと、生徒たちに向かって話しかけた。


    「さあ、今日は、みんなにこのクラスの転校生を紹介するぞー」


    　すると一人の男子生徒が、おどけたように挙手しながら立ち上がった。


    「せ、先生様！　その転校生は、男性でありますか、女性でありますか！」


    　担任はにっこりと意味深に微笑ほほえんでから、全員に発表した。


    「金髪の女の子だぞー」


    「「「「うぉぉぉぉぉぉ!!」」」」


    　クラスの男子が、飢えていたところに肉を放ほうり込まれた獅し子しのような咆ほう吼こうを上げる。


    「き、金髪ってことはさ！　た、体毛も金なのか!?」「やばいよ、国際結婚の準備しないと」「ヒャッハー！　洋モノは最高だぜ！」「男子最低！」「自重しなさい！」


    　その盛り上がりをなだめながら、担任が廊下に向かって呼びかける。


    「はい、しずかにしーずーかーにー。それでは竜りゆう斎ざい寺じさん、入ってきてくだ……うわっ！」


    　扉が開いた。──と思った瞬間、マックスまで高まった盛り上がりを煽あおるかのようにプシュー、という噴射音と、白い煙が教室に流れ込んできた。


    「うおっ、スモーク焚たいたの!?　先生いい演出するじゃん！」「凝ってるなー！」「音楽番組みてーだ！　おい、松まつ本もと、エアギター弾けよ！」「キュ、キュウワ────ン！　キュワキュウォ────ン！　キュワウィウォ───ン！」


    　名字が国内有名ギタリストと同じというだけでエアギターキャラを強制されている松本くんのウインドミル奏法が今日も華麗に空を切った。


    　だが、そんなみんなの盛り上がりに反して担任は戸惑いの表情を見せる。


    「い、いや……先生は別に……何も用意して……」


    　そして、その煙が収まると、白しろ靄もやの中から現れたのは──予想もつかない姿だった。


    「コー……ホー……コー……ホー……」


    　そこにいたのは、女子の制服を着用した、ガスマスク人間だった。


    「……は？」


    　盛り上がっていた男子生徒の動きが、一瞬にして固まる。


    　華きや奢しやな手足と、ふくよかに膨ふくらんだ胸元、そして美しく長い髪がコケティッシュな魅力を醸かもし出していたため、その人物が女性だと判別することはできたが、得体の知れない存在であることに変わりはない。教室にいた全員が呆あつ気けに取られていると──ガスマスクの奥から、くぐもった声が聞こえてきた。


    「失礼……人が多い所にいきなり入る時は衛生が心配なもので……ちなみに今のはスモークの演出ではなく、抗菌スプレーの散布ですの」


    　そしてその転校生が、ガスマスクに手をかけて、ゆっくりと外す。


    　流れるような金髪を振り払いながら──一人の少女が黒板の前に現れた。


    「おい、日本語……だぞ？」「確かに金髪だけど……外国人じゃ……ないのか？」「でもまあ、可愛かわいいけりゃなんでもいいけどな！」「言えてる！」「男子殺す！」


    　ざわ……ざわ……と教室中が再び好き勝手にざわめき始める。


    　それを見たサナも、小さな声で僕に囁ささやいてくる。


    「……唐から人と！　あの子！」


    「……声を上げんでも解わかってる。今け朝さ会った子、だろ」


    　その金髪の少女は、微動だにせずに、仁王立ちでクラスの全員を睥へい睨げいしていた。担任が、そんな気まずい空気を変えようとしたのか、転校生に向かって声をかけた。


    「そ、それじゃあ、竜りゆう斎ざい寺じさん、挨あい拶さつをお願いできるかな」


    　それを受けて転校生は前にずいと歩み出ると、どん、と教卓に両手をつき、クラスを見回しながら静かに言った。


    「……おはようございます、汚民のみなさま」


    　その口調には明確な敵意が込められていた。


    　……ってか……お、汚民？


    「転校生の竜斎寺志し保ほですわ。突然ですが、わたくしは、みなさまの衛生感覚を信じていません。なぜかって？　この中に、汚物が紛れ込んでも平気な顔をしているからです！」


    　すると志保は次に、持参していたカゴを手に取ると、なにやら白い筒を取り出した。それは──自由研究の発表かなんかに使う、模造紙のように見えた。


    「まず、保健衛生の話をいたしましょう」


    　そして、つかつかと黒板に歩み寄り、手に持っていた模造紙をばっと広げ、マグネットで四隅を留めた。誰だれしもが、いきなり繰り広げられたその行動を把は握あくできずに戸惑いの表情を浮かべている。しかし志保は、そんなことはおかまいなしに、その模造紙を指差して言った。


    「これは、我が国における寄生虫駆虫件数の推移のグラフですわ」


    　……は？


    　模造紙には折れ線グラフが印刷されてあった。


    　この子、なんでいきなり、研究発表を始めたんだ。しかも──寄生虫!?


    　志し保ほは、ポケットから取り出した指し棒で黒板のグラフをバンバン、と叩たたくと、声高に訴えた。


    「昨今の先進国の保健衛生事情の発展には目覚ましいものがあり、疫学の進歩は、多くの寄生虫を駆逐することに成功しました。しかし！　油断してはなりません！　やつらはまだ完全に絶滅したわけではないのです！　例えばそこのあなた！」


    「へ？　俺？」


    　唐突に壇上から一人の男子生徒が指差された。


    「あなたは──寄生虫にどんなイメージをお持ちですこと？」


    「そ、そうだな……人の栄養貰もらって生きてけるなら、楽そうでいいなー、って……アハハ」


    「洗浄─────！」


    「ぎゃあああああ！」


    　志保はいきなり懐ふところから台所用洗剤を取り出すと、中身を強く押して射出し、その男子生徒の顔面に思い切り浴びせかけた。


    　男子生徒は顔中の穴という穴から泡を垂らしながら、ずももも、と沈んでいった。


    「不潔な……認識を改めなさい！　寄生虫なんてのは不衛生の象徴なのです！　わたくしは寄生虫という生き物が大嫌いです。あいつらは他人の腸の中で糞ふん尿にように混じって人の栄養を摂取する……汚らわしく図々しく厚こう顔がん無む恥ちな連中なのですわ！」


    　志保は注意深く、僕たちを見回した。


    「そして近ちか頃ごろは──さらに盗っ人猛たけ々だけしいことに、人の姿に擬態して、人間のふりをしながら我々の中に紛れ込んでいる寄生虫までいるといいますの。それが『パラシスタンス』という存在です」


    「なっ……！」


    　思わず、声が出てしまったのを抑える。あの子、なんでパラシスタンスのことを──？


    「水質調査の結果、この高校に少なくとも二体以上のパラシスタンスが潜ひそんでいることが判明しましたわ」


    　え？　二体？　それって、サナと櫂かい実じつのことだよな……？


    　サナはともかく、隣の席に座っている櫂実の方に目配せする。櫂実は、とりあえず続きを聞いて、と言わんばかりに、視線で促うながした。


    「もともとヒトに寄生してヒトに擬態するパラシスタンスでしたら、へそがないことで見極める手段もあります。しかし、中には本来ヒトに寄生するパラシスタンスでないのに、ヒトに擬態している種しゆもいる。そいつらはへそを見るだけではわたくしたちと見分けがつかないのです。今回この学校に現れたのは、そちらの種しゆと思われますの」


    　ん!?　……おかしい。サナにも、櫂かい実じつにも、へそはない。だとすると……別のパラシスタンスがこの学校に潜ひそんでいるってことか……？


    「そいつらの侵略を、我々はただ手を拱こまねいて見ているしかないのでしょうか？　否いな！　我々の組織は、それを見抜く画期的な検査アイテムを開発したのですわ！」


    　志し保ほは教卓の脇わきに置いてあったカゴから、再び何かを取り出した。それは、ぺらりとした、薄い一枚のセロファンだった。透明で、中心部だけが青い。そしてそのセロファンは──僕も過去、何度か使った覚えのあるものに酷こく似じしていた。


    



    「これがその検査シートですわ！」


    



    　自信満々にそれを掲げて言う志保に向かって、僕は心の中で思いっきりツッコんだ。


    （「……どう見てもただのぎょう虫検査シートじゃねえか！」）


    　それは、小中学校で何度かぎょう虫検査として配られたことのある、青いセロファンだった。


    　その思いはクラス全員同じだったようで、途端にざわつき始める。


    「あ、あの転校生、急に何を言い出してるんだ……寄生虫が人間になってるとか……頭大丈夫なのか？」「てか、あのぎょう虫検査シート、名前なんだっけ？」「えっと……ポキールだっけ!?」「あ、そかそか」
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    　それを聞いて、びし、と伸ばした腕の先にひそひそ話をしていた生徒を捉とらえ、志し保ほは叱しつ咤たした。


    「そこ！　全然違いますわ、これを単なるぎょう虫検査シートと一緒にしないでくださいます!?　それにそもそも『ポキール』はぎょう虫検査の結果が陽性の場合に使われる駆虫薬のことで、現在ではもう使われていないのですわ！」


    　そして、志保は胸を張って自信満々に告げた。


    「ですから──これは、『Parasistence Observe and Kill Intelligent sheet』……通称『ＰＯＫＩポキ』と呼ばれる検査シートなのです」


    　大して変わらなかった。


    「これは、全パラシスタンスに共通する体表の痕こん跡せきに反応して、人間社会に紛れ込んでいるパラシスタンスとその宿しゆく主しゆまでをも判別することができる素晴らしいシートなのです。そして、もしパラシスタンスが見つかったら……」


    　志保は、息を大きく吸い込んでから、


    「洗浄洗浄洗浄洗浄洗浄洗浄洗浄洗浄───────！」


    　猛烈な勢いで黒板に洗剤を飛ばした。泡だらけになった黒板から、ぽたり、ぽたり、と泡が滴したたり落ちる。


    「──ですわ。なので、にっくき寄生虫を判断するために、このクラスの汚民のみなさまにも必ず検査をしてもらいますから、そのつもりで。いいですね。では配布いたします」


    　そして、志保は教壇から降りると、各生徒の机の上に、あの青いセロファンを剝むき身でばら撒まきながら机の間を闊かつ歩ぽし始めた。


    　その度に、女子を中心に「きゃ」とか「ひぃ」とか、「いや」といった小さな悲鳴が上がる。


    「ということで、検査シートの提出期限は明日までで一つよろしくお願いいたします。名前を記入して、黒板の前にかけておくビニール袋の中に入れてくださいまし」


    「ちょ、ちょっと待って、これの使い方って──」


    　男子生徒の一人が、情けない声を上げて尋たずねた。その質問にも──志保は臆おくすことなく、にっこり笑って言った。


    「ええ、みなさまの不衛生な肛こう門もんに貼はってください、ぺたりと」


    　クラス全員が明らかにドン引きだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　当然、その日の授業は、とても手につかなかった。


    　竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほと名乗った転校生の方をちらと見ると、「洗浄……洗浄……」と呟つぶやきながら憎々しげな目で周囲に呪じゆ詛そを撒まいている。なので、できるだけ目を合わせないように努力するしかなかった。


    　蛇へびに睨にらまれたような思いで昼休みを迎えると、僕は長いこと止めていた息を吐き出すような思いでサナに告げた。


    「……サナ、行くぞ」


    「唐から人と、どうしたんだ？　お昼……」


    「それどこじゃないだろ！　緊急会議だ！　櫂かい実じつも……ちょっといいか？」


    　櫂実の席を見ると、櫂実は消しゴムのカスを丸めて再利用しようとこねている所だった。


    「なんだそれ……」


    「……拙せつ虫ちゆうには……普通の消しゴムはもったいないから……」


    「それは後でいいだろ……作戦会議だ。保健室来れるか？」


    「うん……」


    　桜さくらにも、時間があれば来るようにメールしてから、僕たち三人は保健室に向かった。


    



    「綺き羅ら先生、いいですかっ!?」


    　勢いよく保健室の引き戸を開ける。


    「ふぁら、おふぁよう、みんな」


    「綺羅先生ちょっと緊急事態が……って、うわ！　何食ってるんですか！」


    　保健室の中では、綺羅先生が座ざ椅い子すでちゃぶ台の前に座り、テレビを見ながら何かをもきゅもきゅと頰ほお張ばっていた。傍かたわらには日本酒の瓶びんが置いてあり、すっかりアットホームな空気が醸じよう成せいされている。綺羅先生は、ごくり、とそれを飲み込んでから、パッケージをこちらに見せて言った。


    「何って、仙せん台だい名産笹ささかまぼこだけど」


    「笹かまぼこを食う部屋じゃないでしょ保健室は！　そんなに着々と宅飲みアイテム揃そろえないでください！　完全に恥も外がい聞ぶんもない独身女性の部屋と化しつつあるじゃないすか！」


    「……うるさいわね」


    　そして、僕は綺羅先生に先ほどの顚てん末まつを話した。


    「ふぉう、じゃあパラシスタンスを捜す女子が現れたふぉ」


    「緊張感ねえ！　食べてから喋しやべりましょう、食べてから！」


    「もふぉう……」


    　気を取り直して、綺羅先生がごくんと大きくかまぼこを飲み込んだのを確認してから言った。


    「とにかく、その転校生が検査シートを持ってパラシスタンスを捜し始めたんです。しかも明らかに敵意を持って。何者だと思いますか？　やっぱり研……」


    「見当もつかないわねぇ───！」


    「……え」


    　綺き羅ら先生に急に言葉を遮さえぎられた。そして、ちら、と目配せされる。


    「ああ」


    　そういや、思い出した。なにやら面倒くさいけど、綺羅先生、研究所にいたことを櫂かい実じつには隠してるんだっけ。


    「まあ、今はなんらかの『組織』かもってことしか推測できないわね！」


    　と、綺羅先生は『組織』という言葉を強調して、再度僕に目配せをした。……なんか知ってるんだな、この人。ていうか、『研究所』と『組織』って違うのか？　ま、後でまたサシで会った時に聞けばいいか。


    「でもまあとにかく。敵意を持たれているのだったら、パラシスタンスのことはなんとしてでも隠し通す方がいいわね」


    　綺羅先生は、サナと櫂実に向かって告げた。


    「わかったぞ！」


    「……はい……」


    「ふふ……いい返事ね」


    　そして、綺羅先生は顎あごに手を当てる。


    「でも気になるのは……きっかけになった完全擬態タイプ……へそ付きの新しいパラシスタンスが学校のどこかに潜ひそんでるかもってことね……」


    「そうか……そいつへそあるのか……いいな……へそ」


    　サナが違う観点から羨うらやましがっていた。


    　と、そんな話をしていた時。


    「うー……！」


    　保健室の扉を開いて、桜さくらが入ってきた。


    「お、桜、遅かったな……てか、お前、どうしたんだその格好！」


    　桜の制服は、あちこち土と水とで汚れていた。


    「よ、汚されたああっ……」


    「なっ……！」


    　一瞬、事件が起きたのかと思って焦あせって聞き返す。


    「さ、桜っ……！　誰だれに！」


    「料理部が！　料理部が、また泥でぐちゃぐちゃぬぽぬぽになってたんだよー！　間違いなく、この学校になんかいるよー！」


    「……なんだ、料理部の話か……て、泥？」


    　綺羅先生の方を振り返る。


    「綺き羅ら先生、これは……」


    「におうわね……。これもその転校生と関係があると見て間違いないでしょうね」


    　そこに、櫂かい実じつが提案する。


    「じゃあ……とりあえず……料理部を泥で汚す何かを捜す組と……転校生の正体を探る組に分かれて……調査するとか…………」


    「えっと……どういう話の流れなのかな？」


    　今来た桜さくらが戸惑いながら尋たずねた。それを受けて、綺羅先生がまとめる。


    「要は、今起きてる事件について、二手に分かれて色々調査しようって話。とりあえず、料理部の侵入者調査組が桜ちゃんと亜あ須す香か、転校生調査組が唐から人ととサナちゃんってとこでどうかしら？」


    「わかったー！」


    「…………委い細さい了解……」


    「え、い、今来たとこだけど、駆けつけインサート了解！」


    　とりあえずその組分けで、誰だれも異議はないようだった。……僕以外は。


    「あ、あのっ、先生！」


    「ん……どうしたの？　唐人」


    「ぼ、僕のパートナーはやっぱりサナなんでしょうか？　僕一人の方が……」


    「いや、あんた自分の寄生虫に責任持ちなさいよ」


    　そこに、サナが横やりを入れてくる。


    「そうだぞ唐人！　私は唐人を守るだけじゃなくて、役にも立つって決めたんだからな！　それとも私と一緒だと何か心配なことでもあるのか？」


    「心配なことだらけだよ！　お前、自分がパラシスタンスだってことを志し保ほに隠したまま調査とか、そんな器用なことできるのか!?」


    　サナは、「ほう……」としばらく考え込んでから言った。


    「やってみなきゃわかんない！」


    「はあ……」


    　僕はため息を吐く。


    　そんなわけで、またしても僕の望む平穏な日常は、ガラガラと音を立てて打ち砕かれたのだった。
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    　次の日の朝。学校に来ると、教室内で志保が苛いら立だった様子を見せていた。


    　なにやらゴミ箱の前で、中身を見下ろしながら佇たたずんでいる。そのゴミ箱に入っているのは、大量の『ポキ』と呼ばれたあのシートだ。まあ、どう見てもぎょう虫検査シートなんだけど。


    「汚民どもめ……」


    　志し保ほは、ゴミ箱に向かってぼそり、と低い声で呟つぶやいた。


    　まあ、昨日のあの流れでわざわざ検査シートを出してくれる酔狂な生徒はいないだろう。


    　その辺り、志保が常識外れだったお陰で、助かったとも言える。


    　と、その光景をぼんやり見てると、サナに急せき立てられる。


    「唐から人とー！　とりあえず転校生と話して調査しないと！」


    「わ、わかってるよ……」


    「私もついていってやるから心配しなくていいぞ！　大腸に乗ったつもりでいろよな！」


    「いや、サナはできるだけ何もしないでね！」


    　そして、僕は志保の近くまでおそるおそる寄ってみた。


    「もう！　なんで誰だれも検査してくださらないのっ!?　寄生虫が紛まぎれているというのに……汚民どもめ……無理矢理にでも……汚れた肛こう門もんに洗剤を突っ込んで……内臓の隅から隅まで……洗浄洗浄洗浄……」


    　うわ、怖こええこと言ってる！　なんかやけに苛いら立だっているみたいだし、やっぱ今はやめ……。


    「唐人っ、それいけっ！」


    「背中押すなっ！　うわっ！」


    　サナに背中を押し出されるように、志保の横に踏み出してしまった。


    　その気配に、ぎろり、と睨にらみつけられる。


    「あ……」


    　……えい、準備はしてある。なるようになれ！


    「あ、あのさ、竜りゆう斎ざい寺じさんっ……！」


    「なんです、汚民。鼓こ膜まくが汚れるから用件なら早く言いなさい」


    　話を聞くだけで不潔ってどういう概念だよ！


    「ポッ……ポキを！　提出したいと思ってさ！」


    　そう告げると、さっと志保の顔色が変わった。


    「……え？」


    「じ、実はさ、僕、昨日の竜斎寺さんの話を聞いて感銘を受けたんだ……。寄生虫みたいなもんが僕たちの中に紛れ込んでるって話が本当だと考えたら、気持ち悪くってさ！　寄生虫なんてやっぱ、汚い生き物だものね！　ははは！」


    「えっ……！」


    　すると、隣でその話を聞いていたサナが露ろ骨こつにショックを受けていた。


    「かっ、唐人、そうだったのか…………」


    　サナは涙目でこちらを見上げている。


    　バカーっ！　明らかに不審だろーっ！


    「サ、サナは感情移入が得意だなあ─────っ！」


    「わあ！」


    　僕は、強引にサナを抱き寄せると、その頰ほおに頰ずりした。


    「僕が寄生虫を汚いものだと思ってることに！　そんなに共感してくれなくても！　いいのに───っ！」


    「ふあ、か、唐から人と……い、いきなりどうしたんだ……あ、あったかい……」


    　志し保ほは、そんな僕たちをジト目で見てぼそりと呟つぶやいた。


    「…………こいつらがクラスで[image: ]うわさのバカップル……」


    　転校二日目でもう[image: ]広まってるのかよ!!　どんだけなんだよ僕ら!!


    「でも、まあいいですわ。あなたたちっ！」


    　凄すさまじい剣幕でいきなり志保に肩を摑つかまれた。


    「ひいっ、ごめんなさ……」


    「なかなか見どころあるじゃないですの!!」


    「……へ？」


    「あ……うっかり素す手でで汚民に触ってしまいましたわ……」


    　志保は懐ふところから取り出したスプレーを自分の手にかけ始めた。


    「あなたも手をお出しなさい」


    　よくわからず手を出した瞬間に、僕もスプレーを噴射された。一分間ほど。


    「うわああ！　冷たいいいい！」


    　そして、がっしと両手を握られる。


    「いつか賛同者が現れてくれると思っていましたわ！　やはりわたくしのやり方は間違っていなかったのですね！　強制一斉検査みたいな野蛮な手はできれば使いたくなかったので……まあ……バカップルなのは気に食いませんけど……」


    「は、はは……僕たち寄生虫駆除のために、なんでも協力するからね……」


    　そのままぶるんぶるんと全力で腕を振り回される。手を繫つなぐのにも消毒スプレーが必要なのかよ……。てか、この子怖いのに繫いだ手が女の子っぽい柔らかさで戸惑うんですけど……。


    　すると、志保はにこやかにこう言った。


    「では手始めに、あなたたちの肛こう門もんをあそこのトイレで検査してきてくださいますか？」


    「──え？」


    　一瞬で全身から脂あぶら汗あせが噴ふき出す。


    「ええ。どうしたんですの？　顔色があまり優れないようですけれど」


    「ええと、じ、実は……もう用意してきてあるんだよ！　昨日のポキを取っておいてさ！」


    　サナと僕は、検査シートを取り出して見せる。サナは自慢げに胸を張る。


    「ほら！　ポキだ！　私がもらっ……使ったものだ！　いつだったっけ……？　け、決してごまかしたりしてないぞ！」


    　サナ、噓うそが下へ手たすぎだよお前！　そんな不安にかられながら、息を飲む。一瞬の沈黙があり、そして──。


    「……準備がいいですわね！」


    　志し保ほは満面の笑えみを浮かべてそのポキを受け取ると、鞄かばんからスーパーのレジについているバーコード読み取りスキャナーのような機械を取り出した。その赤いレーザー光射出部分を、僕たちが渡したポキの青い部分に当てる。すると。


    『ピポーン！　陰性です』


    「わっ！」


    　そんな機械音と合成ボイスがしたので、思わず驚いてしまった。


    「２─Ａ、増ます川かわ唐から人と、サナ、白……と」


    　志保は、手帳らしきものに僕たちの名前を書き込んでいく。


    「はい、あなたがたは大丈夫です。ご協力ありがとうございました」


    　志保は笑った。


    「はあ」


    　──安あん堵どした。


    　もちろん今提出したものは、事前に準備しておいたダミーだ。丈じよう児じに頼んで使用しといてもらったものだ。


    　ちょっとした賭かけだった。もし志保が僕たちの言うことを信じてくれず、本当にこの場で検査して来いとごり押しされていたら、アウトだった。ちなみに、櫂かい実じつの分まで一気に出すと怪しまれるかと思って、今回はとりあえず僕とサナの分だけの提出である。


    　だが──とりあえず疑いをかけられる前に先手を打ったものの、それはすなわち注目度も増したということだ。しばらくは、用心しないとな……。


    「ところで、ねえ、竜りゆう斎ざい寺じさんに聞きたいんだけど……」


    「なんですの？」


    「その……もし、もしだよ。その検査で、パラシスタンスと、その宿しゆく主しゆが見つかって、目の前にいたとしたら、どうするのかな……？」


    　ぴき、と青筋が張る音がしたような気がした。


    「どうするですって……？　愚問……」


    　そして、志保は手に持っていた手帳を、ぐにゃり、と握り込んだ。


    「そんな汚らわしい生物……わたくしの手で、洗浄、洗浄、地獄の洗浄フルコースで、二度と色素すら沈着できないほど漂白してさしあげますわ……！」


    　言葉だけでも背筋が凍った。やっぱり、絶対に知られないようにしたほうが良さそう……。


    「……まあ、本当はその前に組織に連れて帰ることになっているのですが」


    「え、組織って……？」


    　綺き羅ら先生がちらっと言っていた単語が出てきた。なので、突っ込んでみる。


    「あ、失礼、口が滑りましたわ……」


    　が、空振りに終わった。


    「とにかく……なんとかして、この高校の生徒全員の肛こう門もんを検査するまで、わたくしは諦あきらめませんわ……汚れた肛門を……すべて浄化するまでは……」


    「いや……そんな肛門肛門って連呼しなくても……女の子なんだから……」


    「それに──わたくしには策がありますもの……スマートでクリーンな策が……ふふ……」


    「策……？」


    　そして、志し保ほはほくそ笑えんだ。


    　意図の知れぬその決意に、僕は何か恐ろしいものを感じた。
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    「唐から人と！　危なげなくうまくいってよかったな！」


    「充分危なかったよ！　まあ……でもとりあえず、懐ふところには飛び込めたかな……」


    　食堂でサナと二人、注文の列に並びながら先ほどの戦果について話していた。状況が変わるまで、基本的に僕とサナがツーマンセルで行動していくのだ。


    「でも、これからどうするかってことだよな。志保の言ってた策ってのも気になるし……うまくどっかに隠れている新しいパラシスタンスも志保より先に見つけられたら……」


    　その時、サナが深刻な顔で話しかけてきた。


    「唐人……今日は、もやしラーメンが食べたい……」


    「食べ物の話しか頭の中にないのかお前は！」


    　その時。廊下からどやどやと声が聞こえてきた。


    「汚民のみなさま！　静せい粛しゆくに────っ！」


    　ん、この声は……？　と思うやいなや。


    　ガスマスクを着けた志保が食堂に飛び込んできて、拡声器で演説を始めた。


    「静粛に！　これより！　この食堂にて出張パラシスタンス検査キャンペーンを行います！」


    「はっ!?」


    　居合わせたみんなが、ああ、あれが[image: ]うわさの？　といった表情で頷うなずき合う。


    　どうやら、志保の奇行はすでに全校に知れ渡っているらしかった。


    　そして、志保は続けた。


    「これより、検査済みポキを提出した者に、ラーメン一杯無料サービスを実施します！」


    「ラーメン無料……!?」


    　厨ちゆう房ぼうの方を見ると、そこには今まで食堂で見たことのない黒服が何人もスタンバイしていた。あれは、志し保ほの関係者か？


    　ざわざわ、と食堂がざわつき始める。


    「だってよ。どうする？」


    「べつにぎょう虫検査だろ？　ラーメンもらえるなら俺、検査しようかな……」


    「まあ、ただで飯食えるんだもんな」


    「すいません、ポキ持ってきました！　ラーメンください！」


    　じわじわと、その波は広がっていく。そして十分もすると。


    「お前行った？　ぎょう虫検査でラーメン無料キャンペーン！」


    「おう！　俺、どさくさに紛まぎれてもう検査三周してきたからな！　ケツの穴が擦すり切れて痛いてえよ！」


    　そんな会話があちこちで聞こえるようになった。


    　消費者心理は雪崩なだれに似ている。


    　誰だれか一人が口火を切れば、我も我もと続くようになるのだ。


    「なん、だよこの状況……」


    　異様な光景だった。生徒たちが、我先に我先にと寄生虫検査をせがんでいる。


    「はい、並んでくださいまし！　ポキはこちらで配布しておりますわ！」


    　すぐに、ポキの配布場所と、トイレ、それからカウンターの順番で行列ができ始めた。


    　ラーメンを手にした者は、ほくほくと戻ってくる。


    「わーい！　私も検査してくるー！　唐から人とも検査して二人分もらおうー！」


    　サナがふらふらとポキをもらいに行こうとしていた。


    「バカ、策に一瞬で乗るなっ！　お前らを捜してるんだろうがあれ！」


    　小声で叫んでその襟えり首くびを摑つかんで引き戻した。


    「はっ、そうだった！」


    　僕はため息を吐つきながら、サナに告げる。


    「……僕が志保と話してくる。サナはちょっと待ってろ」


    「う、うん……」


    　そして、志保の前に単独で向かった。


    「……竜りゆう斎ざい寺じさん」


    「あら、増ます川かわさん。どう思いますこと？　この策。パラシスタンスを見つけ出すのに」


    「そ、そうだね……僕にはあんまり、いいとは思えないかな……」


    「なぜ？」


    「ほら、見てよ。恥ずかしがって、女子なんか全然提出してないよ」


    　見ると、意い気き揚よう々ようとポキを提出しているのは血気盛んな男子だけだった。女子たちはほとんど顔を赤くして俯うつむいている。まあ、肛こう門もんに貼はる検査だもんな。


    「今の状況じゃあ一部の人間が得をするだけだよ。こんなこと、もうやめ……」


    「ええ、今の状況はそこまで重要じゃありませんわ……『今』はです」


    　言葉を遮さえぎるように志し保ほが言った。


    「今……？」


    「増ます川かわさん……わたくしは……一回だけの検査で済むなんて思っていませんわ……。もし本当のパラシスタンスがいましたら、ごまかして他人のポキを提出するということも考えられますものね……」


    　ぎくりとした。


    　見透かされているのだろうか？


    　とも一瞬不安になったが、それは誰だれか特定の人間を指しているわけではなさそうだった。


    「……これは単なる布ふ石せきに過ぎません……。もうじき、学校の誰もがポキなしではいられなくなる……そしてその時、わたくしの理想、『来たるべき世界』が始まるのですわ……」


    　……布石？　来たるべき世界？　どういうことだ？


    　と、その時。


    「おい、何をしている貴君ら！」


    　聞き覚えのある声が、食堂に響いた。


    「会長……！」


    　白と赤の強いコントラストに彩られた巫み女こ装束。現れたのは、我が高校の風紀委員であり名物生徒会長の櫛くし名な田だ観み琴ことだった。


    「校内で勝手に頒はん布ぷ行為を行い、風紀を乱すのはやめてもらおうか！　生徒会がそのような行為を許可した覚えはないぞ！　それに、厨ちゆう房ぼうにいる黒服の連中……我が校の関係者ではないな？　部外者を校内に入れた件でも、申し開きを聞こうか！」


    　おお！　はっきり言ってくれた！　会長、その調子でお願いします！　などと心の中でエールを送っていると、志保がずかずかと、会長の前に歩いて行って──。


    「あなた、どちらさまですの？」


    　会長に対して命知らずなことを言った。


    「なっ……我を知らぬと申すか？　我はこの高校の生徒会長、櫛名田観琴だ！」


    「生徒会長さん……？　ああ、そういえばデータにありましたわね……地元の名士、櫛名田神社の一人娘だとか……」


    「そうだ！　神職に従事する者として、不届き者は毅き然ぜんとした態度で律する！　ははは……」


    　そして、櫛名田会長は、巫女装束の裾すそから取り出した三さん節せつ棍こんを眼前に掲げた。


    　だが。志保は全く動じず、ぼそりと呟つぶやいた。


    「……かわいそうですわね……」


    「はっ……？」


    「その程度の権力で思い上がって、かわいそうと言ったのですわ」


    「ふ、ふふ、ふざけおって！　おい！　親衛隊諸君、集つどえ！」


    　すると周囲の生徒たちの中から、ゆらりと幾人かの男子生徒が立ち上がった。


    「へへへ……会長の命令とありゃあ……女の子相手でも容赦しないぜ……あとうっかりおっぱいとか触っちまったらごめんな……あくまでうっかりだからな、へへへ……」


    　あっという間に、会長の周囲を男子生徒数人が取り囲んだ。


    「ははは！　どうだ、我には、これだけの親衛隊がいるのだぞ？」


    「……ふふっ」


    「何がおかしい？」


    「てんで、ユニットとして貧弱と言いたいのですわ」


    「なっ……？」


    　そして、志し保ほは高らかに声を上げた。


    「おいでませ、竜りゆう斎ざい寺じ家シークレット・サービスのみなさま！」


    　すると今度は、食堂にいた黒服たちの中から、屈強な男たちが数人現れて志保を取り囲む。


    「こちらがわたくしの所属する組織の精鋭のみなさまですわ。全員、元傭よう兵へいや各国の特殊部隊といった歴戦の強つわ者ものたちで構成されておりますの」


    「な、なんだこやつらはっ……！　部外者もいいところではないかっ……！」


    　今度焦あせったのは会長の方だ。うわずったような声で、自分の周囲に問いかける。


    「しょ、諸君怯ひるむな！　数ではまだこちらが若干勝っておる！　落ち着いて戦えっ……！」


    「お、おうっ……」


    　親衛隊の男子生徒一人が進み出て、志保の連れてきた元傭兵の一人と対たい峙じする。


    　──が、その様はあたかも山に立ち向かうハリネズミのようである。おおまかに見て、体格差が二倍近くあった。


    「さあ、かかりなさ……えっ？」


    　急に男子生徒は膝ひざを押さえて床に転がった。


    「うわあああああ！　急に膝の古傷の具合が！　昔、矢っぽいものを受けた膝が!!」


    「と、突然何を言っておるのだ……」


    「というわけで、すいません会長！　僕はこの辺で！」


    　男子生徒はすっくと立ち上がると、右手でよろしくの手刀を決めて帰っていった。


    「え、ええい、これでは風紀が成り立たんではないかっ！　だっ、誰だれぞ！　誰ぞ行かんか！」


    　だが、呼びかけに応じる生徒はいない。


    「すいません会長！　アニメの録画予約忘れてました！　帰ります！」


    「カレーが辛かったんで帰ります！」


    「シャワーが熱かったんで帰ります！」


    　そして、一人一人、会長の周囲の人員は減っていき──気が付けば、その場には会長一人しか残っていなかった。


    　志し保ほは、すたすたと会長の前に歩み寄ると、どこからか取り出した台所用洗剤を、その眼めに向けた。


    「──あらあら。チェックメイト、のようですわね」


    「……くっ！」


    「それとも、あなたの趣味嗜し好こうに合わせるなら『王手』ですかしら？　いずれにせよ──カリスマ性だけでは、いくら歩を集めたところで、飛車には勝てないのですわ」


    　志保は不敵に笑った。


    「貴君っ……！　いけしゃあしゃあとっ……！」


    　それを受けて、会長も一歩も引かない。むしろ志保の眼前、数センチの所まで歩み寄って至近距離から睨にらみ付ける。


    　一触即発。そんなムードだ。


    　単騎同士の威圧感なら、どちらも譲らない。


    　だが、志保の背後にある無数の視線が会長の気迫を抑え込む。例えるなら、ハイエナの群れを前にした、一頭のライオンだ。


    　そして──その圧力に気け圧おされたのか。会長はついに、くる、と踵きびすを返した。


    「こ、ここはいったん退ひかせてもらう……が、いいな！　このまま済むはずはないからな！　貴君、覚えておけよ！」


    　櫛くし名な田だ会長は口くち惜おしげにこちらを何度も振り返りながら、「祓はらい給たまえー！　あと清きよめ給えー！」と捨て台詞ぜりふを吐き、食堂から去っていった。


    「……なんてこった……」


    　会長が押し負けたのなんて初めて見た。


    　……っていうか、ここまでの力を持ってる志保の『組織』って、いったいなんなんだ……？


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　僕とサナはとぼとぼと、廊下を歩いていた。


    「どうしたもんかな……なんか、志保って想像以上にすごい後ろ盾があるみたいだし……何を考えてるのかまだ解わからないのが不気味なんだよな……」


    「うー、ラーメン食べたかったよー……」


    「そういえば、桜さくらと櫂かい実じつのチームはどうなったかな……あいつらは侵入者のパラシスタンスを捜すって言ってたけど……」


    　と、その時。


    「こらーっ！」


    　桜さくらの声が聞こえてきた。


    「えっ？」


    　見ると、目の前に料理部の部室があった。


    「桜、いったい何やって……」


    　次の瞬間、その部室から何か飛び出してきて……僕の世界が回転する。


    「ぐぎゃあああああ！」


    　何かが、僕に猛烈な勢いでぶつかってきたのだ。


    「か、唐から人と─────っ！　大丈夫か──っ！」


    　サナも驚きよう愕がくの叫び声を上げる。


    「い、いたたたた……」


    　そして、身体からだを起こそう……とする瞬間、僕に向かって真上から声が飛んできた。


    「いたたたはこっちの台詞せりふじゃ！　何しとんじゃ！　邪じや魔まじゃわれ───！」


    　気が付くと、僕の身体の上に汚い少女が乗っていた。


    「な、なんだ、この……」


    　ぴちゃりと顔に冷たいものを感じる。手で拭ぬぐうと、どろりとした茶色い水が付着していた。恐らく、その少女が撒まき散らしたであろうそれは──


    「──泥っ!?」


    　もしかしてこの子が、志し保ほが学校に来たきっかけだという──？


    「お兄ちゃん、捕まえて────！」


    　そこに、追いかけてきた桜が、僕に向かって手を伸ばして絶叫した。


    「わ、解わかった、この子を捕まえ……うがっ！」


    「松まつ茸たけもげろき──────っく！」


    　その少女は、僕の股こ間かんに向けて思い切り蹴けりを放った。それをまともに受けて僕はそのまま悶もん絶ぜつする。


    「お、おお……！　急所を……」


    「だ、大丈夫!?　使い物になる!?　お兄ちゃ───ん！」


    　桜が僕の股間に向けて呼びかけてくる。


    　その状況を見て、サナがクチクラブレードを取り出す。


    「こら、お前───っ！　唐人に何をするんだ─────っ！」


    「うわっ！」


    　横よこ薙なぎの一いつ閃せん──を、少女は伏せてかわした。凄すさまじい勢いのブレードが、空間を撫なで切る。


    「なんじゃいきなり！　お、お前らなんかに、つかまってたま……」


    　そして、立ち上がろうとした薄汚い少女は、廊下にかくん、と膝ひざをついた。


    「ぐ……しまった……水分切れじゃ……」


    「確保っ！」


    　そこにすかさず桜さくらが飛びついた。


    「ぐ、うう、放せ、くそどもが……」


    「ふう、なんなんだ、この子……」


    　その時、倒れた少女の持っていた鞄かばんから、カタツムリが這はい出してきた。


    「あ、かたつむ……」


    　それを見て、僕は異様な印象を抱く。


    「え、何このカタツムリ……？　気持ち悪い……」


    　そのカタツムリは、触角が二本あるうちの一本が、緑色の芋虫のように変色し、ぐねぐねと蠢うごめいていた。それを見て、サナが何かに気が付いたようだった。


    「このカタツムリ……なんか私と近い匂においがするような……」


    　そして、そればかりではない。少女を取り押さえていた桜も、足元の異変に気が付いた。


    「……え？」
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    　みるみる間に少女の身体からだが変形し、緑色のコーンのような形状にぐんぐんと縮んでいく。まるで、今そこにいる太い方のカタツムリの触角を再現するような形になり……。


    　桜さくらが悲鳴を上げた。


    「ぎゃ───っ！　なにこれ─────っ！」


    「……増ます川かわ君……」


    　そこに、どこからか櫂かい実じつが現れた。


    「あ、櫂実、どこに……」


    「……ちょっと調べ物してた……でも、その子がたぶん捜してたパラシスタンス……だと思う……」


    　そして、櫂実は静かに告げた。


    「その子は……カタツムリに寄生する……ロイコクロリディウムのパラシスタンス……」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　結局、そのかつて少女だった緑色の塊かたまり（ずるずると動いて逃げようとしていた）を保健室に運んできた。バスケットボールぐらいの大きさにまで縮んでいたので一応運ぶのは容易たやすかったが……途中で誰だれにも見られなかったのが幸いである。


    「臨時対策会議───！」


    　僕は大おお仰ぎように叫んで会議を始める。参加者はこないだと同じメンツ。


    　櫂実が、その傍かたわらで一心不乱に模造紙にマジックで『臨時対策会議』の垂れ幕を作っている。


    「櫂実……べつに、今ちょっと会議するだけだから、そんなもの作らなくても……」


    「……単純事務作業好きだから……」


    　まあ、この子は置いておこう……。


    　綺き羅ら先生が、一冊の分厚い本を僕に渡してくれた。


    「とりあえず唐から人と、はい」


    「どうも」


    　綺羅先生から渡された寄生虫事典を捲めくる。


    　そこで、ロイコクロリディウムの項を引くと、こうなっていた。


    



    　【ロイコクロリディウム（Leucochloridium）】


    



    　別名レウコクロリディウムとも。吸虫の一種である。


    　中間宿しゆく主しゆであるカタツムリに寄生している状態でよく知られている。


    　ロイコクロリディウムは幼虫の状態でカタツムリに寄生すると、触角に移動し、その姿を何倍にも膨ふくれ上がらせる。そして、動く。脈動する。すると、その蠕ぜん動どうを好物の芋虫だと勘違いした鳥類が、ロイコクロリディウムを捕食しに来る。そのようにして、自みずからの種しゆを広げていく寄生虫なのだ。


    



    　そんな説明とともに、触覚が緑色で異常に太くなったカタツムリ、というある意味でのグロ画像が並んでいる。


    「うわ、この写真……ありえないキモさだな……」


    　そんな感想が思わず口から零こぼれ出てしまう。が、桜さくらはその物体をしげしげと見つめて言う。


    「ええ～、そうかな？　可愛かわいいよ、その、いやらし可愛い感じが……」


    「一般的な女の子と趣味嗜し好こうが違いすぎるだろ、お前……」


    　するとその時。


    「お、解わかるやっちゃな！　つうか男の方、何が気持ち悪いじゃ、こら！」


    「はっ……！」


    　そんな声に気付き、テーブルの方を振り返ると、先ほど櫂かい実じつからロイコクロリディウムのパラシスタンスと呼ばれていた緑色の物体が再び少女の姿になり、足を投げ出してふんぞり返っていた。


    「あれ、また人型に、あれ？　ていうかなんか酒臭いぞ？」


    　綺き羅ら先生が、絶叫した。


    「きゃ───っ！　あたしの美少年（日本酒）が────！」


    「おう、水分ぽいのが近くにあったからそれ倒して浴びたら復活できたわ。悪いのう」


    　床には、綺羅先生の飲みかけの日本酒が、中身をこぼしながら転がっていた。


    「て、ていうか、さっきまでゴムマリくらいの大きさしかなかったのに、またおっきくなったよ……まるでその、お兄ちゃんの卑ひ猥わいな……」


    「桜は余計な一言を付け足さなくていい！」


    「まあ、わしが寄生してるのはカタツムリの触角の部分じゃからな！　伸び縮みならお手の物なんじゃ！　ていうか……」


    　その少女は、首をかしげながら言った。


    「お前ら、パラシスタンスのこと知っとるくせに、敵意はないみたいだし、一体何者なんじゃ？」


    　それは、こっちの台詞せりふだった。


    



    「わしはロイ子。わしはのう、わしを研究しようとするあほみたいな連中から逃げ出してきたところなんじゃ。そしたら、倒れた先にたまたまこの学校があってのう、住みやすかったので居着いておった」


    　そんな風にロイ子は自分の境遇を説明した。


    「まあ、要するに櫂かい実じつと同じようなプロセスでここにいるってことな……」


    「……脱走という括くくりで見れば……」


    「うるさい。わしはわしじゃ。このカタツムリを守って生きていくんじゃ」


    　ロイ子は、頭の上に鞄かばんから取り出したカタツムリを乗せる。その先端には先ほどのロイ子の縮小版のような、芋虫状に肥大した触角がうねうねと蠢うごめいている。このカタツムリこそが、ロイ子の宿しゆく主しゆなのだということだった。


    「こいつはオカモノアラガイのオカモトさんじゃ」


    「写真じゃなくて実物で見るとなおさらキモいな……」


    　そこに綺き羅ら先生が、なにやらノートのようなものを開きながら、ロイ子の生態について述べた。


    「要するに、パラシスタンスの中には、宿主を模も倣ほうするのでなく、完全に違う種しゆに変身できるやつもいるわけね。それが完全擬態タイプと呼ばれるもの。要するに、宿主が一番安全な形状にさえなればいいわけだから」


    「便利なもんだな……」


    「ただ、その代わりに変身にはエネルギー、例えばこのロイ子ちゃんの場合はカタツムリの特性か、水分を大量に消費するみたい。水分が切れると一気に大きさが元に戻る。さっきの緑色の塊かたまりが本来のロイ子ちゃんの姿なのね」


    　そんな僕たちの会話をよそに、ロイ子はでかい態度を続ける。


    「やかましいわ。水持ってこい！　水！　水！　とっとと水！」


    「飲食店の質たちの悪い客か、お前は！　とりあえずテーブルから足を降ろせ……って、きったねえな！　テーブル泥まみれじゃねえか！」


    「卵の時のわしらは鳥のフンの中でカタツムリに食べられるのを待つ習性がある……。その名残なごりか、汚れてないと落ち着かないんじゃ」


    「とはいえ、汚いもんは汚いだろ……」


    　その僕の言葉に、ロイ子はカチンと来たようだった。


    「やかましい！　何さっきから人を汚い汚いって好き勝手言っとるんじゃ！　しばくぞ！　童貞夏将軍！　皮あまり！　雨ざらしのエロ本ハァハァ言いながら拾って帰れ！　下の毛にリボンでも結んでおしゃれしとけ！」


    　ロイ子の口の悪さは、とどまるところを知らない。


    「ぐ……なんだ、この子……身体からだばかりか言葉まで汚い……」


    　その立て板に水のような毒舌に僕が地味にダメージを受けていると。


    「す……すごい！　そんなに卑ひ語ごがすらすら出てくるなんて！」


    「は……？」


    　変なところで桜さくらが目をきらきらさせていた。


    「わ、わたしにもそんな卑ひ語ごの言い方を教えてください！」


    　なんでそこでアドバイス請こうてるんだ……。


    「いや、わしのは卑語を言おうとしとるというよりも、魂たましいの赴おもむくままに叫ぶと卑語が多くなるだけなんじゃが……まあ、どうしてもというなら教えてやってもいいわ。例えば……ここに笹ささかまぼこがあるじゃろ」


    　ロイ子はちゃぶ台の上にあった笹かまぼこを取り上げた。


    「試しにこっから卑語をひり出してみぃ」


    「さ、笹かまぼこから卑語をひり出す……？」


    　桜さくらはしばらく、うんうん頭を捻ひねっていたが、ついに匙さじを投げてしまった。


    「どういうこと……この形状を使って？　……だめだあ！　そんなの無理だよ！」


    　そこに、ロイ子が笑いながら告げる。


    「ははは、そういう時はのう、『ささかま○こ』と一字だけ伏せ字にするんじゃ。どうじゃ、紛まごう事なき笹かまぼこなのに、周りが勝手に何かを勘違いしそうじゃろう！　これこそ、卑語をひり出すということじゃ！」


    「うお──っ、本当だ！　ロイ子ちゃんはすごい！　すごいよ！　もっとわたしに卑語の神しん髄ずいを教えて──！」


    　桜が、水を得た魚のようになっていた。


    「……ていうかロイ子とかいうの、桜とは意気投合してるみたいだけど、お前さっきから使ってるの何弁だよ！　広島弁かと思ったけど結構無茶苦茶だぞ！」


    「これはロイ語じゃ。つうか、囚とらわれるなや、くだらん常識に！　保身、不安、他人の目。そういうのは全部唾だ棄きすべきもんじゃ。卑語でもなんでも、心の赴くままに言い、行動する。それが生き物らしく生きるってことじゃ」


    　とにかく、そのぐらいパンク精神に[image: ]あふれた子みたいだった。


    



    「……えー、ということで、今回の騒動のきっかけはこの汚い子でしたが……」


    　僕が総括してみたところ、ロイ子が激げき昂こうする。


    「じゃから汚い汚い言うなつうとるじゃろ！」


    　櫂かい実じつが呟つぶやく。


    「……でも、きっかけが解わかったとして……これからどうするか……」


    　僕は考えてから一つの答えを出した。


    「このロイ子を竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほに引き渡して手打ちにしてもらうとか」


    　僕が何気なくそう呟くと、全員の非難が飛んできて刺さった。


    「何言ってるんだ唐から人と───っ！　唐人はパラシスタンスの敵か───！」


    「……ヘタレてる増ます川かわ君は……あんまり好きじゃない……」


    「冗談だとしてもありえん発想じゃな」


    「お兄ちゃん！　ロイ子ちゃんを助けてあげて───！」


    　桜さくらまで手を広げてロイ子をかばう。


    「冗談だって冗談！　いいだろそんなフルボッコにしなくて！　ちきしょう！　でも、じゃあ、これからどうするっていうんだよ……。なんか、ないかな……平和的に志し保ほに、検査を考え直してもらえる方法……櫂かい実じつ、何かいい案思いつかないか？」


    「え……拙せつ虫ちゆう？」


    　櫂実は振られて最初戸惑ったようだったが、それでも代替案を出してくれた。


    「…………平和裏りに闘争を解決する最善策は……例えば味方に引き込むこと……その……うまくこの学校に情をわかせる手段があれば……」


    「うーむ……要するに、志保に、この学校を好きになってもらえば、全校生徒を捕まえてパラシスタンス検査するなんて言わなくなるってことか……でも、そんな良い方法……」


    　その時、僕は昨日朝の会話を思い出した。


    「あ、そうだ。部活探し……」


    　そういえば、サナのために部活を探そうという相談をしていたんだった。


    「部活に入るとか、友だちでもできれば、志保もこの学校に情がわくんじゃないか？」


    　その考えに、綺き羅ら先生も賛同する。


    「うん、いいんじゃないかしら？　まず既成事実を作って、なしくずしでなあなあにするというのは、男を落とすのにも常じよう套とう手しゆ段だんよ」


    　綺羅先生は妖よう艶えんにウインクした。


    「大人の女ぶってますけど、綺羅先生独身からステータス変わる気配もないじゃないですか……」


    「う・る・さ・い！」


    　そして、改めて僕はその策を検討してみる。


    「でもまあ……今のところ、志保の僕たちへの心証も悪くなってないみたいだし……」


    　全員の目を見てから、僕は静かに言う。


    「その作戦、試して、みるか」


    「しっかりやれよ！」


    　ロイ子に励まされた。


    「元はと言えば、お前が学校に来たのがすべての元凶だろうが！　くそっ！」


    　そして、志保を味方に引き込むための僕たちの策略が始まった。
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     第二章　大転換


    



    「ふう……」


    　放課後の教室には、そこかしこから活気のある運動部の掛け声や楽器の音が聞こえてくる。


    　結局、僕は綺き羅ら先生たちと話し合った次の日、志し保ほに話をつけて今日の放課後、一緒に部活巡りをするように誘ったのだった。それにしても、パラシスタンスのことがバレないようにしながら志保を味方に引き込むなんて、無茶な作戦を考えたものだ。


    　ちなみにサナは授業時から引き続き僕の後ろで爆睡していた。こいつ寝過ぎだろ……。


    　隣の席を見ると、櫂かい実じつがちょこんと待機していた。


    「櫂実、悪いな、めんどくさいことになって」


    「ううん……その…………拙せつ虫ちゆうがこんなこと言ったら申し訳ない気がするけど……」


    「なんだ？」


    「みんなと部活を探すのは……楽しみにしてたから……不謹慎かもだけど……ちょっと嬉うれしい……」


    　櫂実の頰ほおが、ほんの少し緩ゆるんだように見えた。


    「……うん、いいな」


    「え？」


    「いや、櫂実は笑ってる方がいいなって」


    「え……あ、あり……がとう……」


    　そう言うと、櫂実は、恥ずかしそうに顔を赤くしてしまった。


    「あ、いや、何言ってんだろ僕、ははは……」


    　と、照れ隠ししてるところに。


    「ノーモア・イチャデレ・イトコンニャカイザぁぁぁ─────！」


    「ぎゃああああああ！」


    　桜さくらの手によって僕の顔にいきなり糸こんにゃくがぶちまけられた。


    「うっ、うわあ！　ベタベタする！　なんだよ桜！　なんで糸こんにゃく！」


    「もう！　せっかく部活探ししようって二年生の教室来たらお兄ちゃんが櫂実さんにデレデレしてるからでしょ！　そりゃあ、対イチャデレ必殺奥義出ちゃうよ！　お弁当の糸こんにゃく投げてイトコンニャカイザー食らわすよ！」


    「料理部なのに、食べ物粗末にするなよ！」


    「糸こんにゃくは縁起物だからいいんです！」


    「なぜ!?」


    「糸こんにゃく、いとこんやく、従妹いとこと婚約……すなわち、末永く相手と結ばれるように願いを込めて妙齢の恋する従妹は兄に糸こんにゃくを投げるという風習が平安時代の末期から残っていまして」


    「噓うそつけ」


    　軽くいなすと、桜さくらがサナの身体からだをゆっさゆさと揺り起こしにかかる。


    「うわ──ん、サナちゃん起きてよ！　居眠りしてる場合じゃないよ！　お兄ちゃんが櫂かい実じつ先輩にデレデレだよイトコンニャカイザー効かないよー！」


    「ん……むにゃあ……」


    　目覚めたサナの視線が、僕でも櫂実でも桜でもない何かに釘くぎ付づけになる。


    「あっ……あああ……うわあああお化けゴム人間だあああああ！」


    「……え？」


    　その視線の先にいたのは。


    「…………シュコー……スホー……せっかく来てさしあげたのになんですのその言い方は……」


    　ガスマスクを着用した志し保ほだった。


    「っておおい！　竜りゆう斎ざい寺じさん、なんでまたガスマスク───！」


    「汚民の部活を回ると聞いて、衛生面が心配で……」


    「大丈夫！　大丈夫だから！」


    　なんとか、志保にそのガスマスクを外してもらった。


    「は、はは、竜斎寺さん、今日は来てくれてありがとう……」


    　僕がにこやかに囁ささやきかけると、志保は少し不機嫌そうな顔を見せた。


    「突然、部活巡りをするからと言われましたけれど……正直、わたくしはそんなことより、一人でも多くのパラシスタンス検査をしたいのですが」


    「だから、竜斎寺さん、実際に部活を回りながら怪しいやつらを捜せばいいんじゃないかな！　きっと、やつらも油断してるよ」


    「まあ……同どう志しのあなたがそこまで主張するのでしたら……」


    　いつの間にか、僕たちは同志ということになっているらしかった。


    「それに、部活が楽しかったらそれはそれでいいと思うし。検査なんてしなくても……」


    「……それはありえませんわ」


    　なかなか、堅物なようだった。


    「では……増ます川かわさん、早速この高校の部活のパラシスタンス検査をしに行きましょうか」


    「あ、待ってよ。みんな、部活を探す前に、どんな部活を探したいか何か希望はある？」


    「はいはいは──い！」


    　サナが元気よく手を挙げた。


    「はい、じゃあサナから」


    「唐から人とと手を繫つなぎながらラーメン食べる部！」


    「あるわけないだろ。次、櫂かい実じつ」


    「生きててすみません部……」


    「なにそれ活動場所玉たま川がわ上じよう水すい!?　自じ虐ぎやくすぎるから駄目！　次、桜さくら……はろくなこと言わないから飛ばして」


    「わたしは全裸のお兄ちゃんの型取りをする部……ってなんで飛ばしてんだ──────！」


    「竜りゆう斎ざい寺じさんは……？」


    「え……」


    　志し保ほに尋たずねると、何か戸惑っている様子だ。そして、志保はこんなことを言った。


    「……あの。高校の部活動って、普通どういうものがあるのですか？」


    　そんな、中学生のするような質問だった。


    「ええと……部活動ってよく知らないの？」


    「……まあ」


    　志保は悲しげでも苛いら立だたしげでもない、なんとも言えない表情で目を逸そらした。まあ、彼女の過去にあるものを、僕は知らない。なので深入りはしないことにした。


    「……じゃあ、埒らちが明かないので、実際にガイドブックを見ながら近いとこから順番に回っていく感じにしようか……」


    　僕の手元には新聞部が作った、うちの高校、宿やどり木ぎ高校の部活案内ガイドブックがある。


    「あ、わたし先導やりたい！」


    　とりあえずノリノリの桜にガイドブックを渡した。
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    　僕ら五人は校内の部活棟を目指して歩いて行く。先頭を行く桜の手には、学校案内のガイドブック。そして、いつの間にかどこから持ってきたのか小さな旗を振っている。その『さくら観光』って旗どこで手に入れたんだ……。


    「はーい、わたしが案内を務めさせていただきます、増ます川かわ桜です。それではみなさん、右手をご覧くださーい。あちらに見えますのがサッカー部でーす。わ、バスガイドみたい！　ねえねえお兄ちゃん、わたしバスガイドさんみたい？」


    「いいとこ交通誘導の緑のおばちゃんだな」


    「ぬあ─────っ！　死ぬ─────っ！」


    　……ところで、志保はちゃんと楽しんでいるだろうか？　気になって横目でちらりと見ると、それなりに興味深そうに色々と見ているようだった。まあ、いいか。


    　桜さくらが、解説を続ける。


    「我が高校の特長は、マンモス的な人間の数と敷地の広さです。同好会も含めれば、膨大な数の部活動があるといわれています。生徒数約二千人に対して、部活動の数、およそ百以上！」


    「百！」


    「五臓六腑なんて比べものにならない数だなー！」


    　サナの例えは相変わらずすぎて少しは自重してほしい。


    「我が校は基本的な部活から、部員一人の同好会というか趣味レベルまで、来る者こばまず、悪く言えばいきあたりばったりに承認を繰り返して来た結果、こうなってしまったといえます。総部費も洒落しやれになりません。マジ上層部無能」


    「ずいぶん容赦なく書いてんだなそのガイドブック……」


    　そして、部活棟の中の、一つの教室の前で立ち止まる。


    「こちらに見えます部活は……なんだっけな……」


    　桜はガイドブックをパラパラとめくる。


    「なんですの？」


    「ええと、『オフィス・ラ部ブ』です」


    「うわ」


    　ガラス窓から覗のぞき込むと、ＯＡデスクのたくさん置かれた部室内で、頭頂部が禿はげ上がったヅラを被かぶった男子生徒が、銀行員のような装いをした女子生徒の肩に「ね、いいだろ？」と言いながら手を回していた。


    「現在は退職間ま際ぎわで窓際族の係長と、お茶くみしかさせてもらえない新入女子社員の業務終了後のただれたラブ・アフェアー中……という設定です」


    「誰だれが得するんだこの部活！」


    「要するにイメクラです」


    「水商売なのかよ！　学校も認可するなよ！」


    「まったく、くだらないダジャレで部活を作るなんて……」


    　志し保ほが呆あきれていた。僕たちの誰もがしらけていた。が、唯一桜だけが興きよう味み津しん々しんで部屋の中を見つめていた。


    「あ、外部カップルへのオフィス貸し出しもあるの、そう！　オプションがあるの？　へー、寿ことぶき退社オプションが！」


    「よし、みんな興味ないみたいだし、スルーして次に行こう！」


    　いやな予感がしたので、身に刃やいばが降りかかってくる前に立ち去ることにした。


    「ほら、竜りゆう斎ざい寺じさんも興味ないよね！」


    「不特定多数との接触……この不潔さは……あやしいですわ……抜き打ち検査が必要かもしれませんわね……」


    「……え？」


    　そして、志し保ほは携帯電話を取り出し、どこかに電話をかけると、こう宣言した。


    「洗浄────！」


    　次の瞬間。


    　志保がこないだ食堂で従えていた屈強の集団が、部室に雪な崩だれ込んでいった。一人の手には、簡易更衣室のようなカーテンが抱かかえられている。


    「な、なんだチミは！」


    　オフィス・ラ部ブの係長役男子が狼ろう狽ばいする。ていうか、二人称で『チミ』って使う人初めて見たよ。


    「強制検査、やっておしまいなさい！」


    　志保が絶叫で指図する。


    「うわああああああ！」


    　取り押さえられるオフィス・ラブ中だった二人。ちなみに女子生徒は、きちんと女性アーミーが取り押さえた。そしてカーテンが被かぶせられ──五分後。


    「ポキの回収、完了しました！」


    　志保の部下たちが、回収ポキを高々と掲げる。その脇わきには。


    「私たちが間違っていました……」「オフィスは、仕事をするための場所でした……」


    　先ほどの男女二人が、下半身の衣服を乱しながら、放心した様子で床に寝転んでいた。


    「毒気が抜かれてる！」


    「健全な精神は健全な肉体に宿るのですわ」


    　そして、志保が部下に尋たずねる。


    「……で、検査結果はどうです？」


    　志保が尋ねるのと、部下の持っていたスキャナーが反応するのが同時だった。スキャナーは、ピポーン、という音を立てて、告げた。


    『白です』


    「外れでしたか……では、増ます川かわさんたち、次に行きましょうか」


    「は、はは……」


    　もしかしたら犠牲者が増えるだけじゃないのか、この部活見学ツアー……。
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    　桜さくらが手のひらを上に向けて紹介する。


    「ええと……次に紹介する、この先にある部活動は、『ぜいり部』といいます」


    「税理部？　税理士志望者でも集まる部活なのかしら？」


    「それが、部室は外にあるみたいで……」


    「外？　なぜ……」


    　見ると、歩道の真ん中で、屈強な首の太い男性が二人、手に何かを握り締めながら、ジャーマンスープレックスをかけ合っている。


    「セイッ！」「テイッ！」「かけろ！」「ノー！」


    「な、なんとパワフルな部活……というか、なぜ税理部なのに路上レスリングを!?」


    　志し保ほのその質問に桜さくらが答える。


    「いいえ。ここはカタカナで『ゼイリ部ブ』になります」


    　桜が部活紹介の文章を読み上げる。


    「ここは、１９８８年の映画『ゼイリブ』が元ネタで、二人一組になって延々とプロレス技をかけながらお互いの顔にサングラスを掛けさせ合う部活です」


    「またダジャレ部活かよ！　思いつきで作るなよ！」


    　僕は一般生徒の義務としてツッコんだ。


    「お前掛けろサングラス！」「ノー！」「掛けろ！」「いやだ！」


    　掛け合いは延々続いている。


    「どういう意味があるんだこの部活……」


    「ジョン・カーペンター監督好きなのでわたしはいいと思う……」


    　桜はなぜか嬉うれしそうに呟つぶやいた。


    「桜、お前Ｂ級映画好きだもんな……でも志保は……」


    　ふと振り向くと、志保がさっそく電話をかけていた。


    「こんなくだらない部活、あやしすぎますわ！　洗浄───！」


    「やっぱりいいいいいぃ！」


    　再び雪な崩だれ込んでいく元傭よう兵へいたち。五分後、ゼイリ部の二人は白ブリーフにサングラスだけかけて放心状態で寝転んでいた。


    『ピポーン　白です』


    「また、検査結果は白……ちっ」


    「は、はは……残念だったな……」


    　すると、志保が腹立たしげに叫んだ。


    「というかこの学校はさっきからなんでこんなダジャレみたいな部活ばっかりなんですの！　まったく汚民の考えることは……こんな空気も吸いたくないですわ……」


    　そして、志保はまたガスマスクをつけようとする。


    「ま、まあ……百以上あるって部活を片っ端から見ていけばそうなるのは仕方ないというか……」


    　まずいな。どうも、志保の機嫌がよくない。こうなれば、次は衛生管理のしっかりしてる、掃除部とかダイソン部を探して、機嫌を直してもらって──、


    　と、その時。


    「おお、お前らやないか」


    　廊下の向こうからぺたり、ぺたりと靴くつ下したを引き摺ずり、ロイ子が現れた。


    「おお、ロイ子ちゃんー！」


    「よおサクラ、卑ひ語ご励んどるか」


    「うわっ、ロイ子、なんでここに……！　水分ならおいしい水のペットボトルやるからどっかにいろっつったろ！」


    「んー、せやけど退屈じゃけんのう。この学校を色々見て回っていたとこじゃ」


    「なっ、なんですの、ずいぶんと不潔そうなあなたは……！」


    「はっ！」


    　そして、気が付いた。志し保ほが捜している目的の人物……ロイ子と志保がついに面と向かってしまったのだ。


    　僕の動どう悸きが速くなる。


    　だ、大丈夫かな……。ロイ子、汚いしな……まあ、最悪波風さえたてずにうまくやり過ごしてくれれば……。


    　と思っていたら、ロイ子が、ぶっきらぼうに志保に問いかけた。


    「なんじゃお前、変態みたいなガスマスク持って、アホか」


    「ファーストインプレション毒舌────っ!?」


    　出合い頭がしらからバッサリ切り捨て御免だった。


    「なっ……こ、ここまであやしい対象者は初めて見ましたわっ……さっそく強制検……」


    　電話をかけようと携帯を取り出す志保をなんとか遮さえぎる。


    「りゅ、竜りゆう斎ざい寺じさん、この子、クリーニング部なんだ！　だからさ！　き、汚いのはしょうがないんだ！　でも本当はきれい好きだから！　ぼ、僕の顔に免じて許してあげて！」


    「……そ、そうなんですの……？」


    　志保は、とりあえずは思いとどまってくれたようだった。


    「で、では、一応自己紹介を……竜斎寺志保と申しますわ」


    「おー！　わしはロイ子じゃ！　よろしくな！」


    　ロイ子が、手を差し出す。


    「え……？」


    　志保の動きが、そこで固まった。


    「ん？　どうしたんじゃ？」


    　すぐに解わかった。泥まみれのロイ子と握手などできないのだ。


    「しっ……信じられませんわ！　このように不潔なまま、握手を求めるなんて……！　やはり汚民っ……！」


    　その様を見て、ロイ子が露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。


    「……なんじゃい！　不愉快なやつじゃな！　ちょっとぐらい汚れたところで別に死にやしないわ──！　おりゃ───！」


    　そして、ロイ子は、いきなり全身で志し保ほに抱きついた。


    「ギャ───────！」


    「無駄に豊満な乳までしよって！　もみしだいたろか───っ！」


    　その光景を見て桜さくらが小さくガッツポーズをしていた。


    「ロイ子ちゃん、やっちゃえ！　そうだ！　巨乳なんて全員地獄に落ちればいいんだ！」


    「桜、私し怨えんしか感じられない発言するな……って、うわああああ────っ！　ロイ子やめろ──────っ！」


    「泥が、泥が────っ！　この娘こを、検査、検査ですわ───っ！」


    　志保が部下を呼びつける前に、阿あ鼻び叫きよう喚かん状態の志保からロイ子を引き離した。


    「りゅ、竜りゆう斎ざい寺じさんっ！　僕、こいつを検査してくるよ────っ！　みんなも待ってて─────っ！」


    　僕はロイ子を抱え込むと、その口を押さえながら廊下の曲がり角まで走った。


    



    「はあ……はあ……何するんじゃどあほ……」


    　一息ついて、ロイ子と会話する。


    「それは僕の台詞せりふだよ！　なんであんなことしたんだ！　お前、僕らが何やろうとしてるか聞いてただろ！」


    「わしは自然に生きとるだけじゃ！　悪いか！　わしは雲のように自由に生きていくんじゃ！　そしていつかは鳥に食われて大空を飛び回るしの！」


    「てかお前、さっきの休み時間は割りと綺き麗れいだったのになんでまた汚れてるんだよ！」


    「こんなのは汚れたうちに入らん。本当に汚れるというのは、全身からすっぱい臭においがしてからじゃな」


    「そんなん知りたくもない……」


    　僕は、ため息を吐いた。


    「せっかく志保の気を逸そらそうと頑張ってるんだから、ロイ子はもうしばらく僕たちから離れててよ、いい？」


    「まあ、努力するわ」


    「不安だな……」


    　そして、ロイ子と別れて、志保たちのところに戻ってきた。


    「いやあ、竜斎寺さん、あの子なら白だったよ。それにもう今日は帰ってお風ふ呂ろに入るってことを約束させたから……」


    　志し保ほは不機嫌そうに制服と身体からだをハンカチで払っていた。その身体には、あちこちに泥が付いている。


    「汚れてしまいましたわ……なんとか身体を洗い流せる場所はありませんの？　シャワーとか……」


    　その話を聞いて、桜さくらが慌ててガイドブックの索引をめくる。


    「ええと……シャワー部……なんてないだろうし……」


    「……あ、あそこにありましたわ！」


    「……え？」


    　志保が、人差し指を遠くに向けた。


    「ついでですから、あそこを、見学いたしましょう！」


    「え？」


    　その指差した先には、うちの高校の水泳部が使っている、プールがあった。
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    「あの……水泳部の練習って見学できますか？」


    　部室の前で声をかけると、海パンのいかつい男子生徒が出てきた。


    「プールだ」


    「へ？」


    「暑いから、今日はただのプールだ」


    「プール……？」


    「暑いから練習はしてないんだ。二百円払って好きに遊んでいくといい」


    　見ると、水泳部部室の表札に大きな「×」印が付いていて、「公衆プール　二百円」と隣に書いてあった。


    「商売してるのかよ！」


    　桜が神妙な面おも持もちで呟つぶやいた。


    「うちの校風も関係してるのかな……」


    「え？」


    　桜がまた学校案内ガイドブックを開く。


    「生徒のみなさんへ。うちの高校の校風は『生き馬の目を抜く』です。砂漠で飢えている人がいても水を暴利で売るように、みなさんどんどん他人を出し抜いて抜いて抜きまくりましょう


    ──校長」


    「ろくでもない教育者だなうちの校長！」


    



    　ということで、結局プールで泳いでいくことになった。


    「まったく、早く身体からだを洗わないと……」


    　大急ぎで、志し保ほはシャワー室へ飛び込んで行った。


    「さて……プールとなると気になることがあるわけだが……」


    「わーい！」


    　と、更衣室に飛び込んでいこうとするサナを捕まえる。


    「待った──！」


    「ほ？」


    「サナ、お前、水着持ってるのか？」


    「あそこで貸して貰もらえるみたいだぞ？」


    　見ると、確かに更衣室の隣にレンタル所はあったが、ビキニ水着しか貸し出していなかった。ちなみに、結構いいレンタル料金である。さすが商魂たくましい校風……。


    「ばかっ……！　ダメだっ……！」


    「なんで？」


    「お前、自分の特徴忘れたのか？」


    「特徴……？　唐から人とに寄生してること……？」


    「すぐに寄生とか言うなって……へそがないことだろ！」


    「あ」


    　そして、サナは僕の懸念に気がついたようだった。


    「志保は一応ちゃんとその辺も見てくるだろうし……今さら帰ったら怪しまれるだろうし……どうするよ……」


    　すると櫂かい実じつが、おずおずと呟つぶやく。


    「……あ……大丈夫、増ます川かわ君、これを用意してある……」


    　櫂実はポケットから何かを取り出した。


    「ねじ込み式へそ……」


    　小さな、ネジのような物体だった。櫂実が、その物体をサナの腹部に当てる。


    「これを腹部にねじ込めば、当座は近くでまじまじと見られなければ……たぶんカムフラージュできると思う……」


    「……はぁ……ひゃあっ……く、くすぐったいよう……」


    「……サナさん……がまん…………」


    　ぬる、とサナの腹部にゆっくりと、ネジが差し込まれていく。


    　そして、櫂実が最後にそのネジをきゅぽん、と回すと、いい感じの凹くぼみが完成した。


    「おおお！　へそがついたー！　ありがとう亜あ須す香か！」


    「よくこんなもんあったな……いや、自家製なのか？」


    「……通販サイトで買ったネジを使って工作して作った……そういう作業好きだから……でも……激しく動くと取れやすいから注意して……」


    「わーい！　へそだー！　腸と近くて遠い、あこがれの器官、へそだー！」


    　サナが、話を聞く間もなくそのへんの床をごろごろと転がっていた。


    「話を聞け────っ！」


    「ひゃあっ！」


    「まったく……あれ、桜さくらは？」


    　そういえば、ここに来てから桜が妙におとなしい気がする。


    「はあ……ビキニ……」


    　何やら、桜は浮かない顔でもじもじしている。


    「桜、どうしたんだよ」


    「だ、だって……プールとか恥ずかしいよ……人前で水着になるの……」


    「なっ……！　桜、お前、羞しゆう恥ち心あったのか！」


    「えっ……？」


    　桜は、一瞬戸惑った後に、顔を茹ゆで蛸だこのように赤くした。


    「わ、わたしを痴ち女じよ扱いするな───っ！　わたしはお兄ちゃん専なんだ───！」


    「説得力ないよ！　ロイ子と一緒に卑ひ語ご言いまくってただろうがお前！」


    「卑語好きと痴女はちが──う！　わたしにとって卑語は愛を告げるための言葉なの！」


    「なおさら理解できないよ！」


    



    　なんやかんやがありつつ、十分後には、僕たちは水着に着替えて、プールに出てきていた。


    「わーい、プールだー！　水の中だとミジンコと一緒に泳いでたプロセルコイドの時代を思い出すな！」


    　サナは、そんな風にはしゃいでいる。


    「……それにしても……」


    　改めて、僕は女性陣を見渡す。サナが白いビキニに、櫂かい実じつが黒いビキニを着けていた。……まあ、サナは見慣れているからいいとして……。


    「櫂実……」


    「……恥ずかしい……拙せつ虫ちゆうは……見る価値ないゴミだから……あまり見ないで……」


    　とはいうものの、長い手足に、胸部のふくよかな双丘といい、このスタイルがまた見事なものだった。


    「う、うん……」


    　だが、見るなと言われても目が向いてしまうのが性さがというものだ。この際、目の保養……。


    「むう……！　唐から人と、亜あ須す香かばっかり見るな───っ！」


    「あいてててて！」


    　サナに首を無理矢理曲げられる。そして、その視線の先に、桜さくらがいた。


    「あ……桜は……」


    「……後生ですから……あんまり見んといてつかあさい……」


    「……わかった……」


    　桜の胸元に掲げられているビート板がなんの傾きもなく貼はり付いていることから僕はすべてを察し、そっとしてあげることにした。


    「あ、そうだ、志し保ほが先に来てるはず──」


    「……まったく、遅かったですわね、みなさん……」


    　声のした方を見た。


    　僕の目に最初に飛び込んできたのは、この面子メンツの中で一番迫力のあるおっぱいだった。


    「ぬおっ！」


    　そして、徐々に顔を上げていくと──。


    「シュコー……フシュー……」


    　その身体からだの頭部に、例の黒いハエのようなマスクが装着されていた。


    「またガスマスクしてるのかよ！」
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    「…………公衆プールはやっぱり生理的に抵抗がありまして……しばらく慣れるまでは……」


    「そんな格好してたら、周りのみんなが怯おびえちゃうだろ！」


    　が。


    「お、おい、あれ見ろよ」「やべえ！　ガスマスクに水着って、フェティシズムの塊かたまりだな……！」「すいません、写真撮とらせていただいていいですか！」「め、目線ください、ハァハァ」


    　逆に周りの男子生徒には好評だった。


    「……くそ汚民どもが……」


    　そして、志し保ほは防水加工の携帯を取り出す。


    　五分後、騒いでいた男子生徒全員が強制検査されたことは言うまでもないだろう。


    



    　一般開放されているプールはそれなりの混雑を見せていたが、それでもプールの水はひんやりとした感触で心地よい。


    「わー、楽しいなー、楽しいなー！」


    　はしゃぐサナに小さく声を掛ける。


    「おい、サナ、お前さっきから普通に楽しんでばっかだけど、いいか、今日は志保と仲良くなるのが主目的だからな！」


    「う、わ、わかってる……たぶん……」


    　ってか、ちゃんと志保はパラシスタンス検査のこと忘れて楽しんでるかな……。


    「竜りゆう斎ざい寺じさん、楽しんでる？」


    「……こんなことしてるような……場合じゃない気がするのですが……」


    　そんなことを言いつつも、ビート板に身体からだを預けて揺れる志保はどことなく穏やかな感じがする。押しつぶされる胸部が艶なまめかしい。


    「それにしても」


    　志保が呟つぶやいた。


    「あなた、竜斎寺さんってのやめてくださる？　わたくし、そう呼ばれるの正直大おお仰ぎようであまり好きでないんですの。志保でいいですわ」


    「え、いいのか？　汚民に言われるの嫌いやかと思ってたんだけど」


    「別に……その代わりこちらも唐から人とさんと呼ばせてもらいますわ」


    「あ、それはいいけど……」


    「それにあなたは……それなりに見どころのある同志のようですし」


    「は、はは……」


    　どうやら、多少なりとも信頼を得られているようだった。


    　と、その時。


    「唐人ー、なんだこれ？」


    　サナが、プールに浮いている何かを発見した。それは、水面に突き出ている竹筒だった。


    　先端から、ひゅー、ひゅーと空気が出入りする音がする。


    「わーい！」


    　サナが、きゅぽ、と筒を塞ふさいだ。


    「おい、やめろよ、なんかの実験器具だったら……うおっ！」


    　その竹筒を持ち上げるようにざばあっ、とプールから勢いよく何かが飛び出してきた。


    「ききき貴様、殺す気かあああああああ！」


    「うわあああああ！」


    　僕は思わず腰を抜かす。プールから現れたのは、背の高い、髪の毛を逆立たせたイケメンだった。ややあって、その後ろからざば、ざば、と何人かが同じように飛び出してくる。


    「せっかく我々忍者部が水すい遁とんの術の修行をしていたのに邪じや魔まするとは、貴様に、慰謝料を要求……ぎゃっ！　増ます川かわ！」


    「へ？」


    　イケメンの文句は突如怯おびえるような悲鳴に変わった。それも僕の名前を叫びながら。


    「だっ……誰だれだお前っ!?」


    　突然名前を呼ばれて、動揺したのはこっちの方だ。すると、その男はどことなく気まずそうに名乗った。


    「は、服はつ部とりだ……」


    「服部？」


    　そして、服部と名乗った男は気まずそうなまま続けた。


    「その……俺だよ……。こないだお前と決闘した……櫛くし名な田だ生徒会長親衛隊四天王の……ニンジャ服部……ほら、混乱に乗じてお前をナイフで刺そうとした……」


    「服……部……？」


    　朧おぼろ気げに記憶が戻ってきた。確かに、こないだサナが初めて学校に来た時、生徒会長親衛隊四天王に決闘を挑まれて……ああ。あの時、あいつはマフラーで顔を覆おおっていたんだ。


    「ほら、こうすれば」


    　そして、服部はプールサイドに寄ると、そこに置いてあったマフラーで口を覆った。


    「もふぁ……ほら、服部だろう……」


    　確かに、こないだ戦った生徒会長親衛隊四天王の一人、服部がいた。


    「ああ、お前だな……」


    　素顔はちょっとイケメンだったのが腹が立った。


    「ええい……改めて増川め！　何をする！　俺たち忍者部の活動を邪魔する気か───っ！」


    「いや……もともと僕じゃなくてサナが……ていうかなんか邪魔したなら謝るよ。それで勘弁してくれないか？」


    「そ、そうか？　それじゃあ貴様には恨み辛つらみはあるが、今日のところは……」


    　その時、櫂かい実じつが、前にずい、と歩み出てきた。


    「……待って……増ます川かわ君……その人たち、何か隠してる……」


    「……え？」


    「お兄ちゃん、ちょっとわたし調べてみる！」


    　そして、桜さくらがざぶん、と水に潜り、しばらく経たって何かを引っ張り上げてきた。なにやら、それはプラスチックの透明ケースのようなものに見えた。


    「ぷはあっ！　お、お兄ちゃん！　なんかがこいつらの足あし下もとに設置されてた！」


    「あっ！　お前！　やめろこら！」


    　服はつ部とりが焦あせる。が、時すでに遅い。桜がケースを開けて確認してしまう。


    「うわ──っ！　これビデオカメラだ───っ！　この人たち盗撮魔だ───っ！」


    　桜が悲鳴を上げる。服部が、それを聞いて狼ろう狽ばいし始めた。


    「ち、違う！　そ、それは千里眼の術といって、プール内を撮影したビデオを販売して金を得る、忍法の一種だ！」


    「結局ただの盗撮じゃねえか！　このクズが！」


    　そして、僕はケースをぱかりと開け、録画停止ボタンを押す。


    「テープは没収させてもらう！」


    「ちくしょ───っ！　ふざけるな、そのビデオは我が部の大切な資金源だったのに！　こうなったら、忍者部総出でこいつをやっちまえ────っ！」


    　服部は背後の忍者部部員数人に呼びかける。が。


    「ええー……やめましょうよ部長……だから、僕たち最初っからやめようって言ってたじゃないですか……」「そうですよ……また部活動停止になっちゃいますよ……今回は完全に僕たちが悪いんだし……」


    　部員たちのテンションは低かった。


    「くそっ、腰抜けどもめ─────っ！　お前らがやらないなら俺一人でも……」


    　暴れ出しそうな服部を忍者部員たちが押さえ込む。


    「す、すいません、僕たちが責任持って部長を連れて帰りますんで……」


    「あ、ああ……お願いします……」


    　と、その時。


    「こら─────っ！　唐から人とをいじめるな───っ！」


    「ひでぶはああがぶがぼっ！」


    　サナが、いきなり割り込んできてクチクラブレードで服部を吹っ飛ばした。バシャーン、と大きな波なみ飛沫しぶきを立てて服部が水没する。


    「お、おい、何やってるんだサナ────ッ！　せっかく丸く収まりそうだったのに！」


    「部長！」「服はつ部とり部長！」


    　くちぐちに部員たちが服部の身を案ずる。


    「お、おぶぶ……お前、あの時の女の子……ちっ……増ます川かわめ……相変わらずハーレムみたいにはべらせてヘドの出る野郎だぜ……医療ミスで風か邪ぜと結けつ核かくを間違えられて死ねばいいのに……」


    　服部に地味に陰険な嫌いや味みを言われた。


    「唐から人とー！　やっぱりもう一回、こいつと戦おうよ！　今度こそ、こてんぱんにやっつけてやる！」


    「だからサナ！　余計な波風を立て……」


    　だが、服部はその挑発を待ち構えていたかのように不敵に高笑いした。


    「フハ、フハハハ！　待っていたぞその言葉を！　増川、貴様に復ふく讐しゆうできる時をな……！」


    　あ……やっぱ揉もめ事は避けられないんですかね……。


    「のぞむところだ！」


    「で、サナは勝手に話を進めるな！　僕たちの本来の目的は……」


    　その時、志し保ほがずい、と歩み出て服部に言った。


    「盗撮……不潔ですわ。わたくしたちが勝ったら、あなたがたをパラシスタンス強制検査させていただいてもよろしくて？」


    「む？　よくわからんが、まあ、いいだろう」


    「よおし！　部下を動かすまでもないですわ！　唐人さん、必ず勝ってあのあやしい連中にパラシスタンス検査をさせますわよ！」


    　志保もなんか燃えていた。


    



    「でも、何で勝負するんだ……」


    　僕は、プールに浸つかったまま、服部に問いかける。


    「うむ。ここに、さっき水泳部の部室から息を吸うようにパクってきたビーチボールがある」


    「クズめ……」


    「どうやら見たところ、俺たち忍者部員は五人、貴様らも五人……なれば、このボールを使って、水中ドッジボール勝負といこうじゃないか……」


    　プールの中で空気の入ったビーチボールでドッジボール……なら安全そうだしいいか……。


    「わかった……で、いいよな？　みんなも」


    「うん！」「いいよ！」「……了解……」「コテンパンですわ！」


    　そして、僕たちの全員も同意した。


    「ふふふ……こちらが何かの検査を受けるだけではつまらない。せっかくだから敗者チームには罰ゲームをつけるというのはどうだ？　例えば……俺たちが勝ったら、お前たちは一か月間我が忍者部の奴ど隷れいとなって奉仕する……。もちろん敗者に人権など存在しない……ノー・クレーム、ノー・裁判の精神で行こうじゃないか……」


    　服はつ部とりがうちのチームの女子を眺めながら舌なめずりをする。


    「ふざけるな！　そんな条件、飲めるか！」


    「ふふ、乗らないのか？　腰抜けが……」


    　それを聞いて、憤いきどおるうちの数名。


    「なに───っ！　受けてたってやる！」


    「汚民風ふ情ぜいに引いてやる身ではありませんわ！」


    　サナと志し保ほが思いっきり挑発に乗っていた。……いいのか？　と思って桜さくらと櫂かい実じつを見ると、「いやだけど」「……任せる……」といった表情で半分諦あきらめていた。


    「でも、検査と奴ど隷れいじゃ、条件が釣り合わないだろ」


    「では我が忍者部チームが負けたら、お前たちの奴隷となって働こう。俺の部下がな！」


    「お前じゃねえのかよ！」


    　その発言には当然、忍者部員たちも非ひ難なん囂ごう々ごうだった。


    「部長！」「何言ってんすか！」「いくら部長でも怒りますよ！」


    　内輪揉もめしたあげく、


    「……不本意ではあるが、負けたチームは全員、勝ったチームの奴隷になるということになった」


    「それが筋だろうな。立て続けにクズ発言すぎてびっくりしたぞ」


    



    　ややあって。


    　気が付けば、辺りにはプールで遊んでいた他ほかの生徒たちまで集まって、完全に観衆を形成していた。


    「本当にお祭り好きだな、うちの高校は……」


    　いつの間にか、プールサイドにはワイヤレスマイクまで設置されている。


    『さあ、突発的に始まりました！　忍者部チーム対、最近学校で[image: ]うわさのモテ男、増ます川かわ唐から人とチームの水中ドッジボールバトル！　実況は私、猫ねこ館たちひろし郎ろうと！』


    『まず一点欲しいですね！　解説は松まつ来き高たか太た郎ろうがお送りします！』


    　明らかに変な解説二人組まで加わっていた。


    『さあ、松来さん！　このバトル！　見どころはどこ！』


    『なんといっても水中での競技ということです。増川チームはビキニの女の子がいっぱい！　おっぱいポロリに期待ですね！　まずはおっぱいが欲しい！』


    『露ろ骨こつすぎますよ松来さん！』


    　そして、いつの間にか勝負を取り仕切る審判もボランティアでやってきていた。


    「審判部からやってきました、裁さばき笛ふえ之の助すけと申します。よろしくお願いいたします」


    「こりゃまあご丁てい寧ねいに……」


    「はい、それじゃあ正々堂々と戦うようにね。目に余る反則行為にはイエローカード出しますので。あとこの辺からこの辺までが陣地ということで、適当にやってください」


    　審判はプールの中にかき混ぜ棒のようなものを突っ込み、陣地の範囲を指示した。


    「審判部から来た割りにその辺適当なんだ……」


    「まあ、所しよ詮せんお祭りだからね。じゃあ、いきますよ、はい、プレイボール！」


    　審判が宣言し、ビーチボールを高く放ほうり投げる。ジャンプボールに挑戦するのは僕と服はつ部とりだ。ボールをめがけて僕たちは、水面から飛び出し天高くジャンプする。


    「うりゃ」


    「死ね！」


    　審判に見えない角度から陰険に服部が蹴けりを入れてこようとしていた。ので審判に見えない角度で適度に脛すねを蹴って迎撃しておいた。


    「ぎゃあ！」


    　無様な悲鳴を上げる服部。そして、僕が先にボールに手を伸ばす。


    「よし！　うちらのボールだ！」


    　そのボールを自陣にトスする。その先には、桜さくらがいた。


    「わ、わ、わ！」


    　桜は焦あせって、ボールが手についていない様子だ。


    「え、えい！」


    　僕にボールを戻す。


    「なんで返すんだよ！」


    　また桜にパスしてやる。


    「う、運動は苦手なんだもん！」


    　泣きながら桜は僕に再びパスしてくる。


    　その時。


    「そりゃあああ！」


    　服部が思い切り手を伸ばして、ボールを奪い取った。


    「うわああ！」


    「ははは！　貴様らぬるいわ！　戦場なら既すでに三回は死んでるぜ！」


    　服部が、思い切り振りかぶり、ボールを投げてくる。


    「アルティメット・ニンニンシュ─────ット！」


    「ぎゃあ！」


    　ボールは、なすすべもなく桜の頭部にぶち当たり、水面に転々と転がった。


    「ううー……痛いよぉ……」


    　開始一分もたたずに桜さくらがやられた。


    　服はつ部とりが大笑いしながら、再びルーズボールを拾い上げる。


    「ははは！　こいつはいい！　楽勝だ！　男女差が圧倒的な戦力差になってやがるぜ！　いいかお前ら！　女性陣を集中的に狙ねらっていくぞ！」


    「堂々と宣言するなクズ！」


    「勝てば官軍、奴ど隷れい持ちよおおお！　そりゃあ、ニンニンシュ────ット・ドス！」


    　そして、今度の剛速球はサナに向かって飛んでいく。


    「サナ、お前はよけ……」


    「こなくそ───！」


    　サナは、そのボールを、クチクラブレードで弾はじき返した。


    「こなくそじゃねえええええ！　打ち返すな！」


    　高らかに審判のホイッスルが吹かれた。


    「はい、君！　道具の使用は反則」


    「なっ！」


    　驚きよう愕がくするサナに近寄り小声で囁ささやく。


    「ていうかバカっ！　あんまり無茶するとパラシスタンスってことがバレるだろ！」


    「うう、ご、ごめん唐から人と……つい……」


    「本来の目的は、志し保ほの機嫌を取ること……」


    　志保の方を見る。


    「さあ、どこからでもかかってくるがいいですわ！」


    　志保は、闘志がみなぎり、こちらの方をあまり気にしていないようだった。


    「大丈夫なら、いいか……」


    「忍者部チームボールで試合再開となります」


    　審判が服部にボールを渡す。


    「がははは！　お次はその金髪娘だ！　そりゃー！」


    「くっ……志保が狙われたか……！　なんとかしてくれよ！」


    　服部の剛速球が志保に向かう。次の瞬間！


    「洗浄───────！」


    　志保のどこかから取り出した食器洗い用洗剤がビーチボールを直撃した。


    「っおーい！　なんで洗剤持ってるんだよ！」


    「貴婦人の嗜たしなみですから」


    「洗剤をハンカチみたいに言うな！　てか、プールが洗剤で泡だらけになっただろ！」


    　もちろん審判にも笛を吹かれた。


    「反則！　君たち、真ま面じ目めにやりなさい！」


    　と、そんな泡だらけの自陣に、三み度たび服はつ部とりのボールが飛んでこようとしている。


    「ボールがぬるぬるするが……まあいい！　関係ないわ！　アルティメット・ニンニンシュ──────ット！　トライ・Ｇ！」


    　その軌道。今度は、櫂かい実じつ狙ねらいだった。


    「くっ、櫂実、そっちに行ったぞ！」


    「……」


    　櫂実は、無言のままビート板を取り上げ、ボールに当てた。ボールは跳ね返らずに、凄すさまじい勢いで斜め後ろに逸それていった。


    「……このように……洗剤でぬめって摩擦力の小さくなったビート板は、エネルギーを維持したままボールの方向を変える……この時の界面活性剤がレオロジーに与える影響は……」


    　ピピー！　と、またホイッスルが鳴らされる。


    「反則！　ビート板を使わないで！　君たちいいかげん怒るよ！」


    「……しまった……つい物理学的興味が…………」


    「おおおい、何やってるんだよ櫂実！　ていうか、さっきからのミニマルな展開なにこれ！　うちのチームはボールが飛んできたらボケないといけない決まりでもあるのか!?」


    「……すみません……拙せつ虫ちゆうがやりました……イエローカードを……ください……」


    　櫂実が審判に詰め寄る。


    「え？　今のは警告だけだけど……」


    「そなっ……！」


    　なぜか、櫂実はショックを受けていた。


    「よかったな、櫂──」


    「……お願いします……！　拙虫に罰を……！　罰をください……！」


    　審判にすがりついていた。


    「ペナルティを必死に懇こん願がんすな────！」


    　その時、服部が腕を組みながら言った。


    「よし、女、では水着を取れ」


    「そ……それが……拙虫の贖しよく罪ざいになるなら……」


    　櫂実は背中に手を当て水着を外そうとする。


    「ふざけんなクズが！」


    「ぶふうっ！」


    　いともたやすく行われるえげつないクズ行為を目まの当たりにしたので服部を殴なぐっておいた。


    「いいか！　櫂実！　こいつらの言うことなんて聞かなくていいからな！」


    「……じゃあ……せめて……拙虫なんか生きていても仕方ないので自分から外野に行きます……」


    「だから自罰はやめてくれ……」


    



    　そんなこんなで。気がつけば、うちのチームは僕とサナと志し保ほしか残っていない。しかもそこら辺は洗剤の泡まみれというカオスな状況になっていた。


    　なんか……やっぱ間違いだったかな……こんなんじゃ、志保もきっとしらけて……。


    　その時。


    「唐から人とさん」


    「え？」


    　志保が、僕に話しかけてきた。


    「なんとか、協力して、あいつらをやっつけられませんこと？」


    　志保は、僕以上に、なぜか燃え上がっていた。


    「志保……」


    「……こんな感覚……初めてですの。仲間と協力して敵と立ち向かえるなんて！」


    「仲間と協力って、でも、お前パラシスタンス捜しにあれだけ部下が──」


    「あれは……組織の命令を、部下を使ってやっているだけですわ……」


    　それを聞いて、腹を決めた。


    　すう、と僕は大きく息を吸い込む。
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    「じゃあ、志し保ほがトスを上げてくれないか？」


    「トスを？」


    「……バレーの要領でさ。その勢いを利用して僕がバレーの要領でスパイクをするから。そしたら、たぶん、モーションをつけて投げるより相手に球の軌道を読まれにくいと思うんだ」


    「……ええ！」


    　志保は、笑顔で返事をした。


    



    『おや？　増ます川かわチーム、フォーメーションが変わりましたね、これは？』


    『４３３ですかね？　いや、３４１２かな？』


    『松まつ来きさん、そもそも三人しかいないってば！　解説適当だなあんた！』


    　解説の反応を背に受けて、志保がボールを持つ。


    「唐から人とさん、行きますわよ！　せい！」


    　志保のトスが上がる。その軌道に合わせ、俺はボールに拳こぶしを叩たたきつける。ほんの少しだけパラシスタンス・ホストの身体能力を開放したので、バレない範囲で強い球がいくはずだ。


    「おりゃ！」


    「うぎゃあ！」


    　そのボールは、見事に忍者部の一人に命中した。


    「やった！」


    「やりましたわね！　ハーイ！」


    　俺と志保はハイタッチをする。


    「あ……」


    「どうした？」


    「いえ……ついうっかり、消毒してない手に触れてしまいましたけど……意外と平気なものですわね」


    「……そうか」


    　そして、志保はまた転がっていたボールを拾い上げると、トスするよう構える。


    　その時、手持ちぶさたにしていたサナが、話しかけてきた。


    「か、唐人、私は何をすれば……」


    「あ、サナ……今いい流れができてるから、その辺で待機しててよ」


    「でも、私役に立ってないぞ……」


    「ま、今はこれが最善策だと思うから」


    「う、うん……」


    　そして、志保がボールをトスする。


    「いきますよ、唐人さん！　えい！」


    「よし、来い！」


    　球をトスする志し保ほの表情にも、心なしか笑えみが見える気がする。


    　うん。これで、良かったんだ。


    　球技は、チームプレイだもんな。


    　別に気を遣わなくても、仲良くなれた気がする。


    　部活巡りとかで遠回りしてきたけど、やっと正解にたどり着けた気がした。


    



    　でも、少し思う。


    　それだけに──もし、この先、俺たちが噓うそをついていることがバレたら。


    　彼女は、どういう行動に出るんだろうか？


    



    　そして、十分後。


    



    「ぐはあっ！」


    「部長ー！」


    　服はつ部とりアウト。その瞬間、忍者部チームは全員やられたことになる。審判が宣言した。


    「増ます川かわチームの勝ち────っ！」


    「勝ちましたわ！」


    　志保が、嬉うれしそうにガッツポーズする。


    「負け……俺は負けたのか……？　くそっ！　くそおおおおおおおおおおっ！」


    　服部は大おお仰ぎように咆ほう吼こうして悔しがった。


    「やった───っ！　唐から人と、すごい！」


    「こら、サナ、だから密着しなくてもいいんだって！」


    　そして、ただ俯うつむいている服部に向かって笑えみを浮かべながら近づいていく。


    「で、なんだっけ、服部君……俺たちの奴ど隷れいになってくれるんだっけ……？」


    「くっ！」


    　口くち惜おしそうな表情を見せた後、服部がガシャポン大の球を水面に投げつけた。と同時に、球体から煙が大量に発生する。


    「なっ……なんじゃこ……げほっ……げほっ……！」


    　そして、その煙が消え失せた頃ころ、そこに服部の姿はなく、木の棒が一本浮いているだけだった。木の棒にはこんな捨て台詞ぜりふが書いてあった。


    『身代わりの術だ！　ばか！　クソ！　死ね！』


    「クズめ……」


    　どこか虚むなしい勝利だった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「ふう、疲れた……」


    　水中ドッジボール勝負が終わり、僕は大きくため息を吐ついた。


    　……もしかすると、目的を忘れて本気になってしまっていたのは僕だったかもしれない。


    　辺りはすっかり夏の夕暮れだ。僕たちが着替え終わって更衣室の外に出ると、一足早く着替え終わった志し保ほが、帰ろうとしていたところだった。


    「──志保？」


    「……やっぱり、今日は時間の無駄だったようですわ。もう二度と、部活探しなどという下らない行為には誘わないでいただけます？」


    「……え？」


    　それは、先ほどとは、全然違う、この学校に来たばかりの時のような表情だった。


    「汚民のみなさま、ごきげんよう」


    　そして、くるり、と身を翻ひるがえし去って行く。


    「あ、志──」


    　こちらにさよならも言わせずに。


    　……志保と仲良くなって、かつこの学校になじんでもらおうという作戦だったが──。


    「──失敗したのかな？」


    「……うーん……」


    　サナも、桜さくらも、櫂かい実じつも、答えられない。


    　僕は、急せかされるような焦しよう燥そう感に囚とらわれる。


    「なあ、みんな、先に帰っててくれないか。僕はちょっと、志保をフォローしてくる」


    「あ、唐から人と──！」


    　さっきは、それなりに、楽しんでくれていたように思えたんだけど──気のせいだったのか？


    　僕は、志保を追いかけるために駆けだした。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「志保！」


    「……唐人さん」


    　その姿にはすぐに追いつくことができた。


    「その……途中まで、送っても、いいかな？」


    　志保は、小さく頷うなずいた。


    「……まあ、許可しますわ」


    　夕暮れの校庭を、志し保ほと二人で歩く。


    　伸びた影も、まもなく薄くなって消えていきそうな薄暗さだ。


    「なあ、志保。今日は無理矢理つきあわせて……楽しくなかったよな？　ごめんな……」


    「……まあまあでしたわ」


    「え？」


    「その……楽しくないこともなかったと言ったのですわ！」


    　志保は叫ぶように語る。


    「え、じゃあ、どうして時間の無駄だったなんて──」


    「そんなの、知りませんわ！」


    　志保は、自分でも抑えの効かない不可思議な感情に苛いら立だっているように見えた。


    　そして、時が止まったような沈黙の果てに、ぼそり、とこう呟つぶやいた。


    「──今まで」


    「え？」


    「今まで、まともな学校生活を送ったことはありませんでしたの」


    「今まで？」


    　そういえば、志保は、部活探しの時も、一般的な部活を知らなかったり、集団スポーツの経験がないと言っていたりしていた。


    「子供の頃ころ、わたくしは天涯孤独でした。生きる目的も意味もなく……こんな世界を汚いと思って……その頃から、洗浄癖へきが治らなくて……。そんなわたくしを拾ってくれたのは『組織』でしたわ。それからは組織のためだけに働く日々で──」


    「組織──」


    　もう何度も聞いた単語だ。そういえば、時間のある時に綺き羅ら先生のところに行って話を聞かないとな……。


    「もしかしたら、パラシスタンスを捜してるの、その組織の命令なのか？」


    「そうですわ……。組織に言われましたの。パラシスタンスの連中は全員卑ひ劣れつで薄汚れた連中だから捕まえろと……それで、わたくしはこの学校でパラシスタンス捜しをやっていますの」


    　……そんな、わけがない。僕はサナや櫂かい実じつを知っているけど、あいつらがそんな連中ではないことを知っている。まあ、汚れという観点だけなら、ロイ子はあれだけど。


    「だから──こんな風に楽しんでいたら……組織に申し訳が……」


    「……なあ、その組織って、そんなに大事なのか？」


    「──え？」


    「少なくとも今日みたいな日を楽しいと思ってくれたんならさ。組織なんて抜ければいいんじゃないのか？　そしたら……普通の高校生活が送れて……こんな楽しい日常が毎日──」


    「何もっ……！」


    　志し保ほは語気を荒くして怒った。


    「何もあなたは知らないのですわ！　あそこが、どれだけ恐ろしい組織か……」


    「なあ、一体その組織って──」


    「おい」


    　その時、後ろから野太い声が聞こえた。


    　振り向くと、黒塗りの外車の向こうに、スーツを着た一人の中年男性が煙草タバコを燻くゆらせながら立っていた。年としの頃ころは三十代後半くらいだろうか？　痩やせ形な上、ワックスで塗り固めた黒髪が肌の白さを強調し、酷ひどく病的な印象を抱いだかさせる。


    「志保。何を汚民と馴なれ合ってる？」


    　その語調には、吐き捨てるような侮ぶ蔑べつが込められていた。


    「……志保、あれ誰だれ……」


    「お父様！」


    「……お父様？」


    　その男は、一瞬だけ舌打ちしてから、こちらを一いち瞥べつした。横を見ると、志保は、歯を鳴らしながら、小刻みに震ふるえていた。怯おびえ方が、尋じん常じようではない。そんな志保に浴びせ掛けるように、志保の父親らしき人物は告げた。


    「何を任務を忘れて遊んでいる、ゴミが」


    「その……わたくしは放課後もパラシスタンス捜しをしようと……」


    「たわけるなっ!!」


    　まごついた志保の弁解は、最後まで言われることはなかった。それよりも速く、男の平手が志保の頰ほおを張ったからだ。


    「部下から報告は受けている。何を遊んでいる。愚ぐ図ずが」


    「その……すみません……ほんの少し、学校生活が楽しくなってしまって……こんなこと初めてだったものですから……」


    「出来損ないの貴様を拾って養子として育ててやった恩を忘れたのか」


    　……何言ってるんだ。仮にも娘として育てている人間にかけるべき言葉じゃないだろ、それは。


    「それに、まさか貴様、まだ悠長に任意検査をしてるんじゃないだろうな？」


    「あ、いや、それは、その……」


    　志保は慌てる。


    「冷酷になれないのは、支配者として、悪あく癖へきだ」


    　男は、息を飲み込んでから言った。


    「とっとと全校生徒を強制検査すればいいんだ。小汚い民衆どもに遠慮など不要だ。いいか。甘さを捨てろ。徹底的に──汚物を駆除するんだ」


    　それを受けて、志し保ほはぼそり、と呟つぶやいた。


    「そう……ですわね……駆除、しなくちゃ……」


    「志保、お前──」


    「だって寄生虫は汚いもので……それを許容している連中も……汚物ですもの……」


    　その目にはもう生気が宿っていなかった。


    「くそっ……！」


    　苛いら立だちを感じた。


    　志保の境遇は、組織、そして父親に強しいられたものだったのだとしたら──。


    「おい、おっさん！」


    　思わず声が出てしまった。


    「あぁ？」


    　男は億おつ劫くうそうに、声を返した。少しだけ怯ひるんだが、続ける。


    「あんた、娘に仕事を押しつけるのはやめろよ！」


    「生意気なことを抜かすな、ガキ。貴様、志保のなんだ？」


    　なんだと言われても、困るのだが。


    「し、志保のクラスメイトの増ます川かわだ……」


    「増川……？」


    　その瞬間、男の顔色が、さっと変わった。


    「その顔……もしかしてお前──」


    「あ？」


    「お前、父親の名前はなんという」


    　え、なんでこいつ、親父おやじの名前を──？


    「……増川、銀ぎん次じだけど」


    「……はっ」


    　それを聞いた瞬間、志保の父親はのけぞりながら哄こう笑しようした。


    「はっはっはっはっは！」


    「何がおかしい。お前、親父の知り合いなのか」


    「まあ、知り合いというより──躾しつけの悪い犬みたいなものだよ、貴様の親父はな。まったく、親子揃そろって……扱いにくい奴らだ……」


    　そうか……やはり親父も、こいつらの組織とつるんでいたのか。


    「おっと、すまんな。こちらだけ名前を聞いて。俺は竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やだ」


    「秀也……」


    「まあ、とにかく他人の家の教育方針に文句はつけないでもらおうか。おい志保、乗れ」


    　秀しゆう也やが、先に車に乗り込み、志し保ほを促うながす。


    「志保……」


    　呼びかける。が、その返事に感情の動きのようなものは読み取れない。


    「じゃあ、唐から人とさん……また明日……」


    　そして、虚うつろな眼めのまま志保は車に乗って去っていった。


    



    　僕は、その場にずっと立ち尽くしていた。考えていた。


    　最後の、志保の生気のない表情。今回の一件は志保の独断ではないとしたら──むしろ、なんとかするべきなのは志保じゃなくて、あの父親のいる組織だったんじゃないか？


    　別れ際ぎわ、僕は志保に何も声をかけられなかったことを後悔した。もし、あそこで何か言えていたら、志保と解わかりあえたかもしれないのに。


    



    　それから──秀也の、意味ありげな発言。僕の親父おやじがあいつらの組織に関係しているというその事実も、軽いショックとなって僕の意識を殴なぐりつけた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　次の日。登校すると、教室に志保の姿はなかった。


    「休み、か──」


    「唐人、元気ないな、どうしたんだ？」


    　心配したサナが問いかけてきた。


    「色々考えてたんだ……」


    　結局宣言通り、数日前から親父は家に帰ってきていない。組織との関係を問とい質ただそうにも、相手がいないんじゃどうしようもない。


    「僕の見た範囲だと、志保は悪くない。あいつは、心の底では学校生活を望んでる。悪いのは──あいつが入ってる組織なんだ。だったら、どうにかして、志保を説得して組織から引き抜ければ……」


    　そんな折。全校放送のチャイムが流れた。


    「これより、緊急全校集会を行います。体育館に集合してください」


    



    「なんだろうな、こんな時期に？」


    　僕たちは、クラス全体で体育館に向かった。


    　体育館に、ぞろぞろと全校生徒が集まってくる。


    「それにしても、改めてうちの高校は生徒多いな……」


    　僕は思わず呟つぶやいてしまう。すると。


    「ほんまじゃな」


    「は？」


    　横からいきなり聞こえてきた声にびっくりする。気がつくと隣にロイ子がいた。


    「きてしもた」


    「ばっ……隠れてらんないのかお前は……！」


    「うー……ロイ子ちゃんだめだよ隠れてなきゃ……！　あ、お兄ちゃん」


    　桜さくらが、ロイ子を追いかけてきていた。


    「おお、桜、こっちじゃこっちじゃ！」


    　ロイ子が、桜を呼び寄せる。って……。


    「桜、なんで、ロイ子と行動してるんだ？」


    「それがね！　わたしとロイ子ちゃんはコンビを組むことにしたんだよ！」


    「コンビ、なんの？」


    「マルチ卑ひ語ごユニット、『卑語ファイブ』じゃ。ちなみに二人なのにユニット名がファイブなのはツッコむところじゃな」


    「漫才から歌、グラビアまでマルチにやるんだよ！　ただしどのジャンルもメインは卑語」


    「よく解わからないユニットだな……」


    「ＣＤが出たらよろしくね！　握手券の代わりに、お兄ちゃんには握棒券付けるからね！」


    「おい、どさくさに紛れてどこ握ろうとしてんだよ！　変な商法やめて！」


    　その時。


    「不衛生な汚民のみなさま、お集まりのようですわね！」


    　突然に、体育館に声が響いた。


    「……志し保ほ！」


    　ふと前を見ると、壇上に、ガスマスクをつけた志保が、拡声器を使い全校生徒に呼びかけていた。その表情にはもう、昨日の夕暮れ時みたいな迷いは感じられなかった。


    「みなさまをお集めしたのは外ほかでもありません……今日は、全校生徒一斉強制パラシスタンス検査を行います！」


    　その発言を聞いて、全校生徒中に波のように動揺が広がる。


    　志保は、上手にいる部下に「あれをここに」と命令する。


    　その指示に応じて、何やら自動改札機のようなものが、台車に乗せられガラガラと運ばれてきた。


    「ここにあるのは、即時診断ゲートオープン型のパラシスタンス検査マシーンですわ」


    　そして、志保は懐ふところからポキを取り出す。


    「肛こう門もんに当てた後のポキを、ここの読み取り部に一秒タッチ」


    　すると、ピポーン、という電子音声が響き、ガコン、とゲートが開いた。


    「あとは陰性なら開いたゲートを通るだけですわ。ちなみに、この即時診断型自動パラシスタンス検査機の名前は──ＰＯＫＩＫＡポキカといいます」


    　なんだそれ。名称までタッチ＆ゴーっぽくしなくてもいいだろ。


    　そして志し保ほは、再び拡声器を持ち、全校生徒に向けて高らかに言い放った。


    「さあ、要領は解わかりましたわね？　これを、全校生徒にこの場で強制的にしていただきます！　これを全員するまで、誰だれ一人、この体育館から出ることはできません！　拒否も例外も、認めません！」


    「唐から人と、あれ……！」


    「ああ、わかってる」


    　ついに、全校生徒が強制的に検査させられる危機がやってきたのだ。


    「か、唐人、どうしよう？」


    「サナ。こうしよう。幸い生徒は二千人からいるんだ。僕たちの番が回って来る前になんとか逃げ出して……」


    　その時、志保が呆あきれた、というような声を出した。


    「あら？　反応が薄いようで？　仕方ないですわね……もう一人ぐらいデモンストレーションを行いましょうか。そうですわね……」


    　そして志保の視線が泳ぐと──こちらに向かって微笑ほほえみ──。


    「そこの汚い子から、調査していくことにいたしましょうか！」


    　壇上からびしり、とロイ子が指差された。


    「はっ？　わしか？」


    「正直言うと、ずっとあなたのことを捜していたのですよ……前々から思っていたのですが、あなたみたいな不潔な人間が、パラシスタンスだったりしたら、それこそ身体からだの汚れと心の汚れが繫つながっているという証明ができて面白いですわね……？　ふふふ……」


    　……まずい。よりによっていのいちにロイ子……。ってかロイ子、やっぱあの接触した時に根に持たれてたんじゃないか……。


    「唐人ー！　ロイ子が！　どうしよう！」


    「くそっ、ロイ子、なんでこんな所に来てるんだよ！」


    「じゃかあしいわ。わしがどこにいようが勝手じゃろ」


    「僕が問題あるんだよ！　くそっ……こうなったら、僕が志保と話して時間を稼いどくから、ロイ子、お前はその隙すきにここから逃げろ！　いいな！」


    　僕は手を挙げながら、大きな声で志保に向かって宣言した。


    「志保！　ちょっとみんなに一つ言いたいことがあるんで、マイクを貸してもらえないかな！」


    「あら、唐人さん──」


    「みんなにパラシスタンス検査を啓蒙するために、とても大切なことなんだ……」


    　志し保ほが、じっとこちらを見据えてくる。


    　生きた心地のしない暫しばしの沈黙があって──


    「いいでしょう、信頼しますわ」


    　志保は、にっこりと微笑ほほえんだ。


    「唐から人とさんは、初めてわたくしのやり方に賛同してくださった同志ですものね」


    　そして、志保は再び拡声器で生徒たちに告げた。


    「みなさん！　今から、わたくしの同志である増川唐人氏がなにか演説をするようです！　心して聞かれますように！」


    　なんとか、第一段階クリアーだ。この先がうまく行くかどうか……。


    　僕は、ゆっくりと全校生徒の注目している壇上へ歩いていく。


    　この隙すきにちゃんとロイ子が逃げているか、と横目で確認する。──が。ロイ子は何やら桜さくらに耳打ちをしていて、全然逃げる気配がなさそうだった。……って、おい、何やってんだよ！　　早く逃げろよ！　などと煩はん悶もんしている間に、僕は志保の前に到着してしまう。


    「さ、唐人さん、汚民どもを啓蒙する演説とやらをお願いしますわ」


    　とうとう志保にマイクを渡されてしまった。


    　志保は、僕の顔をじっと見ていた。そのまっすぐな信頼の視線が痛い。


    「…………さて……」


    　何を言うかは、決まっていた。


    　僕は、昨日の秀しゆう也やとの会話を思い出していた。あの時、虚うつろな眼めで去って行く志保に何も言えなかったことを後悔しながら。


    　だから──志保にはっきり言ってやるのだ。パラシスタンス検査なんかやめて、普通の高校生らしい生活を送れと。きっと、志保はわかってくれるはずだ。


    「志……」


    　と、決意を込めて声を出そうとした瞬間。


    　突如横から飛び込んできた影が、僕の手からマイクを奪い取った。


    「うわっ！　……え？」


    「なめるな！　自分のケツくらいな！　わしは自分で拭ふけるんじゃ───！」


    　それはおそらくロイ子だった。というのも、その顔には、ハンカチで作った即席の覆面が被かぶせられていたからだ。あたかもゲリラ部隊が顔を隠すように。そして──隣には、同じようにハンカチ覆面を被った……桜もいる。


    「お、お前ら、一体なにを──」


    「まあ、わしに任せときや」


    　そしてロイ子は、にやりと笑うと全校生徒に向かって呼びかける。


    「いいか、お前ら────っ！　お前らに、その検査の真実を告げてやる！　いいか、それはパラシスタンスとかいうのを検査するためのシートじゃないんじゃ！　それはな……」


    　腹の底に力を入れてロイ子が叫んだ。


    



    「それはなあ……童貞処女検査シートなんじゃ────！」


    



    「なっ……！　そんなめちゃくちゃな噓うそっ……！」


    　と絶望する僕をよそに、その瞬間、体育館中にざわめきが走った。


    「なっ……！」「うそっ……！」「マジで!?」「俺、一回検査しちゃったよ！」


    　あれ……結構みんな動揺してる？


    「今日は！　お前らに、その検査シートの恐怖をわしらのマイクで伝えてやるわ────！」


    　桜さくらとロイ子が、ラッパー風に指をそれっぽい感じで折り曲げながら、リズムを取り始める。


    「ここでＴＯＵＪＯ！　わたしらＳＹＯＪＯ！　[image: ]あふれるＳＹＯＤＯ！　叫ぶよＨＩＧＯ！」


    「わしたち卑ひ語ごファイブ！　聞いとけ卑語ライム！　このシート使ったらどうなるかライブ！」


    　そして、桜とロイ子によるユニット『卑語ファイブ』の初うい陣じん、アドリブでの卑語ラップが始まった──。


    「リア充ぶってるあいつが童貞！　カマトトぶってるあの子がビッチ！」


    「非リア気取ってるあいつは非童貞!?　先輩ぶってるあの子は処女！」


    「「カミングアウツ！　インザポキシーツ！」」


    　二人の饒じよう舌ぜつな卑語ラップが体育館中に谺こだましていく。二人の息はぴったりだ。


    「で、でもこんなことしたって一体なにが──え？」


    　僕の予想を超えた現象が起こっていた。


    　ステージまでオーディエンスの視線が、熱気が、伝わってくるのだ。なぜか、群衆は二人の織りなす卑語の饗宴に釘付けになっていた。


    「童貞生まれチェリーボーイ育ち！　悪そなやつでもだいたい童貞！」


    「この検査したら解わかるかもよ童貞！　あまつさえバレるかもよ包茎！」


    　確かに、なんだか二人のラップには異常な説得力があった。童貞だということを墓場まで持って行きたくなるような気分にさせられる何かがあった。


    　なぜ、こんな無茶な卑語のラップが、胸を打つのだろうか。


    　そうか。たぶん、卑語とは原始的なものだからなのだ。……言葉を発明した人類が、最初に発したのは──卑語だったのではなかろうか。ようやく手に入れた言葉で言いたいこと、それは、下ネタだったのではなかろうか。初めに卑語ありき。どこまでも愚直だからこそ、そのライムは心を打つのだ。僕の心に、初めて辞書で卑ひ猥わいな語を引いたときの興奮が、美人の英語教師が『シックス』と流りゆう暢ちように発音した時のときめきが。そのほかのシモ関係にまつわる感傷が、さざ波のように広がっていく。


    　……って、いや、なんで納得しかけてるんだ僕!?　ないよ、冷静に考えたらめちゃくちゃだよ！　たぶん、この変な空気と勢いに場がハマっちゃっただけだよ！


    　卑ひ語ごラップは主題のリフレインに入り、オーディエンスのテンションも高まっていく。


    「この検査したらバレるよ非童貞！　築いたものが崩れちゃうよ根底！」


    「この検査したらバレるよ非処女！　失うものは限りない友！」


    「この検査したらバレちゃうよ童貞！　描いた夢は叶わない想定！」


    「この検査したらバレちゃうよ処女！　乙女の心砕いちゃう所業！」


    そして──


    「「ドント・ドゥ！　チェリー・バージン・テスト！　イエ────イ！」」


    　ついに、二人は完唱した。最後にロイ子が再び全校生徒に喚起する。


    「……ということじゃ。こんな検査シート一枚で、価値観が転倒させられてたまるか───っ！　お前ら、魂売り渡すなよ────っ！」


    　瞬間に、オーディエンスのざわめきが、閾いき値ちを突破して、多大な熱量になった。


    「ち、ちげーって！　俺童貞だって！　裏切ってねえって！」「どどどど童貞ちゃうわ！」「えっ！　後ろも入るんですか!?」


    　全校生徒の喧けん噪そうを断ち切らんと、志し保ほが焦あせったように拡声器で呼びかける。


    「なっ……まさか、あなたたち、本気でそんな与太を信じますの!?　しょっ、正気ですの!?　こ、これは純粋なパラシスタンス検査で……」


    　──もう、勢いで押すしかない。やけくそになり、僕は志保から拡声器を奪い取り叫んだ。


    「そうだ、だからみんな、逃げるなら今だ！　逃げろ──────っ！」


    「「「「「うわ─────────っ！」」」」」


    　それがきっかけだった。志保の声を聴く者は、もういなかった。


    　体育館は、逃げ出そうとする生徒たちでてんやわんやでもみくちゃになった。


    　その騒ぎに乗じて、僕ももちろん逃げ出す。


    「おい、サナ、よくわからんけどロイ子がやってくれたから今のうち逃げるんだって！」


    「ふわ！」


    　サナを捕まえると、手を強引に引いて、人波に飛び込んでいく。


    「唐から人と、さっきのラップ、私もやりたかったぞ……」


    「やらんでいいからとにかく逃げる───！」
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    　──そして十分後。体育館はひっそりと静まりかえっていた。


    　そこには、一部の生徒と竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほだけが残されていた。


    「増ます川かわ唐から人とめ……このわたくしを裏切ったというのね……」


    　怒りを込める。いや。


    　ほんの少しだけ哀かなしい顔をしたようにも第三者からは見えただろう。だが、その表情はすぐに消え──志保は、不敵にほくそ笑えんだ。


    「でも……すでに手は打ってありますわ……一斉検査に失敗しても……わたくしの布ふ石せきが完かん璧ぺきに──この学校を洗浄しますわ……ふふふ……」
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    　サナの手を引いて、正門から外に出ようと校庭を全速力で走る。が。


    「はっ！　唐人、あぶな───い！」


    「え？」


    　気がつくと、眼前十メートルほど先に、コンクリートの壁がそそり立っていた。


    　……んな、ばかなっ!?　今け朝さは、確かにここに正門が……!?


    「とおっ！」


    　壁に向けて勢いよく走っていた僕の首を摑つかんで、サナが捻ひねり上げた。


    「ぐが＠×％＃───────！」


    　急に首を持ち上げられて方向転換させられたせいで、僕の身体からだ中の関節に無茶な負荷がかかり、全身に激痛が走る。声にならない悲鳴が漏もれた。


    「やった！　唐人を壁から守った───っ！」


    「ぐはぁっ……あぐ……首……が……も、もげる首……」


    「あ……す、すまん！　人間は体節ちぎれないんだった！」


    　僕は悶もだえながら、首を押さえて再び立ち上がる。


    「そ、そんなことより、ここがだめでもまだ他ほかにどっか出入り口……そうだ！　裏門だ！」


    　僕たちは再び走り出す。だが。


    「くっ……！」


    　裏門が見えてきた瞬間、その目もく論ろ見みも失敗に終わったことが解わかった。


    　裏門周辺にも、すでにバリケードが築かれている。志保の配下と思われる屈強な男たちが、厳いかめしい顔をしながらアリ一匹通すまいとばかりに仁王立ちで立ちはだかっていた。


    「オーライオーライ！　こっちこっちー！」


    　そこにトラックが、何かを運んできた。


    「よい……しょっ」


    　運転手の操作により、傾いた荷台から何かが滑り落ちてきて、大きな音を響かせながら大地に着地する。すると、そこには高さ三メートル以上はあるかと思われる、コンクリートの分厚い壁が立てられたのだった。


    「あいつら、行動速すぎだろっ……！」


    　それを見て、すぐもう一つあったはずの校門を捜す──が、そこも、まさにコンクリートの壁によって封鎖されたところだった。


    「いつの間に用意してたんだよ、あんなモノっ……！」


    　志し保ほの根回しは完かん璧ぺきだった。


    　間に合わなかった。閉じ込められた。隔離された。なんだか悪い冗談みたいだ。


    　なら、この後はどうなる？　校内に残っている生徒に対し、徹底的に、虱しらみ潰つぶしに、糾きゆう弾だんが……魔女裁判が始まるのだろう。


    「わわ……唐から人とっ……！　こっちに怖い連中来たっ！」


    「え？」


    　見ると、先日志保が食堂で従えていた軍人のような部隊が、こちらに向かって闊かつ歩ぽしてくるところだった。その手には、ライフルのような銃まで握られている。噓うそだろ!?　さすがに実弾が入っているとは信じたくないが……。


    「わ、私が戦うか……？　パラシスタンスの力ならあのくらいのコンクリートは壊して逃げられると思うけど……」


    　サナが不安そうに呟つぶやく。


    「いや……やめよう」


    　あの数の部隊をまとめて相手にすれば、無事に済むとはどうしても思えない。


    　だったら──ここは、いったん退ひいて体勢を整える策が最上だ。


    「サナ！　とりあえずどっかに隠れるぞっ！」


    「わっ！」


    　再びサナの手を引いて走り出す。


    「唐人、どこに！」


    「どこって……ええと！」


    　そういえば、僕は裏門の側そばに、一つの小さな建たて屋やがあったことを思い出した。


    　昨日、桜さくらが持っていた学校案内のガイドブックを眺めている時に知った情報だ。この学校が、緊急災害用の物資を貯蔵している倉庫。


    「食糧倉庫だっ！」


    　そのまま少し走ると、幸い、連中に見つからないうちにその倉庫が見えてきた。小さな教室程度の大きさではあるが、人二人が隠れるには充分すぎるサイズだろう。電線が延びているところを見ると、電気も通っているかもしれない。


    「唐人、鍵かぎかかってる！」


    「体当たりだ、サナ！」


    「とあ────っ！」


    　サナが鉄製の扉に勢いを付けて体当たりすると、思っていたよりも簡単に開いた。僕たちはすかさずその中に入ると、内側から扉に背中を預け、一息にずるずるとしなだれかかる。……誰だれかに見られなかったかな？


    「ふう……勢いで入っちゃったけど、この中にしばらく隠れてれば……うおっ！」


    　その時、扉越しに背後で、ズシン、とでかい音が鳴った。


    「い、今の音は……あれ？」


    　嫌いやな予感がした。そして、トラックが走り去っていくような音がして──辺りは急に静かになる。……なんか、勢いで入っちゃったけど、やっぱりまずい気がする。もし辺りに誰もいないようなら、いったんここを出て──なんて考えながら、僕は慎重にドアノブを回す。すると、扉は一ミリほど開き、そこでガコン、と何かにぶち当たった。


    「……まさか……」


    　その扉から微わずかに見える隙すき間まに目を落とすと、そこには先程トラックが運んできていた分厚いコンクリートのようなものが見えた。


    「え……倉庫の出入り口に蓋ふたされてる？」


    　どう頑張っても、扉はコンクリートの壁に当たり、それ以上開きそうになかった。


    「もしかして……閉じこめられたってこと？」


    　どうやら、ガチの籠ろう城じよう戦になってしまったようだった。
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    　倉庫の中に何か使えるものがないかとりあえず探索してみることにした。一番目立つ段ボール箱を漁あさると、非常食のカンパンなど、サバイバルに必要そうな物資がすぐに見つかった。


    「うわ、これだけあれば、余裕で一か月はここで生きてけそうなフルセットだな……」


    　と、その時。ポケットの中で、マナーモードにしていた携帯電話が震ふるえた。着信を見る。


    「……桜さくらからだ！」


    　通話ボタンを押す。すぐに、慌てたような桜の声が聞こえてきた。


    「お兄ちゃん！　無事だった!?」


    「ああ……まあ、身体からだだけはね。僕とサナは裏口近くの倉庫に隠れてる。まあ、正確には閉じ込められたんだけど……。桜、そっちはどうなってる？」


    「竜りゆう斎ざい寺じさんが……なんか残った生徒に強制寄生虫検査だって言って……みんなを並べて検査し始めた……。でもなんか……うちの高校、自由な人多いから……全員は管理できてないみたい……。それで……今わたしもロイ子ちゃんと一緒に自分の教室に隠れてるの……」


    「ロイ子と！」


    　とりあえず、あいつも無事に逃げられたか。よかった。後は、櫂かい実じつだけど……あいつなら、なんとかうまくやれてるだろうか。


    「桜さくら。ええと、とりあえず、ロイ子を守るんだ」


    「うん、わかった！　とりあえず、どこかに隠れてるよ！　なんか、向こうもパラシスタンス本体か保有者が見つかるまで検査を続けるってやっきになってるみたいだから……お兄ちゃんも、もう少し隠れてた方がいいと思う。目をつけられちゃってるみたいだし」


    「了解。僕たちは、とりあえずこの倉庫にしばらく隠れてるから、ほとぼりが冷めたころに倉庫の壁をぶち壊してでも逃げるさ。落ち着いたらまた連絡してよ」


    「うん！　実況メールするね！」


    　まあ、生きていくために必要な物資ならいくらでもあるんだ。貯蔵品を勝手に借りるのは気が咎とがめるけど……あとで補充しときゃいいしな。


    　今大事なのは、ほとぼりが冷めるまで待つことなのだ。脱出の時を待とう。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　この後の流れを簡単に説明する。


    　ほとぼりは冷めなかった。


    　やつらが封鎖したはずの倉庫ではあるが、警戒の手を緩ゆるめたわけではないらしく、時折外に巡回兵がうろついているらしき声が聞こえるので、うかつに壁を破るわけにもいかなかった。


    　ちなみに、これが、桜から翌日にきたメールである。


    「なんか、みんな家に帰してもらえないみたい。やっこさん相当本気」


    　二日後。


    「ずっと繰り返し再検査してる」


    　三日後。


    「みんなぐったりしてモチベーション下がってる。係員もモチベーション下がってる。あ、鼻くそほじってる。現場の負のオーラすごい」


    　その後、たまに来る「今日はお兄ちゃんのことを考えながらおっぱいを揉もみました」のような他愛たわいないメール（即ゴミ箱フォルダにぶち込んだ）の他ほかには、情報が途絶えがちになる。


    



    　そして──気がつけば、僕たちの籠ろう城じよう開始から一週間が経過していた。


    　桜からのメールは、二日前を最後にもう届いていない。ちなみに、その最後のメールは、そこはかとない異様さを感じさせる、奇妙な一言だけで終わっていた。こんな文面だ。


    



    「帝政だ！」


    



    　……意味不明だ。訂正、とでも打とうとしたのだろうか？　何を？


    　そんな、外の状況が解わからないという不安だけが、僕の中に溜たまっていったのだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　災害セットは、こんな風に閉鎖空間に閉じ込められる状況も想定してあったのだろう。風ふ呂ろに入れない状況では身体からだを拭ふくためのタオルが大変に役に立った。


    　というより、部屋の隅に、なにげにトイレも設置してあった辺り、この倉庫は最初からこういう避難場所的な使い方も想定していたものだったのかもしれない。


    　……まあ、そんなことよりも僕の目下の悩みと言えば。


    　密室空間にサナと二人きり。身体が密着すること、数度。その度たびに抑える理性、プライスレス。危機的状況に置かれると、人間は子孫を残そうと本能が活性化するとかしないとかいう話を聞いたことがあるが……。


    　ちなみに最近の理性セービング法のトレンドは九九を逆から言う練習だ。


    「はちくしちじゅうに、はっぱろくじゅうし、はちしちごじゅうろく……」


    　これがなかなか意外と、逆から言うだけですんなりと出てこなくなるのだ。


    「ん、唐から人とー、身体拭き終わったぞ」


    　何か遠くで声が聞こえる気がするが、今の僕にとって必要なのは七の段だ。


    「しちはごじゅうろく、しちしちしじゅうく、しちろく……ええと……」


    「唐人！　正気に戻れ！　正気に！」


    「しちろくしじゅうにか……」


    「うわ─────ん！　唐人がおかしくなっちゃったよ────！　えや───────っ！」


    「あたたたたたたたたたたたた！」


    　突然の腹痛に僕は正気を取り戻した。


    「あ、サナ……」


    「身体、拭き終わったぞ！」


    　むふう、とでも言わんばかりの荒い鼻息で、身体を拭いて衣服を着直したサナが胸を張る。


    「きれいになったぞ！　なんなら見て確かめるか？」


    「……あ、西さい郷ごうどんじゃないですか、お元気そうで。え、政府を辞めた？　それはまた……」


    　いつの間にか、僕にはサナの発言で理性が危うくなると架空の西郷どんと自然に会話できるスキルが身についていた。


    「うー……うどんの人はいいから唐人……そろそろご飯にしようよ……」


    「あ、そうか……腹減ってたな、そういえば……じゃ、そろそろ食事の時間にするか……」


    　僕はかれこれ二十数缶目のカンパン缶詰に手を伸ばし、プルトップを引き上げる。そこらにはもう、空になったカンパンの缶の山が出来ている。


    「うう……そろそろぱさぱさしてないご飯が食べたいよー……」


    「ぜいたく言うな。……ほら、手ぇ出せ」


    「うん……」


    　サナとの、食事の時のいつもの決まり事。薄うす闇やみの中で、差し出した僕の左手がぎゅ、と握られる。


    　微かすかなぬくもりが、肌を通じて伝わってくる。


    「……」


    　なんとなく。その手に込める力をほんの少し強くしてみる。


    「……？　どうした？」


    　サナは、僅わずかに不思議そうな顔をした後、僕の手を握り返してきた。


    「……いや」


    　ここに、サナがいる。


    　その存在が、心の決壊を防いでくれている気がした。


    「サナ、隠れるの」

  


  [image: ]



  
    「え？」


    「がんばろう、な」


    「うん……」


    　僕は、それだけを言った。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　──その晩のことだった。不思議な夢を見た。


    



    「なんだこれ……？」


    　僕は、たった一人、奇妙な場所に立ちすくんでいた。


    　くすんだ灰色に覆おおわれたその部屋は、病院にも、映画館の館内にも見えた。座席がいくつも並んでいるあたり、やはり映画館なのだろうか？　ただ、映画館にしては、あまりになんていうか──排他的な感じがする。


    　その時、カラカラというフィルムの回る音とともに、ゆっくりと光線が僕の目の前を通過していった。


    　……あ、やっぱり映画館だったのか。


    　キセノンランプの拡散光が、縦横に宙を飛び交う埃ほこりを浮かび上がらせ──スクリーンに像を結ぶ。そこには、誰だれかの像が映し出された。が、光が弱いのか、薄ぼんやりとした影になってしまい、正体が判然としない。


    　これは──親父おやじ？


    　顔がはっきり見えたわけではない。ただ、そう思って見ると、映し出される輪郭や、動きの質が、そうした郷愁を抱いだかせる気もする。


    　なぜ自分の父親がスクリーンに映っているのか──僕が不思議に思っていると──。


    　いつの間にか、一人の可か憐れんな少女が僕の隣の座席に座っていた。


    「……え？」


    　その少女、年としの頃ころは中学生くらいだろうか。その面おも立だちは、日本人のものには思えない。肌は陶器のように白く、折れそうなほど華きや奢しやな身体からだを漆しつ黒こくの衣装に押し込めている。まるで、西洋のアンティークドールがそこに忘れ物として置いてあったみたいに──少女は音もなく、淀よどみもなく、鎮ちん座ざしていた。


    　そこで初めて少女、あるいは少女的なるもの──は、「僕が気が付いた」ということに気が付いたように横を向くと、どこか陰いん鬱うつな表情で告げた。


    『……こんなところに、来るとはね』


    
      『……招かれざる者が』

    


    　憎々しげな声が響く。その台詞せりふは、脳に直接伝わってくるようだった。違うオクターブで奏でられたいくつもの同じ音が重ねられているかのように、ぶれて聞こえる。


    　僕は、今自分が何語を言われたのか解わからない。が、その内容だけはなぜか明確に認識できた。だから、彼女の言葉は言語というよりも──それは旋律に近かった。


    「君は、一体──」


    『この世界はね。長い断罪の途中なんだ』


    　旋律は、続く。果てしない円環のように、次第に一つの意志に集約されていくかのように、かといって思考など持たぬように揺蕩たゆたいながら。


    『先日のキミたちも、観みてたよ』


    『現存在に対する解釈としてはそこそこだった。けどね──』


    『気に食わなかったのは、その解法さ』


    　そして、少女は叩たたきつけるように言った。


    『本当に、寄生体との間に愛などという概念が成立すると思っているのかな？』


    



    
      『──くだらない』

    


    



    　吐き捨てられた、その幾重にも重なる言葉は、すべて同時に脳に吸い込まれ、焦しよう燥そう感を僕に押しつけてくる。全身から脂あぶら汗あせが噴ふき出す。


    「ちょっ……ちょっと待ってよ」


    　僕は、立ち上がって叫んだ。


    「君が何を言っているのか解らないよ！」


    　──次の瞬間、身体からだの力がふっと抜ける。


    「え──？」


    　少女が伸ばした腕の先で何かを撫なでるような動作をする。──その動きによって、僕の腹部から何かが溶けていくのが解った。


    「な……に、を……した………？」


    　僕の腹の中。そこには、何か大切なものがあったような気がする。でも思い出せない。大事なものは、喪うしなわれる。身体が動かない。痛い。喪失感。僕はそのまま、座席の間にどしゃり、と倒れ込む。脂汗が身体中に滲にじんでいる。指先まで、感覚が行き渡らない。生まれて初めて『死』というものを実感した気がした。


    『ボクは嫌いなんだ。悪の宇宙が』


    『だって救いようもないじゃないか』


    『打算的な裏切りに基づいた憎悪は絶えず』


    『たった一人の愚者がすべてを踏みにじる』


    　少女は初めて、邪悪な笑えみを浮かべた。


    『だから、ここで始めることにしたんだ。脆ぜい性せい進化──シンギュラリティを』


    　なんのことか、理解ができない。ただ、薄れゆく意識の中で思った。僕が今、対している目の前の少女は、何か人が触れてはいけない類たぐいの──


    　禁きん忌きそのものなのだ。


    　ぐにゃり、と捻ねじ曲げられたように世界が歪ゆがむ。僕の意識が、風の前の塵ちりのように消散していく。


    『──不本意だけど、キミとはまた会うと思う』


    『この劇場の入り口が、開かれてしまったみたいだからね』


    　苦痛の中、僕は最後に問うた。


    「き──み、は──だれ？」


    



    『──レストア・ディストピア』


    



    　その名前だけが、最後に残響として残った。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「まっ……！」


    　ガバリ、と身を起こす。


    「……夢か」


    　目が覚めてしばらく、認識を取り戻せずにぼんやりとしていた。まあ、覚めたといっても、薄暗い倉庫の中なんだけど。


    　気がつくと、目の前でサナが僕のことを心配そうに見つめていた。


    「どうした、唐から人と？」


    「……いや。変な──ってか、怖い夢を見た、気がした」


    「ふわっ……便所にいる夢か……！」


    「ちがわい！　なんでそんなので僕が怖がるんだよ！」


    　それにしても、奇妙な夢だったが──それはさておき、現実を認識する。


    　そうだ。倉庫で籠ろう城じよう生活してたんだった。


    



    　結局、一週間以上が過ぎても、ほとぼりが冷めたという桜さくらからの連絡はない。


    「……やっぱり、そろそろ危険を冒おかしてでも無理矢理出た方がいいのかな」


    　心なしか、身体からだの重さが治らない。どころか、日増しに鉛みたいに重くなっていく気がする。サナも、二、三日前から元気がなくなっていた。


    　まだ定期的に、倉庫の外からは軍隊の足音と掛け声のようなものが聞こえる。やがて、その掛け声からある程度の時刻を推測できるようになったほどだ。


    　──それにしても。あの不自然に途絶えたままの桜さくらのメールが気になっていた。


    　あの『帝政』。どういうことなんだろう？　何か、学校全体で想像だにできない異様な事態が起きている……？


    　ま、もうしばらく様子を見てみるか……そして電気を付けようと立ち上がった──途端、激しい目眩めまいに襲おそわれた。


    「うわっ……？」


    　足元がふらふらと覚おぼ束つかない。転びそうになってしまう。


    「くそ……どうした？」


    　それは貧血の症状みたいに思われた。


    「……唐から人と……」


    「どうした、サナ」


    　いつの間にか、サナが神妙そうな顔で正座していた。


    「唐人……邪じや魔まになったら私のことは、いつでも見捨てていいからな……」


    「は？　何言ってるのか解わかんないよ。どういうことだ？」


    　サナを問い詰める。


    「それは……うう……」


    「ほら。言っちゃえ。楽になれ」


    「か、唐人が弱ってるのは、私のせいなんだっ！」


    　それは、あまりに唐突な説明だった。


    「……へ？」


    「その……パラシスタンス・ホストの体質は……籠ろう城じように向いてないんだ……。だって……二人分の栄養をいつも使ってるってことだから……燃費がすごく悪い……」


    　ああ。そういうことだったのか。


    「だから、唐人は本当はもっと栄養のあるもの食べなくちゃいけなくて…………カンパンだけじゃ栄養が足りなくて……たぶん、あの扉を壊す力もももうない……私のせいで……」


    「え!?　あ、そうなのか……」


    　──そうか。それで、ここ二、三日、サナは元気がなかったのか。


    　サナの頭をくしゃりと撫なでた。


    「バカ」


    「ひっ！」


    「櫂かい実じつじゃないんだからさ。あんまり思い詰めるなんてお前の柄がらじゃないって」


    「でも……唐から人とはいつも……私のことを寄生虫って言って……」


    　実際の意味でそうなのがすごいけどな。


    「こんな暗いとこに閉じこめられて。僕一人だったら、とっくに駄目になってるさ。だから──サナがいてくれてることは……その」


    　なんとなく気恥ずかしくて、視線を逸そらしてから言った。


    「か……感謝してるんだからな」


    　普段あまり言わないから照れがあるが。でも、その言葉に噓うそ偽いつわりはない。僕はサナの目を見据えて改めて言う。


    「僕たちは一人じゃ何もできないから、だから二人で生きていくって決めた」


    「うん……」


    「だから、何があっても最後までサナを見捨てたりはしないよ。それだけは、約束する」


    「か……唐人……」


    　サナが涙目になって飛びついてきた。


    「うわぁ─────ん……！」


    　その背中をさすりながらなだめる。


    「ま、お前の宿しゆく主しゆは僕なんだから責任があるしな……」


    　すると、サナがもじもじとし始めた。


    「か、唐人……」


    「ん？」


    「あの……実は……一時的に馬力が出て扉を壊せるかもしれない方法があって……」


    「え？　どういうのだ」


    「本体だけじゃなくて……分体とも粘膜接触すれば……栄養の伝達効率が上がるんだ……」


    「は？」


    「そ、その、だから……粘膜……例えば……唇くちびると唇を合わせれば……一時的に、五分間ぐらいパワーが上がってここから出られる……」


    「へぁ!?」


    　思わぬ展開に、少し、身体からだを離して真顔になってしまう。


    「……え、あ……それは」


    「うん……キス、してくれたら……ここから出られると思うんだけど……」


    　恥ずかしそうにサナは俯うつむく。


    「でも……その……か、唐人は……こういうの……彼女じゃないと駄目って言ってたし……だから……」


    　もじもじするサナがやけに可愛かわいく見える。理性……とか、そういう状況じゃないか。


    「あー……サナ、そのな」


    「……うん」


    「一応、こう、長い籠ろう城じよう生活で限界が近いってことで、その、なんていうか、ふ、深い意味じゃなくて──」


    「？」


    「……き……」


    　戸惑いながらその言葉を、押し出した。


    「キス、するか」


    「え…………？」


    「…………」


    　一瞬の間を置いて。


    「唐から人とぉ───っ！」


    　サナが飛びついてきた。


    「つ、ついにカノジョにしてくれるのかっ！」


    「か、勘違いするなっ！」


    　サナを手で制止する。


    「……ふえ？」


    「ここから出るために仕方なくだ……！」


    「うん」


    「あ、あくまで緊急避難だからなっ！」


    「うんっ！　いいよ！」


    　それでも、こいつ、やたら嬉うれしそうなのが……。


    　それから、深呼吸して、僕はサナの肩に手を置いて言った。


    「じゃ、じゃあいくぞ……」


    「ん……」


    　サナは目を閉じる。


    　そして……距離が縮まり、五センチ。三センチ。唇くちびるがゼロ距離に重なろうとする……。


    



    　瞬間、扉に物もの凄すごい衝撃音が走った。


    『ドヴォゥン！』


    「ひゃあ！」


    「わあ！」


    「な、なんだ……？」


    　確か、表には、巡回の兵隊がいたはずだが──と思った途端。


    「うぎゃあああっ！」


    　悲鳴が聞こえた。


    「ど、どういう状況になってるんだっ！」


    　戸惑う僕たちをよそに、なおもガン、ガンと何かを打ちつけるような音が扉の向こうから聞こえる。あ、あのコンクリートをぶち破って──誰だれかが──入ってこようとしている!?


    「おらあああああ！」


    「うわああああ！」


    　そして、扉をぶち壊して入ってきたのは、全身をアメフトのようなプロテクターで武装した連中だった。


    「な、なんだこいつらっ……！」


    「唐から人とっ！」


    　一応身構える。が。


    「なんだ。先客がいたのか。でも、まだ物品は残ってるようだな」


    「……え」


    　物品、ってこの災害用物資のことか？


    「今からここの物品は俺たちのもんだ！　てめえらはとっとと出やがれ！」


    　その男は、大きな棍こん棒ぼうのようなものを見せつけて、僕たちに外に出るよう促うながした。


    「なんだとー！　ふざけ……むぐっ」


    「サナ、ここは大人しく出るぞ！」


    　よくわからないが、戦闘を回避できるならそれに越したことはないだろう。ということで、サナの口を塞ふさいで僕たちは、やつらの壊した扉から外に出る。


    「いいか！　ポキ目になりそうなもんを探すんだ！　いいな！」


    　連中の中でも特にリーダー格のやつが、てきぱきと部下に指示を出していた。ていうか、ポキ目って？


    　そして、しばらく食糧棚をごそごそやっていたかと思うと、大きな袋にそれらを入れられるだけ入れてから去っていった。要するに、略奪行為をしていったのだ。


    「な、なんだったんだ……あいつら。ていうか、志し保ほの部下とは違うやつらだったのか？」


    　建たて屋やの外には、なぜか知らないが、一人の男が白ブリーフ一丁で転がっていた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　とりあえず、校内の様子が気になって校舎の昇降口へと足を踏み入れてみる。一週間ぶりに見る校内は、想像だにしていなかったような場所へと変へん貌ぼうしていた。


    「……どういうことだ」


    　まず目につくのは、廊下や壁の光沢である。ワックスでもかけたのであろうか、ツルツルと鏡のように照り返し、シミや汚れといったものが何一つ存在しない。象ぞう牙げかと見み紛まがうほど純白のコンクリートになっていた。


    　そして、それ以上に異様だったのが、そこを行き来する生徒たちだ。


    　男子は白いブリーフだけ。女子は白いブラとパンツをつけただけの生徒が、虚うつろな表情で、幽鬼のように徘はい徊かいしていた。


    「なんじゃこりゃ……！」


    「唐から人と！　とりあえず、誰だれかに話を聞いてみるぞ！」


    「あ、ああ……」


    　ということで、一人の男子生徒に近寄ってみる。


    「……すいません」


    　話しかけると、その生徒は、全身をビクンと、大きく震ふるわせた。


    「……ひっ！　汚民だ！」


    　何やら、酷ひどく怯おびえられている気配がする。


    「いや、あの、ちょっと話を聞きたいだけなんですが……」


    「や……やめてくれっ！　触らないでくれ……！　消毒される……うわああああああ！」


    　生徒は、怯えて逃げてしまった。


    「……何がどうなってるんだ」


    　その時。


    「配給だぁー！　配給だぁー！」


    「……配給？」


    　ゴロゴロと音を立て、給食の配膳セットのようなプラスチックの食器と大きな鍋を乗せた荷台を、白ブリーフの男子生徒が運んできた。腕に『配給係』という腕章を巻いている点が他ほかの白ブリーフとは違っている。『配給係』らしいその生徒が鍋の蓋ふたを開けると、ほかほかの白米が湯気を立てているのが見えた。


    「配給だ……」


    「配給が来た……！」


    　幽鬼のように徘徊していた白ブリーフの生徒たちが、声のする方へわらわらと群がっていく。


    　瞬またたく間に、荷台に並ぶ行列ができた。それを見て、サナがよだれを垂らしながら僕の服の裾すそを引いた。


    「唐人！　私もご飯食べたい！」


    「あ、ああ……」


    　その気持ちは、僕も同じだった。係の人に尋たずねてみる。


    「あの…僕たちにもご飯を分けてもらえないでしょうか……」


    「あぁ？　汚民か？　白米は汚民には十ポキ払ってもらうよ」


    「ポキ……？」


    　なんだっけ、その単語、最近聞いたことがあるような……。


    「あの……配給お願いします……」


    　その時、まごまごしている僕たちに割り込んできた白下着の女子生徒が出したものを見て、僕の目は驚きよう愕がくに見開かれた。


    　白米と引き替えにその女子生徒が差し出したものは、この騒動の発端になった『あの』青いセロファンだったのだ。


    「はい、一ポキちょうどお預かりーっ！」


    「はぁ!?」


    　ポキってやっぱそれのことかよ！


    「ちょ、ちょっ、それ、どういうっ……！」


    　配給係を問い詰めると、怪け訝げんな顔をされる。


    「は？　だからポキだよ。今この学校で生活しててポキを知らないわけないだろう？　悪いけど今どきポキがないとなんもやれねえな」


    「え、どういう……？」


    「はいはい、並んでくださいねー。帝国民のみなさん、白米は一ポキでお願いしまーす」


    　そんなわけのわからないアナウンスとともに、白ブリーフたちは、ポキを片手に、わらわらと群がっている。


    「あう……」


    　この場で白ブリーフを下ろし恥も外がい聞ぶんもなくポキを尻しりの穴に当てている生徒も何人か見受けられる。羞しゆう恥ち心のネジが緩ゆるくなっているのだろう。


    「どういうこっちゃ……」


    　その時、サナが僕の袖そでを引っ張ってきた。


    「唐から人と、あれ、あれっ！」


    　その指差す方向を見てみる。そこには──。


    　あの時、体育館で見た、ＰＯＫＩＫＡポキカと呼ばれていた自動改札機のようなゲートが、廊下に一定の間隔で設置されている。ゲートの横にはプラスチックの柵さくで覆おおわれたエリアがあって、ガードマンがゲートの通行人を逐一監視しているようだった。高速道路の料金所を思い浮かべれば解わかりやすいだろうか。


    「……あ、誰だれかゲートに向かっていく」


    　そのゲートに向かった一人の男子生徒が持っているのも、やはりポキだった。そして、おもむろに上向きにレーザーの出ている機械に向かってポキのセロファンを翳かざす。やいなや、ピポーン！　と電子音が流れてゲートが開いた。生徒はゲートを通過して、すました顔で廊下の先へと進んで行く。


    「なっ……何が起きてるんだ？　なあ、この学校どうなっちゃったんだよ！」


    　近くにいた白ブリーフの生徒の肩を揺すって問いかけてみると。


    「ひ、ひっ……汚民……触らないで！」


    「汚民って、そんな……」


    「たっ、助けて……憲兵さ─────ん！　憲兵さーん！」


    　その生徒が絶叫する。まもなく、


    「どうしたどうしたー!!」


    　一人の男が、何人かの白ブリーフの部下を従えて現れた。たぶんこいつらは──うちの高校の生徒だ。


    　ちなみに、そのリーダーの男だけは白ブリーフでありながら、腰には銃を構えていた。独特の形状は、射的型スタンガンのテイザー銃とかいうやつだろうか？


    「汚民が何をダダこねてる！　貴様らは配給が欲しけりゃ十ポキだ！　守れないなら、強制消毒だぞ！」


    　男のその発言に、部下らしき一人が耳元で囁ささやいた。


    「で、でも隊長！　あんまり汚民を迫害しすぎるなというお達しが……」


    「あぁ？」


    　その進言を聞いて憲兵の隊長は明らかに不機嫌そうな表情を見せる。


    「ちっ……融ゆう和わ政策か……。解わかったよ。おい！　お前らはこれでも食ってろ！」


    　そして、憲兵隊長は懐ふところから小さなビニール袋を取り出すと、こちらの足あし下もとに向かって無造作に放ほうり投げてきた。


    「……これは？」


    「小麦粉だ」


    



    　十分後。僕とサナは、しかたないので、手を繫つなぎながらその小麦粉をお湯で煮たものを食べていた。ねちゃねちゃぬちょぬちょとした触感が割りと気持ち悪い。


    「うう……唐から人と……小麦粉って……べちゃべちゃしてるだけで……おいしくないよう……せっかく倉庫から出られたのにこんなの食べたくないよう……」


    「我慢しろ！　日本も戦時中はこんなの食べてたんだ！」


    　顔を向けた先の廊下では、白ブリーフたちが白米のおにぎりを美お味いしそうに頰ほお張ばっていた。


    「それにしても、この学校はどうなっちまったんだ……誰だれか知り合い……話が聞けるやつはいないのか……」


    「あ、唐人！　知り合いなら近くに一人いるみたいだぞ！」


    「え？　どこに？」


    　すると、サナが頭頂部の頭髪をぴこぴこと動かし──。


    「スリヴァー！」


    　天井に向かって、思い切り飛ばした。あの、例の遠距離攻撃だ。すると同時に。


    「ぎゃっ！」


    　蛙かえるを踏み潰つぶしたような声とともに、天井から、マフラーを着けた男子生徒が落下してきた。その男の顔には、見覚えがあった。


    「何しやがるてめえ！　あんま調子乗ると土ど遁とんの術で埋めてや……」


    　僕は、それが誰だれであれ、ようやく知っている人間に会えた喜びで肩を摑つかんで名前を呼んだ。


    「お前……服はつ部とりじゃないか！」


    「ぎゃあ！　増ます川かわ！」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「さあ、話してもらうからな、何があったか」


    　僕たちは、逃げられないよう服部のマフラーを摑みながら校内を歩いていた。


    「全部か？」


    「頭からだ」


    　服部は、観念したように今までの流れを話し始めた。


    「……あの時……全校生徒が逃げ出した後、学校の封鎖と、なんか知らないけど強制ポキ検査は続いてたんだ。でもうちの高校を二千人から管理してられないから、連中はそのうち、区切られたエリアを移動するごとに一枚ポキを提出する仕組みを作った」


    　なるほど。あの改札機が、校内に一定の間隔を置いてあったのはそういうことか。


    「で、それを繰り返すうちに──だんだんポキは、この学校全体で通貨としての価値を持ち始めたんだ」


    「なんとまあ」


    　経済の発生ってやつか。志し保ほが食堂でポキを出すキャンペーンやってたのも、これの伏線だったってことか……。


    「ポキが通貨として校内で通用するようになってからは早かったよ。ポキを管理する側の代表、竜りゆう斎ざい寺じ志保を中心とするグループが……帝国政府の樹立を宣言した。その名も──ポキル帝国」


    「何やってんだあいつ！」


    「それから、やつらは徹底的に区別したんだ。帝国に従うポキル帝国民と、帝国に従わない生徒──汚民を。まあ、やつらにとって一番怖いのは汚民の反乱による戦争で国内が混乱することだから、融ゆう和わ政策とかでまだ強制消毒まではされていないが……俺たちはあらゆる場所でじわじわ差別され続けてる」


    　話しながら歩くと、数十メートルごとに設置されているゲートに、僕たちは服部のポキを投入していく。その度にピポーン！　と電子音が鳴り響いた。


    「ポキル帝国民は、安定した暮らし（ポキの配給）の代わりに一日三回の全身殺菌と、消毒、洗浄を繰り返し受ける。その洗浄を受けている証拠として、見ろ！　あいつらには最低限の衣服しか与えられない！」


    　服はつ部とりに言われて僕たちが改めて廊下を見ると、確かに、そこらは先ほど見た異様な人間たちで[image: ]あふれかえっていた。男子は白いブリーフ一枚。女子は白いブラとパンツ一枚ずつ。そいつらがポキル帝国民なのだろう。そして帝国民の身体からだの皮ひ膚ふは、ことごとく漂白剤でも撒まいたかのように真っ白だ。その連中の表情はやはり生気がなく見えた。


    「てことは服部、お前は、帝国民じゃないのか？」


    　見たところ、服部の衣服は今までの制服と変わらなかった。


    「だって、まっぴらゴメンじゃねえか、あんな飼い犬みたいな生活はさ。帝国に屈してないレジスタンスの連中もみんな同じ思いだ。ま、今んとこ、うちの高校の連中は帝国民とレジスタンスの比率が７：３ってとこかな」


    　三割もがんばってる。結構、みんな骨があるんだな。


    「汚民──つまりレジスタンスには配給がなく、腹が減っても最低限の小麦粉しか与えられない。その代わりによ、俺たちは『コレ』でポキをやつらから奪い取ってなんとか暮らしてるってわけさ」


    　服部が二の腕をポンポンと叩たたいた。なんらかの特殊技能でポキを稼ぐ、か。さすが生き馬の目を抜くことばっか考えてる校風だ。


    「──ということで、これが、だいたいこの一週間で始まった、帝国の歴史だ。まあ、もっと詳しいことが知りたかったら売店とかで帝国の歴史教科書を買やあいいさ。……といっても、新聞部が帝国の命令で緊急に作らされたペラい冊さつ子しだけどな」


    「なるほど。ありがとうな、服部」


    「ところで増ます川かわ、話をしたんだからそろそろ解放してくれないか？」


    　服部が懇こん願がんする。


    「……いや。もう少し、お前には案内してもらう。なにしろ、お前には僕たちの奴ど隷れいとしての約束が残ってるしな」


    「くそ！　いつか後ろから刺す！」


    　そして、僕たちは探索を始めたのだった。


    　この、志保が変えてしまった学校。保健衛生国家──『ポキル帝国』の。
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     第三章　ポキル帝国の興亡


    



    　僕たちはすっかり変わってしまった学校を放浪する。


    「それにしても、どうかしてるな、ここは」


    　どうやら、ポキ経済はすでに校内すべてで完かん璧ぺきに確立されているようだった。


    「そもそも、通行用のポキは自分の尻しりに当てたポキじゃなくても全然いいってのが適当すぎるだろ」


    　僕たちも、さっきから通行用には服はつ部とりが使ったポキしか提出してないのに何も言われない。検査シートの役割を全然果たしてない。


    「形けい骸がい化かしてんだよ。それはただのカネだ。それに、帝国民は通行時とは別に一日三回の洗浄を受ける時にしっかり検査もされてるからな」


    　そうか。なんとなく、志し保ほの狙ねらいが読めてきた。志保は、まずポキの価値を上げ、帝国を築く。その後、全校生徒をすべて従順な帝国民にしていけば、パラシスタンス検査が確実に全校生徒にできるだけでなく、校内の浄化もできると考えたのだろう。確かに一石二鳥……だけどここまでやるかよ、普通。


    「ていうか服部、僕たちさっきから歩いてどこに向かってるんだ？」


    「……闇やみ市いちだよ。俺にも用事があるし──市場に行くのが一番手っ取り早くこの国を把は握あくできると思ってな」


    「闇市？」


    「とりあえず、弓道場のスペースがレジスタンスの一番大きな闇市場として発展しているんだ」


    



    「へいらっしゃ─────い！」


    　弓道部の敷地内、遠くに的の見える場所に入ると、布を纏まとった住民たちの威勢のいい声がまず耳に飛び込んできた。先程の配給など比べものにならない。もちろん白ブリーフの帝国民も何人かいるのだが、半分以上はレジスタンス軍のようだった。


    　ちなみに、白ブリーフ横並びの帝国民の服に比して、レジスタンス軍の衣服は鮮やかな布を纏まとったり、あるいはジャージだったりと千差万別だった。折しも時季は夏だ。洗濯が最小限で済むよう、独自の民族衣装が発達したのだろう。中には布を身体からだに巻いている女子生徒などもいる。


    「ほー……すごい盛り上がりだなー……あ、あっちでトランプやってる！」


    　サナが感心したように呟つぶやく。


    「あれはカジノだ。ポキを賭かけてみんなが勝負してる」


    　服はつ部とりがそちらの方を指差して言った。


    「なあ、ここの闇やみ市いちはどういう物を売ってるんだ？」


    　僕は服部に尋たずねた。


    「帝国直属の売店とはひと味違うぜ……なにしろ管理されてないからな……」


    　服部は、ニヤリ、と笑う。


    「まあ、口で教えるより、色々見て回るといい」


    　どうやら、封鎖された学校では、人間の行き来は封鎖されてはいるが、物流までもが封鎖されているわけではないらしい。


    　とりあえず僕たちは自由行動ということで市場を覗のぞいて回ることにした。僕は中でも、段ボール箱を陳列台代わりにして構えられていた一つの小さな雑貨店に目を止めた。


    「いらっしゃい」


    「ごめん、ちょっと品物を一通り見せてくれるかな？」


    「あい、色々揃そろってるよー、コッペパンは二ポキだろ、カレーパン三ポキ……」


    　なるほど、話を聞くうちにこの経済世界の相場がだんだんと解わかってきた。


    　それにしても、さっき服部が言っていた、闇市は帝国の売店とはひと味違うというのは、どういう意味なのだろうか。今のところ、特に違いそうなものは別に……。


    　と、その時。


    「お兄さんお兄さん」


    「……ん？」


    　サナがたまたまよその商店を見に行っていなくなったタイミングを見計らって、店主が手招きしていた。そばに寄ると、店主は一冊の本をこっそり紙袋から出す。


    「これは……？」


    「お兄さん、ここでの生活でたまってないかい？　げへへ……えっちな本あるよえっちな本。好きなんだろ？　ポキは張るけどね」


    　エロ本一冊＝ポキ十枚。


    「足あし下もと見てるなー！」


    　生活に必要性の低い嗜し好こう品類は、価格が高くなる傾向があるようだった。


    「どうだい、えっちだよ」


    「いや、いらない……」


    「ちっ、必要ねえってか。リア充は死ね」


    「それより何か食べ物くれないか？　最近カンパンしか食べてなくて……」


    「じゃあ、ドーナツ。三ポキだよ」


    「ああ、いただくよ」


    　とりあえず、服はつ部とりに十ポキほど借りてあったのだった。


    「ここで装備していくかい？」


    「いや……いい。てかドーナツをどうやって装備するんだよ」


    



    　サナと再び合流した後、店を出てしばらく歩くと、服部が壁に背を付けて待ち構えていた。


    「……買い物は済んだか？　じゃあ先に進…………ん？　あ、あいつらっ！」


    　服部が、誰だれかを見つけたように急にどこかに向かって駆け出していった。


    「あ、は、服部！　くそっ、マフラー摑つかんどくの忘れた！　あのクズ逃げんじゃねえだろうな！」


    「唐から人と、ドーナツおいしいな～」


    　もふもふとドーナツを頰ほお張ばる僕の手をサナが繫つないでいた。とりあえず、それを急いで飲み込むと僕たちは駆け出した。


    「サナ、服部を追うぞ！」


    「ふ、ふわあ！」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　弓道場の片隅で座り込んでいたのは、確かに見知った顔二人組だった。


    「あれ、お前ら……」


    「ガハハ、久しぶりじゃな」


    「オーウ、増ます川かわサーン、お久しぶりデース」


    　会長親衛隊四天王の、金きん腹ぷくとゲイツだった。


    「金腹！　ゲイツ───！」


    　服部が抱きつく。


    「ハットリサーン！　お久しぶりデース！」


    「これで四天王勢せい揃ぞろいだな！」


    　三人が肩を組んでキャッキャと喜び合う。


    「あれ……てか、お前ら……四天王って」


    　明らかな違和感を指摘する。


    「三人しかいないじゃん……あともう一人……髪の毛ツンツンの下しも条じようとかいうやついただろ？　あいつはどうしたんだ？」


    　三天王（元四天王）たちは暗い顔をしながら答えた。


    「……下条は……『大人の事情』で……転校することになりマシタ」


    「なんだよ……『大人の事情』って」


    「色々あるんじゃ…………」


    「でも、これはむしろ、発展的脱退と捉とらえてほしい！　さらなる無茶をするための！」


    　その三天王の必死な表情には、これ以上詳しいことを聞くな、という無言の圧力が込められているようだった。


    「ま、いなくなったもんはしょうがないからのう……四天王はこれから新たなメンバーを加えていく予定じゃ……オーディションからやり直して……」


    　どうやら、こいつらも色々とあって大変なようだった。


    



    「ところで、お前らここで何やってたんだ」


    　僕は片隅で座っていたゲイツと金きん腹ぷく二人に問うた。すると、ゲイツがニヤリとほくそ笑えみ、ノートパソコンを開いてこちらに向けて見せてきた。


    　黒い画面に何やら、黄色やらピンクやらの折れ線グラフが表示されている。


    「これ……なんだよ」


    「フフフ……実は私とキンプクさんは同じ部活に入ってマシテ……何部かワカリマスカ？」


    「さあ……」


    「ズバリ、ＦＸ外国為替部デース！　そして我が社の技術力は、もうすでにポキの取引に関してもプログラムを開発したのデース！」


    「名付けて、リアルタイム『ＰＭＴポキ・マネー・トレード』システムじゃ！」


    　二人はシステムの説明を始める。


    「システムの賛同者に会員登録してもらって、自宅にある貯金や物品の分まで含めた資産額を算出シマシタ。その残高を使って、ワレワレは電子でのポキ取引をできるようにしたんデース。アレを見てクダサーイ」


    　ゲイツの指差す先には、大きな電光掲示板があった。


    



    ポキ／円　Bid（売値）～ Ask（買値）


    　82.12～36


    



    「なんだ、あれ……」


    「アレは、日本円でポキを売買する際に、現在一ポキあたり売値82・12円、買値82・36円で取引されているという意味デース。このノートパソコンと連動してポキ市場の動きをまさにリアルタイム出力しているのデース」


    「世はまさに円安ポキ高時代！　儂わしらがポキを高値で買い取る！　そして、更に値段が上がったところで高値で売りつける！　ぐふぉっふぉっふぉ！　ビジネスの世界は、時流に乗れないやつが負け組になるんだよーん！」


    　そして、二人は再び画面に見入る。


    「ア、キンプクサーン、売り注文約やく定じよう（契約成立）したヨ！」


    　電光掲示板を指差してゲイツが呼びかけた。


    「よし！　次は買いじゃ！　ポキをさらに買い増しじゃー！」


    「カイマシー!!」


    　二人がパソコンを操作すると、電光掲示板の数字が変わって、さらに高い数値を表示した。


    



    ポキ／円　Bid～Ask


    　87.45～64


    



    「Whoooop！　約定デース！」


    「ガッハッハ！　また儲もうかってしまったのう！」


    　二人は喜色満面でハイタッチした。


    「ツギハドウシマスカー？　当然買い増しデスヨネー？」


    「当たり前じゃー！　もっと！　もっと限界までレバレッジを効かせるんじゃ！」


    「了解デース！　ポキ円相場にレバレッジ百倍で買いポジを建ててオキマース！　これでマタ大儲けデース！」


    「「がっはっはっは！」」


    「……行くぞ、サナ、服はつ部とり」


    「あ、ああ」


    　どうでもよくなってきたので放ほうっておくことにした。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「さて、増ます川かわ、次はどこに行く？」


    　服部が尋たずねてきた。


    「ああ……じゃあ次は僕の教室……あ、じゃなくてその前に従妹いとこがいる教室に行っておきたいんだけど……」


    　そんな相談を服部に持ちかけた時だった。


    「おい！　やべえ、来るぞ！」


    　そんな風に、弓道場の入り口近くで双眼鏡を構えていた一人の生徒が叫んだ。


    「やべえ！　店じまいしろ！　はやく！」「隠せ！　隠せ！」


    　その絶叫を受けて、商店を開いていた一同が、軒先の商品に、ばさーっ、と布を被かぶせた。


    「な、なんだ……？　何が起きたんだ？」


    　服部が床に膝ひざをついた。


    「くそっ……お前ら、息を止めとけ！　来るぞ！　洗浄皇帝が！」


    「せ、洗浄皇帝？」


    　その時、突如、入り口から、大量のスモークが噴出された。


    「ぶほうっ！」


    　不意を突く出来事に、その噴出を、僕とサナはまともに食らってしまう。


    「けほ、けほ」


    「げほっ……サナ、大丈夫か……」


    「皇帝陛下のおなぁりー……っ！」


    　下したっ端ぱの居丈高な声とともに、一団の足音が入ってきた。


    　そして──懐かしい声が、僕の耳に入ってきた。


    「……まったく、ここの汚民のみなさまは帝国陣門に下る決断が未いまだに出来ない愚か者ばかりのようですわね」


    　汚民……あの言い方をするのは……一人しかいない！


    「唐から人と、もしかして！」


    「サナ！　とりあえずここにある布を被かぶって隠れるぞ！」


    　僕たちはたまたま近くにあった布を頭から被り、その光景をこっそり覗のぞき見る。そして現れた姿は……。


    「コー……ホー……」


    　案の定。ガスマスクを着けていた。──が、そのガスマスクは完全に進化して、顔全体をすっぽりと覆おおい、なめらかなコーティング加工がしてあるものに変わっていた。もはや、ガスマスクではなくガスヘルメットだ。と、いうより……。


    「ダース・ベイダーのつもりかよ！」


    「コー……ホー……」


    　フルフェイスの黒ヘルメットで呼吸するその姿は、完全に暗黒フォースの使い手と化していた。だが、その下の華きや奢しやな腕と大きな胸の膨ふくらみ、そして襟えり足あしから見える金色の髪色は、その人物が志し保ほであるということを明らかに示している。ちなみに、隣にいる兵たちは、ここに来る途中で見た他ほかの兵たちとは違い、白レインコートを着ている。特別に位が高かったりするのだろうか？


    　志保は、この市場の代表者らしき人物と話を始めた。


    「……まったく、こそこそとドブネズミみたいな連中が大挙して、何をしていたのかしらね？」


    「……ただの天気の話ですよ。お許しくださいませ、皇帝陛下」


    「ふうん……」


    　志保は、白い布の掛けられたあたりを一いち瞥べつして薄く笑った。


    「まあ、良いでしょう。ただし、融ゆう和わ政策にも限りがあること、しっかりと覚えておくことですわね」


    　と、その時。


    「脱ポキ者を捉とらえました、陛下！」


    　そんな叫びとともに数人の白ブリーフたちが弓道場の中に入ってきた。


    「……脱ポキ者？」


    　小声で服はつ部とりに問いかける。


    「……ポキル帝国から逃げ出そうとしたやつのことだ」


    　服部は答えた。そして、白ブリーフの一人が志し保ほに報告する。


    「裏門付近の壁を、こっそりよじのぼろうとしていたところを確保いたしました！」


    　その中心には、一人の男が、後ろ手に縄でくくられたまま運び込まれていた。きちんと服を着ているということは、汚民と呼ばれる一人なのだろう。


    「たっ……頼む！　見逃してくれえ！」


    　男は、必死に懇こん願がんしている。


    「いっ……妹が！　妹が病気らしいんだ！　だからうちに帰って、看病してやらないと……」


    　冷たく、志保は言った。


    「心苦しいですが……これは持久戦なんですの」


    「ひっ……！」


    「心から帰宅を望むのなら、あなたも一刻も早く全校生徒が帝国民に下り、パラシスタンスが見つかることを祈りなさい」


    　そして、一いつ喝かつする。


    「強制洗浄！」


    「うわああああ！」


    　瞬またたく間に脱ポキ者は、即席カーテンで作られた部屋の中に引きずり込まれていく。そして。


    「ジョイ……ドメスト……ママレモン……」


    　先ほど、脱ポキを望んでいた生徒は──白ブリーフ一丁になり、放心したようになにかを呟つぶやくだけの存在になってしまった。


    「これでよし……清潔な身体からだになれたこと、感謝するべきですわね」


    　その光景を遠くから見て、服部は「……怖こええ……」と呟いた。


    　そんな服部の肩を、ちょんちょん、と叩たたく。


    「服部、お前志保にこういうことを聞き出せるか？」


    「え？」


    　そして、服部の耳元に口を寄せると、尋たずねたい内容を伝達した。


    「……なっ……！　ふざけんな！　なんでそんな危ねえ橋、俺が渡らなきゃいけねえんだ！」


    「一応また言っとくけど、お前と僕との間には一か月間奴ど隷れい契約が残ってるんだからな」


    「わ、わかったよ！　行きゃーいいんだろ、行きゃ！　くそ！」


    　そして少し緊張した面おも持もちで、服はつ部とりは、やけくそ気味に志し保ほの前に粛しゆく々しゆくと歩み出て行った。


    「洗浄皇帝陛下！　少々お時間をよろしいでしょうか！」


    　志保も、その声に気がついたようだった。服部は襟えりを正し、志保の前にゆっくりと跪ひざまずく。


    「ほ……本日は陛下に畏かしこみて申し上げたいことがございます」


    「面おもてを上げるとよいですわ」


    　志保がガスヘルメットの目鼻口部分を、ガシャコン！　という音を盛大に響かせて開いた。ちなみにガスヘルメットの開閉は全自動にバージョンアップしていた。


    「あらあなた、部活巡りの時、プールで一度会ったことがありますわね。──忍者部の服部、だったかしら？」


    「はっ」


    「まったく、あの時は、増ます川かわ唐から人とに、いっぱい食わされましたわ……あんな子供だましの思い出を、少しでも楽しいと思ってしまっていたなんて……」


    　そして、志保は顔を曇らせた。


    「まあ、面白いから、言いたいことがあるなら言ってごらんなさいませ」


    「はっ……」


    　服部は、恭うやうやしく頷うなずくと、僕の伝えた内容を厳おごそかに告げた。


    「洗浄皇帝陛下は、パラシスタンスとやらを捜し出すためにこの帝国をお築きになられたと伺い聞いております」


    「ええ──。強制検査をしようとしてもこの高校の連中は言うことを聞かない。だから、全員が自発的に検査をする環境に追い込んでいるだけのことですわ。そうすれば──最後に残った連中が、パラシスタンスと解わかりますでしょう？」


    「では、なぜ……そこまでしてパラシスタンスを捜してらっしゃるのでしょうか？」


    「組織がそれを望んでいるからですわ……」


    　それを話す時だけ、志保の目からハイライトが消えたような気がした。


    「それに……みなさまの中に紛れ込んだ汚れた種しゆであるパラシスタンスを暴あばき出してさしあげることは、みなさまにとってもよいことだと思うのですが」


    「で、では、もし──」


    　服部は声を詰まらせながら尋たずねる。その先の意見を皇帝に注進するのは、命がけなのだ、とでも言うように。


    「もし──パラシスタンスが、見つかったとしたら、陛下はこの学校の封鎖を──解かれるおつもりはあるのでしょうか……？」


    「……そうですわね」


    　志し保ほは少し考え込むと、言った。


    「わたくしの胸むね三さん寸ずん、と言ったところかしら？　ご覧なさい」


    　志保の指が、弓道場を飛び出し、中庭の一点を指差す。そこには、純白の大理石が積み上げられ、何かの土台にされているように見えた。


    「見てくださいませ。美術部に石せつ膏こうを借りた上で、ＤＩＹ部に仕事をさせて、ポキル帝国の権力の象徴として宮殿を建築しようとしているところなのですわ。名前は──ラージ・ポキル」


    　なんだか、やけに世界遺産っぽい名称だった。


    「あのラージ・ポキルが完成したら──ここはきっとわたくしの理想の世界になりますわ。パラシスタンスも排除できて……みなさまが衛生的に暮らせ、悪意も存在しない夢のような世界に……」


    　そして、志保は、再びガスヘルメットの窓を閉める。その後の台詞せりふは、コー、ホー、という呼吸音の奥にくぐもった声になって聞こえる。


    「あなたも気が向いたら、帝国指定の歴史教科書をお読みになって勉強なさるとよいかもしれないですわね。それでは」


    　そして、志保は去っていった。


    　──そして、それを見届けたところで、服はつ部とりが大きく息を吐きながら、腰を落とした。


    「っ……ぷはー……さすがに、皇帝と直接話すのは緊張したぜ……」


    「ああ、すまなかったな、服部」


    「……解わかったか？　この学校がすっかり変わっちまったってこと」


    「ああ……そしてあの日、本当の敵を前にして、父親に連れて行かれる志保に何も言えなかった僕が、間違っていたことも。だから──」


    　僕は──覚悟を決めて、口にした。


    「志保と戦って、この帝国を──打ち倒すことにする」


    「なっ……お前、正気か!?」


    「ああ」


    　僕は、中庭に建築されている大理石の宮殿を眺めながら決意を新たにした。
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    　市場で帝国史の教科書も買ってみたが、よく解るような解らないような。得られた情報は、総司令部が放送室にあるということぐらいか……。


    　とりあえず、自分の教室より先に、桜さくらの教室に向かうことにする。ポキを節約するため、桜の教室には一人で行くことにした。サナと服部には、僕の教室の前で合流する約束をしてある。


    　正直に言えば。櫂かい実じつや丈じよう児じなんかよりも、一番心配なのが桜だった。桜は、どうも考える前に行動してしまう癖くせがあるからだ。だから、こないだの事件の時も、早とちりでアニサキスを飲み込んだりするはめになったわけだし……。


    　が──その心配もよそに、桜さくらは、無事にいてくれたようだった。


    　その後ろ姿を見たとき、ほっと一息をついた。


    　桜は、何やらパンフレットを片手に逡しゆん巡じゆんしているようだった。背後から、そっと聞き耳を立てる。


    「うう、お兄ちゃんが来るまで、がまん……」


    　その手に持っているパンフレットを窃せつ視しする。


    　そこには、にこやかな顔の老若男女のシンプルなイラストと、「なろう！　帝国民」という大見出しに加え、「せめて、人間らしく～寝床・食事・衛生の保障～」といった小見出しが掲げられていた。


    　本文までざっと眺めると、


    『帝国のおふとんあったかいよ……お風ふ呂ろ気持ちいいよ……ご飯おいしいよ……』


    　と、「……」を多用することにより郷愁感を必要以上に醸かもし出していた。


    　そして、桜の肩はかくり、と垂れ下がり、


    「ぷひゅう」


    　心が折れる音を聞いた。


    「無理です。ムリムリ。お風呂入りたいです。服従します」


    　そして、周囲を確認することすらせずに、


    「うう……白スポブラか……」


    　いきなり衣服を脱ごうとしていた。


    「おい、桜！」


    「ひゃああああ！」


    　その顔が、ゆっくりと振り向かれる。


    「お……おに……いちゃ……？」


    「ああ、僕だ」


    　そして、その目に涙が浮かんで、


    「はわ─────んっ！　本当にお兄ちゃんだ！　お兄ちゃ────ん！」


    　桜が胸に飛び込んできた。


    「おい、半脱ぎのままだぞお前……てか、心折れかけてたな……こっち先に来てよかった」


    「うん！　あいつらには屈しないよ！　だって、あいつらが屈服の証あかしとしてわたしに渡したの、スポブラだったんだもん！」


    「……は？」


    「スポブラを！　『お前の乳にはこれで充分だろ（笑）』ってことの証明としてスポブラを！　許せぬ！」


    「そんな理由で抵抗してたのかよ！」


    　まあ、とはいえ、桜さくらの矜きよう恃じも解わかったので、どうにもいじらしかったが。


    「ま、でもよく無事でいてくれたな。偉いぞ」


    「あと……この子を守ろうと思って……」


    　懐ふところから、小さな緑の塊かたまりがコンニチハしていた。


    「あ、それ……」


    「ほーい、ロイ子ちゃんもう戻っていいよー」


    　桜が、水筒の水を緑色の物体にかける。すると、むくむくむく、とロイ子はいつもの幼女姿に戻った。頭にはオカモトさんと呼ぶ気持ち悪いカタツムリを乗せて。


    「おう、もどったわ──────！」


    「すげえな……ふえるわかめかよ」


    「おう、久しぶりじゃの、童貞将軍やないかい」


    「毒舌は相変わらずな……」


    「それにしても、世間は偉いことになってもうてるのう」


    　ロイ子が、周囲を見渡しながら言った。


    「あのバカ乳の潔けつ癖ぺき女、ようやってくれたわ」


    「桜、このやっかいなロイ子……よく、守りきってくれたな」


    「ほんとに……どういう暮らしをしてたかって……気になる？」


    「まあ……」


    　そして、桜はめそめそしていたかと思うと、急に顔を上げた。


    「どんな感じで過ごしてたかっていうと、こんな感じです！」


    「……え？」


    　ロイ子と桜が、突如横並びに広がり、まずロイ子が直立不動になって何かのナレーションを始めた。


    「時は宇宙世紀ダブルオーセヴンティーナイン」


    　桜が名乗る。


    「シャアです」


    　ロイ子が名乗る。


    「整備兵です」


    　シャアと名乗った桜が、何もない下のほうを見下ろしながらつぶやいた。


    「確率は八十パーセントと聞いたのだが」


    「八十パーセント？　冗談じゃありません、ちゃんと使えば百パーセントの性能を出せます！」


    　この小芝居がなんなのか解らず、僕は真顔でじっとそれを見つめていた。


    「先端が膨ふくらんでいるようだが」


    「あんなの飾りです！　偉い人にはそれが解わからんのです！」


    　そして、ロイ子が再び直立不動になりナレーションを入れた。


    「そう、それは、ジオン軍の新型モビルスーツだった。その名も……」


    　二人が声を合わせて叫ぶ。


    「「ヒニング！」」


    　ロイ子が桜さくらの頭を思いっきりはたいた。


    「って、避妊具やなーい！　ジオングじゃ！」


    「あべし！」


    　そして二人が横並びに戻った。


    　ゆっくりと手を交差させながら、屈伸する。


    「「じゃんかじゃんかじゃんかじゃーん、卑ひ語ごファイブ────」」


    「……は？」


    　よく解らないが、桜とロイ子がキメポーズを取って、ゆっくりとお辞じ儀ぎをした。


    「……今のはなんだったんだ？」


    　桜が答える。


    「卑語ファイブの卑語漫才でした。すべての不条理な展開に卑語でオチを付けていきます」


    「前衛的すぎるよ！」


    　呆あきれてそれしか言えなかった。


    「お前ら……閉鎖されてる間そんなことやって暮らしてたのか……」


    「今までに全部で二十ネタ作りました。まず素人参加の漫才番組でも狙ねらってこうかと」


    「いや……お前らそれ別に面白くないし元ネタがマニアックだしそれ以外にも色々最低だからな」


    「なぬうう！」


    　ていうか、意外と仲良くやってそうでよかったのか？


    「ま、とにかくさ。二人とも、よく無事でいてくれた。偉いぞ、桜」


    「え、本当……？」


    　僕に褒ほめられた桜は、満面の笑えみで、とろける。


    「うん、堪えててよかったぁ……」


    　その笑顔を見ると、こちらも自然と笑みが零こぼれた。
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    　そんなこんなで桜とロイ子を連れて、サナと服はつ部とりと合流し、自分の教室に入る。まだせいぜい一週間かそこらなのに、異常に懐かしい感じがした。もっとも──その教室の光景はすっかり様変わりしていたのだが。


    　隅っこでは、汚民の大道芸人がポキを要求している。何人か、白下着の帝国民もいる。


    「うわ、……ここ、本当に僕の教室かよ」


    　にわかには信じられない。


    　サナと桜さくらとロイ子は、「わーい」と声をあげて早々に大道芸人を見に行ってしまった。


    「まったく、あいつらは自由すぎるだろ……」


    　と、その時。僕らの前にざっ、と音を立てて立ちはだかった人物がいた。見覚えのあるその人物は……。


    「お前……唐から……人とか？」


    　丈じよう児じが、信じられないものを見たというような表情で、こちらを凝視していた。


    「おおおお！　丈児！」


    「唐人──！」


    　僕たちは手を取り合って再会を喜んだ。


    「久しぶりだなー！」


    「ああ！　やっぱ無事だったな！　寂しかったぞ……」


    　丈児が叫ぶ。


    「親友コンビの復活だな！」


    　そして、丈児の視線が横にスライドする。


    「……なっ……!?」


    　隣にいる服はつ部とりを見て、丈児が驚きよう愕がくした。


    「な、なんだよてめえ」


    　凝視されて服部が露ろ骨こつに不機嫌そうな顔をする。


    「な、なんでこんなやつが隣に……！　唐人！　こ、こいつといつ友達になったんだ！」


    　服部がその言い草に抗議する。


    「おい！　別に友達になったわけじゃねえよ！　俺は増ます川かわに借りがあるから、仕方なく学校を案内してるだけだ」


    「そうだ。こいつは人間のクズだからな」


    「でも唐人……結局お前の隣にいるのはクズじゃねえか……俺よりクズの方が……」


    「だから丈児、違うって！　こいつには貸しがあって、生殺与奪の権利を僕が持ってて便利だからそばに置いてるだけだって！」


    　僕は服部の首に繫つながっているマフラーを摑つかんで、丈児に見えるように高く掲げる。


    「ほら、こいつは僕の犬なんだ。な？　わんわんだ！　わんわん！」


    「おいコラ！　誰だれが犬だてめえ！　吠ほえるな舐なめるな刺すぞコラ！」


    「く、くそっ……！　そんなこと言いやがって……仲良さそうにっ……！」


    　じれったそうに、不安そうに丈じよう児じが苛いら立だちを見せる。そして。


    「うわああああ！」


    　丈児が服はつ部とりに飛びかかった。


    「唐から人との親友は、俺なんだぁ────！　俺を犬にさせろおおお！」


    「なっ、なんだてめぇ！　やんのかコラ！　受けてたつぞコラ！」


    　それを服部ががっぷりよつで受け止める。丈児と服部は、もつれ合ったままクラスの外まで転がっていった。


    「……」


    　よくわからない展開で取っ組み合いを始めた丈児と服部を放っておいて、僕は自分の席に向かう。


    　さて、あいつもたぶん、無事でいてくれてると思うんだが……。


    



    　その思おも惑わくが、的中した。こんなに嬉うれしいことはなかった。


    　櫂かい実じつはいつもの席に、鎮ちん座ざして、本を読んでいた。変わってしまった世界で、そのいつもの光景を見て、こんなに安あん堵どしたのは初めてだった。なんだか、泣けてすらくる。


    「よう、櫂実、久しぶり。無事にパラシスタンス検査はやり過ごせたんだな」


    「……増ます川かわ君、待ってた」


    　見ると、櫂実の机の横には大量に本が積まれていた。


    　今日はカール・ポランニー『人間の経済』、ケインズ『雇用・利子および貨幣の一般理論』、マンキュー『マクロ経済学』などなど、経済学に関する本が多く積まれているようだった。


    「……原初的な経済の成立は物々交換から始まるらしい……というのをカール・ポランニー氏の本で学んでたら……本当にその通りになった……すごい……」


    「……こういう特殊な社会ってのは前例があるのか？」


    「閉鎖空間において貨幣以外の物が価値を持つのはよくあること……例えば……先日も北のとある国で……チョコパイが地域通貨として使われているというニュースがあったし……」


    　さすがこの知識量。櫂実だな。懐かしい。


    「櫂実はここでずっと本を読んでたのか」


    「……うん……増川君とも連絡が取れないし……授業もたまにしかないし……本を読むしかなくて……」


    「え、授業……やってんのか、こんな状態で」


    「コマ数は減ったけど……一応やってる……」


    「まてよ……てことは、先生たちは授業をやる気がある……ってことは、相談すればこの学校の現状、なんとかしてくれるんじゃないのか？　そうだよ！」


    　言ってるそばから、というやつだろうか。


    「お、増ます川かわじゃないか。久しぶりだなー」


    　教室のドアをくぐって担任が来た。


    「あ、せんせ……」


    　白ブリーフ一丁だった。


    「うわあ───っ！　この人めっちゃ権威に従順だ──っ！」


    「ははは、先生はいくらでも長いものに巻かれるタイプだぞう。じゃ、十分後に授業な！」


    「……大人までああなのかよ」


    「あの担任は……中でも服従するのが特に早い部類だった……」


    　やっぱ、まともじゃないな、と思う。


    「……なあ、櫂かい実じつ。聞きたいんだけど……この帝国を倒す何かいいアイデアはないかな」


    　真剣な顔で櫂実に詰め寄る。その瞬間、櫂実の口元が少し緩ゆるんだような気がした。


    「……うん……増川君、やっぱり」


    「……なんだよ」


    「……また主人公顔になってる……」


    「は？　……なんだよ、主人公顔って」


    「ううん……拙せつ虫ちゆうがそう見てるだけだから…………気にしないで……」


    　櫂実が、嬉うれしそうな含み笑いを嚙かみ殺しているようだった。


    「でも……きっとそのモードになってくれると思って……拙虫も色々考えてた……じゃあ、教えるね……」


    　櫂実は、ノートと、分厚い本を取り出しながら、講義を始めた。


    「まず、この学校の経済を、パラシスタンス検査シート経済……通称『ポキ経済』と呼ぶことにします……」


    　櫂実は、ノートにポキの絵を描かく。


    「……経済というのは、魔法みたいなもの……みんながこの紙切れに価値があると信じるから、ただの紙切れが通貨として成り立つ……」


    　櫂実は、ノートに『シニョレッジ』という言葉を書いた。


    「これは？」


    「……この独裁体制のキーワード……この独裁体制の本質は……国家より先に経済が発生して……たまたまそのシニョレッジ貨幣発行特権が後天的に一局に集中していたことが、すべての元凶……」


    「要するに？」


    「……この帝国が権威として機能しているのはシニョレッジがあったから、にすぎない……だから帝国はポキの検査シートとしての役割を形けい骸がい化かさせても、その利権の方を選んだ……」


    　なんだか、櫂実の話は油断してるとすぐ置いていかれそうになる。


    「えっと、櫂かい実じつごめん、要するに、どうすればこの国を倒せるのか……教えてくれないか？」


    「うん…………この帝国を倒す方法はあるの……それも簡単で……ポキを集めればいい……それだけで、この帝国の魔法は解ける。馬車はカボチャに……馬はねずみに」


    　シンデレラの例えか。僕たちの十二時はいつ来るんだろうか。


    「なるほど……でも、ポキを集めるって……どれくらいだよ」


    「……ちょっと待って。試算してみる……ええと……」


    　櫂実は、ノートにボールペンでキュキュッ、と曲線を描いた。


    「櫂実、何やってるんだよ……」


    「マクロ経済学の実践……この帝国における貨幣の価値を算出するために……ここでは貨幣数量説に基づき……ケンブリッジ学派の現金残高方程式を用いる……」


    　櫂実は、さらさらと、ノートに何やらアルファベットと計算式を書き込んだ。


    「ほら……これがこの学校におけるポキの需要量を、数式で表わしたもの……」


    



    　M=kPY（ただし、k=1/vとする）


    



    「なるほど……さっぱりわからん」


    「ここに、市況などの諸条件から想定される数値を代入していく……恒等式が成り立たなくなる条件を概算で考慮して……」
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    　櫂かい実じつはぶつぶつと何かを呟つぶやきながら、さらさらとアルファベットに数字を代入していく。そして数分の後。


    「……はい、立式終わり……」


    　そしてノートをこちらに向けて渡してきた。そこには、先程の数式のアルファベットが、数字に置き換わったものがあった。


    「はい……あとは、移項して計算してみましょう……」


    「……え？　僕が？」


    「……うん。計算するだけ……自分でやった方が、実感が持てるでしょ……？」


    「あ……まあ……」


    　突然振られるとは思っていなかったので、必死に計算をする。


    「えーと、掛け算が……割り算になるから……」


    「頑張って……」


    「いや、自分でも何やってるか全然解わかってないんだけど……。ええと……で、できた……」


    　その数字を導き出した時、櫂実は出来の悪い生徒がようやく問題が解けたのを見るかのように微笑ほほえんだ。


    「はい、よくできました」


    　そして、頭をよしよしと撫なでてきた。


    「……かわいい。増ます川かわ君はかわいい生徒だ」


    「は、はは……で、この数字、なんなんだ？　千二百……でいいんだよな？」


    「あ、うん。だから……あとは、この式が成り立たなくなるよう数値を変動させればいい……」


    「……要するに？」


    　そして櫂実は、今回のミッションの最終目標を宣言した。


    「三日間以内にポキを千二百枚集めればいい……そうしたら、この世界を元に戻せる……」


    「千二百枚か……」


    　櫂実の試算にどこまで正確性があるかは解らないが、きっと千二百枚集めれば充分なのだろう。ま、とにかく信じるしかない。


    　僕の下へ手たな考えより、櫂実の策の方が信じるに値すると思われるし。


    「ええと……今、僕たちの手持ちポキがどのくらいなんだろう？」


    　僕とサナはここまで服はつ部とりのポキを借りてたどり着いたわけだが、先程見た感じでは、服部はあと二十枚くらいは持っていそうな感じだった。


    「櫂実は？」


    「拙せつ虫ちゆうのポキは、百四十八……」


    「結構貯たまってるな」


    「……拙せつ虫ちゆうは……配給で食べ物を消費しないから……移動さえしなければ自然にポキは増える……拙虫たちは、宿しゆく主しゆが無事なら食べなくてもいいの」


    「そっか」


    「図書室に行くのに何枚か使ったけど……」


    「ま、しょうがねえな。ええと、でも、全部合わせて百ポキあるかどうかってとこかな……。結構厳しめだけど……。じゃあ、まあ……とにかくいっちょやってみることにするか」


    　そして、僕たちの世界を戻すためのポキ集めが始まった。


    



    



    　ミッション達成条件　三日間以内に千二百ポキ集める


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　人ひと混ごみの中、ポキを支払い、流れるように自動改札を抜ける。


    　塵ちり一つ落ちていない校内。志し保ほが変えてしまった世界、『ポキル帝国』。


    　そこらを歩く誰だれもが、無表情で、生気の抜けた目をしている。群れの意識全体が、自動化されたようだ。


    　中庭に出ると、放送部所有の大きなオーロラビジョンが帝国のＣＭを流していた。


    　なにやら恰かつ幅ぷくのいい男子生徒が、白ブリーフに保健委員の腕章を着けて、演説をしている。


    「今まで僕たちは、本当に不衛生な世界に生きていました。体内に雑菌や寄生虫がいたとしても、たまに検査するまでそれに気が付かない世界。今では思います……間違っていたと」


    　原稿でも読み上げているのだろうか、男子生徒は、時折下の方に目を落とし、つっかえながら演説を続ける。


    「それを教えてくれたのが、洗浄皇帝……皇帝陛下でした。まだ帝国に与くみしないレジスタンスのみんなにも、僕は、こう言いたいです」


    　そして、彼は腕を大きく振り上げた。


    「不衛生な人間であるより、衛生的な豚になろう！」


    　それを境に、カメラがぐっと引いて、白ブリーフの合唱団が現れた。


    「いつもニコニコ、世界キレイキレイ♪」


    　あの合唱団は文化祭かなんかで見たことがある。確か、合唱部の連中だっただろうか。彼らはファルセットで高らかにテーマソングを歌い上げる。


    



    　毎日検査、きれいなからだ


    



    　ご飯ももらえる、後こう顧こ憂うれいなし


    



    　寄生虫なんていやだ、みんなで駆虫、ポキ検査


    



    　ああ　素晴らしき　ポキル、ポキル帝国


    



    　そこでボーカルが終わり、ポキ・ヘンドリックス（とテロップが出た男）によるギターソロが始まった。そして、ＣＭの終わりにはまた、最初の男子生徒がキャッチフレーズを連呼する。


    「不衛生な人間であるより、衛生的な豚になろう！」


    　最後は全員で声を揃そろえて。


    「そして、幸福な世界へ！」


    　ＣＭは終わった。


    



    「……幸福て」


    　この壊れた世界が本当に幸福、なのだろうか。


    　保健衛生国家ポキル帝国。


    　病気のない幸福。消毒された幸福。


    　人間の最も大切な感情さえも、『浄化』された世界。


    　もしそうやって、世界から悪意が消え失せたとして──。


    　ここは、本当に病気のないユートピアになるのか？


    



    　──僕は思う。


    　本当に完かん璧ぺきな世界だとしても、こんな世界は、正しくない。たぶん。


    



    　だから、僕は──この世界の理ことわりを元に戻すため、先を急いだ。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「この辺にいるはずなんだけどな……」


    　服はつ部とりに教えられた教室近辺の廊下を歩いていると、ふと耳にこんな声が聞こえてきた。


    「ひいっ、助け……助けてください！」


    　振り返ってみると、悲痛な叫び声を上げながら、倒れている一人の華きや奢しやな眼鏡めがねの女子生徒がいた。


    「やめ……やめてください！　それは生活に必要なポキで！」


    「うるせえ！　こんなご時世にルールになんか従ってられるか！　力のある者が勝つ世の中なんだよ！　ヒャッハ───！」


    　恫どう喝かつしているのは、全身をプロテクターで武装した、先日隠れていた倉庫で略奪をしていたのと同じやつだった。そいつが、紐ひもの切れた鞄かばんを抱かかえてナイフを翳かざしながら人ひと混ごみを抜けようとしていた。


    「おらっ！　お前ら！　どきやがれ！　怪け我がしたいのかよ！」


    　その威圧に抵抗しようとする人間もおらず、さざ波のように人が引いていく。そいつは、悠々と焦あせりもせずに立ち去ろうとしている。


    　……どうやら、白昼堂々ポキの強奪事件が発生したようだった。


    　……くそ。とことん腐ったやつってのもいるもんだな。服はつ部とり以下だ。……さて、どうする？　人混みで目立つのはできれば避けたかったけど……『力』を、少し開放するか？


    　数瞬迷ったあげく、僕は意識と肉体のステージを引き上げ──ようとした瞬間、素早く、眼前を横切る白い影があった。


    「破はっ！」


    「うわっ！」


    　その速度は流星のように刹せつ那なで。ムササビのように舞っていった。


    「や────っ！」


    　そしてその影は、天井近くまで高く跳躍し……強盗をしていた男の頭部に全身でのしかかった。


    「うおっ！」


    「大人しくせいっ……命までは取らぬ！」


    　その声には、聞き覚えがあった。


    　その先程感じた白さは、巫み女こ装束のものだとすぐに気付く。男に飛びかかった巫女は、男の首に三さん節せつ棍こんを巻き付けて、締め上げた。あと……股こ間かんも後頭部に押しつけながら。


    「ぐぬ、ぬぬぬ……ぬ……ぷふっ」


    　なにやらわからぬが、幸せそうな顔をして男は気絶した。


    　一足先にどさり、と倒れ込む身体からだをよそに、再び跳躍した巫女は、白地に朱あかの袴はかまをふわりと膨ふくらませ、それから静かに降りてくる。


    「……ふん。この我の目の前で不ふ逞ていを働こうとは、ふとい輩やからだ」


    　一瞬の捕り物劇だった。そして──巫女は男の首根っこを摑つかみ上げ、公衆に向かって堂々と宣言する。


    「静せい粛しゆくに！　この輩は不当にポキを奪取しようとした！　とうてい看過できるものではない！　いいか！　我々レジスタンス軍は、人であるために帝国に抵抗するのだ！　それを無秩序と履き違えてはならぬ！」


    　そこに、騒ぎを聞きつけた兵隊らしき人物が現れた。


    　あれは……帝国指定教科書に載っていたし、志し保ほの隣にいたのも覚えている。


    　皇帝直属武装機動歩兵『ポキール・トルーパー』である。


    　白いレインコートに、膝ひざや肘ひじにサポーターを着けて防御力と衛生力を高めている。


    　白ブリーフや白下着しか許されていない帝国民や、白ブリーフにテイザー銃だけは許された憲兵と違って、エアガンを持てる分エリートには当たるのだが、皇帝と比べるとどうも下したっ端ぱ臭しかしない。まあいいけど。


    



    　そして、会長はその縛られている男を、トルーパーに向けて放ほうった。


    「……ここで不ふ逞ていを犯した犯罪者だ。連れて行け。強制消毒でもなんでもしてやれ。それで、貴様らも気が済むのだろう」


    「だが……」


    　トルーパーは納得しかねると言った感じで、立ち去らない。


    「とっとと行け！　それ以外の者に一切を手出しをするな。無関係の個人の自由まで蹂じゆう躙りんするというのなら、我、櫛くし名な田だ観み琴ことが許してはおかぬぞ！」


    「……ちっ。行くぞ」「ははっ、隊長！」


    　そして、トルーパーたちは渋々といった様子で立ち去った。


    　……なるほど。この辺りでは、レジスタンス軍と帝国軍の争いが一触即発ムードで、おおかた、全員を強制連行する口実でも探してた……ってとこか。


    　それを颯さつ爽そうと現れて守ったのが──あの、我が校の名物生徒会長、櫛名田観琴……なのだ。相変わらず格好いいな。信者がつくのも解わかる気がする。まあ……僕はごめんだけど……。


    



    　さて、僕が用があるのはその会長だ。


    　トルーパーを見送っているその背中を指先でつついて、小声で呼びかける。


    「……会長」


    「ぬっ？」


    　殺気を感じる。まだ何も話してないのに……。


    「誰だれだ、貴君は」


    　有無を言わさず三さん節せつ棍こんを構えられる。殺さつ伐ばつとしすぎだろ！


    「……ちょ、ちょっと待ってください！　僕です！　増ます川かわです！」


    　僕は会長に強調するように自分の顔を指差した。


    「なっ……増川！」


    　あれ？　なんか異常に狼ろう狽ばいしてる、みたいだけど……。


    「そ、その……貴君が無事で本当に良かった……」


    「え……？」


    「あ、会いたかったのだぞ……」


    　何か、すごく居心地が悪い。……とても熱い眼まな差ざしで見られているような……。話を切り替えようと声を発する……少し裏声気味になってしまったけど。


    「か、会長も、レジスタンス軍に入ってるんですか？」


    「無論だ。あんな連中に屈するか。我は我だ。誇りだけは失わないように留意している」


    　さすがだな、この人は。これなら、うまく話も切り出せるかもしれない。


    「じゃあ、会長は……この世界が、元に戻るなら戻った方がいいと思いますか？」


    「当たり前だ！　我にだって……生徒会長としての意地がある……こんなものは……こんなものは……風紀ではない！　統制だ！」


    　そして、会長は白ブリーフの帝国民を憎々しげに睨にらんだ。


    「なら……お話があるんです。このおかしくなった学校の元締め、帝国を打破する策があるんです」


    「策……だと？」


    「僕に託してくれませんか……会長のポキを。悪いようにはしません。それから……僕たちの企たくらみが成功した暁あかつきには、会長にもやってほしいことがあるんです」


    「詳しく……聞かせてもらおう」


    



    　そして、僕は会長に、これから計画していることをすべて話した。もっとも、僕たち一行にその捜されているパラシスタンスがいるということは伏せて。


    「なるほど……それができれば、確かにこの学校は元に戻るな……」


    「どうです。僕たちにポキを……託してくれませんか」


    「……解わかった。最大限協力しよう。だが……ひ、一つお願いがあるのだが……」


    「なんです？」


    「そ、その……あれ以来我はずっと、貴君に懸想しているのだ……た、ただ……不純異性交遊は禁じられているから……」


    　会長は、顔を赤くして、目を瞑つぶって言った。


    「か、革命が成功したら、み、耳かきだけさせてくれないか……」


    「……は？」


    「み、耳かき……」


    「い、いいですけど……」


    「よしっ！　承うけたまわった！」


    　会長はガッツポーズを決めた。なんか、ちょっと周囲の殺気が増した気がした。


    「さ、三さん節せつ棍こんは磨いておくからな！」


    「ちょ、ちょっと待ってっ！　三さん節せつ棍こんでどうやって耳かきする気ですか──っ！」


    　その耳かきは命に関かかわりやしないだろうな。などと不安になったのだった。


    



    　獲得ポキ（会長）　百三十四


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　保健室に行くと、綺き羅ら先生がいた。無事でいてくれた。というか、全く変わりなかった。


    「綺羅先生」


    「おー、からろー」


    　すっかり出来上がっていた。


    「うわ……酒くさ……飲んでるんですか」


    「男子生徒からの貢みつぎポキを流用してねー」


    「えげつな！」


    　まあ適応してくれてるらしいのはありがたいがさておき……ポキを貸してくれるように頼む……のと一緒に、綺羅先生にずっと尋たずねたいことがあったのでそのことを聞くことにした。『組織』のことである。
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    「……綺き羅ら先生、こないだ、竜りゆう斎ざい寺じの親父おやじに会いました」


    　綺羅先生の顔が真ま面じ目めになる。ここら辺はやっぱり、色々弁わきまえている人なんだろうと思う。


    「……秀しゆう也やに会ったの？」


    「……ええ。あいつの『組織』と、僕の親父の研究所はどういう関係なんですか」


    　綺羅先生は、観念した、という風に大きくため息を吐ついてから、ゆっくりと話し始めた。


    「竜斎寺秀也……あいつは、研究所に資金を提供してる、『組織』の幹部」


    「組織と研究所は別物なんですか？」


    「うん。そもそも研究所ってのは何も、国や大学に支援されるものだけじゃなくて、在野の研究所もあるわけ。で、うちらがそうだったの。だから、研究成果を提供する代わりに、資金援助を受ける。そのパトロンが、あいつらの『組織』。それ以上はあたしもよく解わからないんだけど……」


    　……一般人なのか。それにしては、持っている権力の大きさが異常だ。いったい、どういうバックボーンの『組織』なんだろう。


    「じゃあ、あいつらは……その組織ってのは、パラシスタンスをどうするつもりなんですか？　必死になってサナとか櫂かい実じつとかロイ子とかを探してて……この必死さは、半端じゃない」


    「そうね……」


    「……教えてください。あいつらが……そして親父たちがやっていることが、なんなのか」


    　櫂実やロイ子が逃げ出すような、悪あく辣らつな研究。そこまでして達成したい目的があるのか。


    「一応、表の目的は、パラシスタンスを政治的に利用して──世界のパワーバランスの中枢に入り込むことといわれてる。そのために、悪どいこともしてたり、犠ぎ牲せいになってる人がたくさんいるわ。それと、もう一つ裏の目的があるとか[image: ]うわさもあるけど」


    「裏？」


    「そう、あたしも詳しくは知らないんだけど。──なんかの宗教か知らないけど、あいつらは、パラシスタンスを通して人間を超越した存在──『大いなる意志』みたいなものに接続しようとしているとか」


    「はぁ!?」


    「ま、あんまりにオカルトすぎてあたしも眉まゆ唾つばなんだけどね、その辺は」


    　人間を超越した存在、か。何か、最近どこかでそんなものに触れたような──気がしたが、思い出せないので、そのまま話を続けた。


    「あたし、あの研究所にいたことだけは一生後悔し続けると思う……若気の至りだったのよ……湯水のようにお金を使えて、好きな研究ができるって言われて、目が眩くらんだのね……」


    　綺羅先生は、遠い目をして、自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。


    「……わかりました。ありがとうございました」


    「これからどうする気？」


    　親父おやじがそんなことに関かかわっていると知ってしまった以上、僕のすることは一つだ。


    「親父に責任を取らせますよ、僕が」


    「……そう言うと思った。……駄目」


    「は？」


    「言ったでしょ？　あいつらに本気で逆らったら戦争になる。だって、あたしがこそこそ逃げ回ってるのも、亜あ須す香かを迎えにいけないのも、組織が危険すぎるからなの」


    　綺き羅ら先生は悔しそうに歯を嚙かみ合わせた。


    「……ふう」


    　僕は息を吐いた。


    「じゃあ、戦いじゃない手段を探すまでですよ。めんどくさいのは嫌いやだけど……身内がそんなことに関わってるとしたら、やっぱり、なんとかしなきゃいけないと思います」


    　僕は、決意を込めて言った。


    「……解わかったわ。そしたら、とりあえずこの学校が元に戻ったら、対応策だけでも一緒に考えましょう」


    「はい。じゃあ、そのために、ポキを貸してくれますね？」


    「オッケー」


    　そして、綺羅先生が引き出しを引くと、青いポキがどっさりと出てきた。


    「そんなに……男子生徒を籠ろう絡らくして……？」


    「決して一線は越えさせないように貢がせるのにはテクニックがいるのよ」


    「色魔で悪魔だ……」


    　そして綺羅先生はポキをまとめてビニール袋に入れると、僕に差し出した。


    「じゃあ、託すわ。唐から人と、お願いね。しっかり、戦ってきて」


    「……はい」


    　受け取った。


    「あ、でもビールまだ飲みたいからちょっとポキ残してもいい？」


    「ちゃっかりだ！」


    「高いのよ、嗜し好こう品は」


    



    　獲得ポキ（綺羅先生）　百三十八


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　人ひと混ごみを避けながら、校内の廊下を全力で走る。


    　僕は、服部を追いかけていた。


    「くっ……服はつ部とりっ……！　単刀直入にっ……！　言うぞっ……！」


    　息をきらしながら、服部に直訴した。


    「お前の、ポキを……よこせっ……！」


    「はぁ……い、いやだっ……もう渡さねえ！　こいつは俺のポキだ！」


    「……はぁ……んなこと言ったって……勝負にま、負けたじゃねえかよ……ぼ、僕の犬になるって……い、言っただろが……」


    「そ、それはそれだっ……ＧＨＱだって限度は弁わきまえてただろ……！　くそっ、くらえっ！」


    　そして、服部はいきなり振り向くと、懐ふところから取り出した何かを床に撒まき散らした。


    「うわっ！　てめえ、何撒きやがった！」


    「ははは！　まきびしだ！　上履きなど容易に貫くぞ！　踏め！　そして刺されろ！　悶もだえ苦しめぇぇっ！」


    「くそっ……！　他ほかの一般生徒が踏むこととか考えねえのかよっ……クズが！」


    　と、廊下の先。


    　そんな服部の前に立ちはだかった影があった。


    「はは、ははは……アァ!?　なんだてめえ！　どけぇぇぇ！　邪じや魔まだ！」


    　その影が近づくにつれて姿がはっきりしてくる。丈じよう児じだった。


    「おお、丈児！　服部を捕まえてくれ、頼む……！」


    　丈児は何も言わず静かに手を動かすと──そのまま閃せん光こうのように拳こぶしを振り抜き、服部を思い切りぶん殴なぐった。


    「この……ぜいたく野郎があああ──！」


    「うべふ！」


    　服部が音を立てて吹っ飛んだ。


    「うぼはぁ！」


    　ガシャガシャ──ン！　と教室の扉に盛大に突っ込み、ガラスや木片が散乱した。そこに追い打ちをかけるように丈児が歩み寄り、服部のシャツの胸倉を摑つかみあげる。


    「唐から人とに！　唐人に追いかけられるとか！　どれだけお前は！　羨うらやましいんだぁぁ───！」


    　論点がずれていた。


    「し、知らねえよ！　増ます川かわが勝手にちょっかい出してくんだよ！」


    「じょ、丈児……落ち着けって……僕は……服部は利用するのに心が痛まない人間のクズだから利用してるだけで……」


    「くそおおお！　服部！　お前に、親友を取られた男の気持ちが解わかるかあああ！　唐人にちょっかい出してもらえるなら！　俺はクズにでもなる！」


    「ば、ばか、何宣言してるんだよっ……！」


    　周囲の目が気になる。案の定、女子生徒がざわざわと[image: ]うわさをし始めていた。


    「ねえ、あれガチなの？」「わ、わたしは一向に構わないのですが」「三つ巴どもえうめぇ……」「ありがとうございます！　ありがとうございます！」


    　なんとなく変な空気だったが……とにかく、丈じよう児じと服はつ部とりのポキを、僕は借り受けることができたのだった。


    



    　獲得ポキ（丈児＆服部）　六十九


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　あれから、当面は僕たちとの教室に近いところにいてほしいということで、桜さくらとロイ子はＰＣルームに居を構えてもらうことになっていた。様子を見るためにＰＣルームに入る。


    「あ、お兄ちゃん！　ポキ集め順調？」


    「まあ……もうちょっとがんばらないとな……。あれ、ええと、ロイ子は……」


    「そこのアジサイ畑にいるよ！」


    「アジサイ畑……？」


    　部屋の片隅には、アジサイの花が大量に咲いていた。


    「うお、なんだよこれ！　家庭菜園ってか、ちょっとした秘境できてるだろが！　ＰＣルームじゃないよここだけ明らかに！」


    「ろ、ロイ子ちゃんがこの方が暮らしやすいっていうから……」


    　アジサイの葉が、ひときわ多く茂ったところから、眠たそうな目をこすってロイ子が出てきた。頭には、例の気持ち悪いカタツムリを乗せて。


    「んー？　誰だれじゃ？」


    「僕だよ。……しかし、お前きったねえな！」


    　のうのうと出てきたロイ子に向かって叫ぶ。ロイ子は、身体からだ中に草の汁や泥を擦こすり付けて、周辺にまで汚れを撒まき散らしていた。


    「なんじゃ。ちょっとくらい汚くても死にはせんじゃろう。生きるために必要なのは、必死、決死、起死回生なんじゃ！」


    　そんな、念仏のようなワードを唱える。


    「……なんだよそれ」


    「わしのモットーじゃ！」


    　ロイ子は再びけらけらといたずらっ子のような笑えみを浮かべた。


    「使えるものは全部使ってでも生き延のびる！　それが、汚れてでも必死決死で生きるっつうこと！　そこから起死回生が始まるんじゃ！」


    　そして、頭から水筒の水をかぶる。


    「それにしても、白ブリーフもずいぶん増えてきたのう」


    　ロイ子は、周囲を見渡して言った。


    「まあ、な」


    　気が付けば、レジスタンス軍の数も目に見えて減ってきていた。おそらく、みんなサバイバル生活に耐えきれなくなってポキル帝国にどんどん降伏しているのだろう。


    「あの乳バカ女にまた会ったら出合い頭にうんこでもぶちまけて説教してやりたいのう」


    「……なんだよそれ」


    「……あの志し保ほとかいう糞くそたれ女が、異常なまでに潔けつ癖ぺきを求めるからこんなことになるんじゃ！　一回泥水でも一気飲みさせたらいいんじゃ！」


    「実に毒舌絶好調だな……」


    　ふと、ロイ子から少し離れた場所を見てみる。


    「あれ、櫂かい実じつ？」


    　櫂実がいて、なにやらパソコンを操作していた。


    「櫂実、それは何をやっているんだ？」


    「色々…………相場とか……」


    「相場？」


    「全校内的に円を売ってポキを買う動き……円安ポキ高の流れは止まっていない……ポキの価値は高騰する一方……そして同時に……国家の権力も強くなる一方……」


    「ほお……」


    「あと、レジスタンスの情報収集……革命前は情報戦大事……すごく……」


    　画面を覗のぞき込むと、一言情報が更新されるミニブログが表示されていた。


    「このハンドルネーム『ゴミ虫』が拙せつ虫ちゆう……」


    「やめようよその自じ虐ぎやく……」


    　と、その時、櫂実の椅い子すがくるくると回り始めた。


    「……あ……ロイ子ちゃん、何するの、やめて……」


    　ロイ子が、ＯＡチェアの回転部を持ってくるくると回しているのだった。


    「わははははは！　ゆかいじゃ！　ゆかいじゃ！」


    「あう……眼めが回る……」


    「おい、こら！　ロイ子何やってんだやめろ！」


    「……ごめんなさい……生まれてきてすいません……」


    「ほら見ろ！　櫂実が自虐モードに入っちゃっただろうが！」


    　ロイ子の手を押さえるとロイ子は不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませた。


    「むう」


    「だいたい、お前役立たずなんだよ！　僕たちは一生懸命ポキを集めてるっていうのに！」


    「なぬ……わしが役立たずじゃと？」


    「そうだろ！　このままだとポキ集めが期限に間に合うかどうか、結構キツキツの状況なんだよ！　わかってるのか！」


    「よおし、わかったわ！　ちょっと待っとれ！」


    　そして、ロイ子は椅子の上に立ち上がると、ＰＣルームにいる住人に向かって呼びかけた。


    「おい、お前ら─────っ！　今日も汚れて生きとるか────！」


    　すると、ちらほらそこらで反応がある。


    「えっ……この声、もしかして、卑ひ語ごファイブのロイ子さん？」「えっ、ロイ子さん来てるんですか!?」「ロイ子様のライブを聴くために今日も帝国に屈服しませんでした！」「ロイ子たんブヒイィィ！」


    　汚民が、わらわらと集まってきた。


    「なっ……なんだよこれ！」


    「それがのう、あの後、何回か卑語ファイブのライブとかしてたら、こいつらが勝手に慕したってきたんじゃ」


    　いつの間にか、ロイ子は汚民たちのカリスマとして君臨していたようだった。


    　そして、ロイ子は汚民の一人に呼びかける。


    「おい、お前はヨゴレか！」


    「はい、ヨゴレです！」


    「はっはー、ええのう！　ヨゴレは元気があって！　ヨゴレが一番じゃ！」


    　笑いながら、汚民の肩をバンバンと叩たたく。


    「お前らは、去勢された犬になりたくないじゃろう？　じゃったら！　わしについてこ──い！　わしらは、これから、革命を実行する予定じゃ！」


    「ばっ……ロイ子、何言ってるんだよ！　それ、情報が漏もれたら……」


    　だが、それを帝国に密告しようという動きはなさそうだった。民衆はみな、ロイ子の演説を黙って傾聴している。


    「ええか！　わしらは犬じゃない！　生きたいように生きる！　そういうことができる生き物なんじゃ！　じゃから、わしらにポキを託せ！　わしらがお前らを解放してやるわー！」


    　ロイ子がそう演説すると、汚民のレジスタンスたちの目に、徐々に輝きが戻り始める。


    　もしかして、汚民がまだギリギリで残ってるのはロイ子のお陰でもあったのか……？


    「はい！　私たちもロイ子さんみたいに自由に生きたいです！」「帝国には屈しません！　レジスタンス活動頑張ります！」「僕たちのポキを差し上げます！　使ってください！」


    「よっしゃああ！　桜さくら、こっち来ーい！　消毒された帝国じゃ見れん、卑語ファイブの無修正ライブぶちかましたるー！」


    「うおおおおおおお！」


    　群衆はすでに興奮のるつぼだった。


    



    「……ふう。ほれ、使え。ライブの上がりじゃ。はしたポキじゃがの」


    　三十分後、ロイ子はけらけらと笑いながら、大量のポキを僕に渡した。


    「あ、ああ……サンキュ……ロイ子、やっぱお前すごいやつなのかもな……」


    　ロイ子にもらった大量のポキを見ながら、僕はたじろぐほかなかった。


    



    　獲得ポキ（ロイ子）　六百六十


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「よし」


    　時が満ちた。


    　僕たちは、僕の教室に全員集合し、革命のための『準備』を終えたポキ千二百枚を前にしていた。


    「長かったな……櫂かい実じつの決めた時間制限ギリギリだったな……」


    　みんなの集めたポキの枚数をまとめてみる。なんだかんだ言って、卑語ファイブのしたポキ集めが、話題が話題を呼び、何もせずともポキをくれる人まででてきたのが大きかった。その結果──現在の所持ポキ、千二百十五枚。目標、ギリ達成だった。


    「ま、サナは五ポキしか集められてないけどな……」


    　サナがショックを受けていた。


    「な──っ！　わ、私そんなに少なかったかっ……!?　た、確かに何もしなかったけど……」


    「ふふーん、サナちゃんに勝ったー！」


    　桜さくらが、サナの乳ちちを後ろから揉もみしだいた。


    「ははは！　ざまあみろ！　ははは！　天は乳の下に人を作らず！　デカパイ垂れやすく美乳成り難しとはこういうことだ───っ！」


    「んはっ……や、やめ……」


    　サナの吐と息いきが荒くなる。


    「……まあ、そういうのはどうでもいいんだ。……それにしても、いざ目の前にぎょう虫検査シートみたいなのがこんもりと千二百枚積み上がってみるとシュールな光景だな……」


    　そして、その場に集まった全員の顔を眺めてから、呼びかける。


    「……じゃあ、準備はいいか？　みんな」


    　サナ。櫂実。桜。丈じよう児じ。会長。服はつ部とり。に向かって僕は呼びかける。


    　みんなが頷うなずく。


    　ロイ子はその辺で遊んでいた。


    　唾つばを飲み込む喉のどの音を一際大きく鳴らしてから……僕は、号令を告げた。


    



    「……革命を、始めるぞ！」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　一時間後。


    　僕たちは、ケータイで連絡しながら手分けして、革命の「仕込み」を終えた。


    「……よし。これで全部済んだな。あとは、始まるのを待つだけ──サナ？」


    　その時、ふと気がついた。サナの元気が、やけにない。


    「どうしたんだ？」


    「だって……私一人だけポキが集められなくて……亜あ須す香かみたいな頭のよさもなくて……ドッジボールとか、倉庫でも役に立てなくて……最近は唐から人との邪じや魔まになってばっかりで……」


    　サナはしゅんとしてから、言った。


    「ほんとに寄生虫みたいだ……」


    「……おいおい、サナ」

  


  [image: ]



  
    　だから、柔らかい笑えみを浮かべたまま言ってやった。


    「お前が空から回りしてるのは、今に始まったことじゃないぞ？」


    「な───っ！」


    　サナは驚きよう愕がくしていた。


    「気付いてなかったのかよ！」


    「いや……今までは唐人のために完かん璧ぺき完全に役に立ってると思ってた……」


    　僕はため息を吐つく。


    「だから……その、さ。無理にみんなと歩調を合わせようとしなくてもさ。お前にはお前のできることがあるだろ？」


    「ある……かな……」


    「ま、だからさ……期待してるぞ」


    「……うん！」


    　サナは、朗ほがらかな表情で笑った。


    



    　革命の最初の火ひ種だねは、何気ない感じで始まった。


    　一人の生徒が、ゲートを通ろうとした。その瞬間。


    　ブザー音が鳴り、ゲートが勢いよく閉まった。


    「……え？」


    「よ、陽性反応!?　おい、お前！」


    「ちょ、な、何を……通ろうとしただけっ……！」


    



    　僕は、喧けん噪そうを聞きながら呟つぶやく。


    「始まったか……」


    　あちらこちらのゲートが、赤いランプを点灯させて、ブザー音を鳴らしている。


    　ざわ……ざわ……と動揺が群衆に伝でん播ぱしていく。


    



    　ちなみに、ここで一体僕たちが何をしたのか説明しておこう。


    　僕たちは──僕たちパラシスタンス関係者が作った、ＰＯＫＩＫＡポキカを通ることができない『パラシスタンス検査陽性ポキ』を市場に流通させたのだ。


    　その不良ポキが、市場に[image: ]あふれるポキに埋もれてしまわないギリギリの数字……櫂かい実じつが弾きだしたそれが、千二百枚。ポキの信用を暴落させるための千二百枚。


    　今回、必死の思いで集め、市場に流通させたポキの総量だった。


    



    　僕たちは校内の様子を見て回る。


    　校内は混乱の渦うずと化していた。


    　ポキ通貨の価値が暴落すると、何が起きたか。答えは、物価の上昇である。


    　まず、驚異的なハイパーインフレが起きていた。


    　最初に影響が出たのは物々交換からだ。


    「あぁ!?　ペットボトル？　ポキ三百枚だよ！」


    「そんな！　暴利だ！」


    「うるせえ！　喧けん嘩かか！　ああいいぜ！」


    　インフレは伝でん播ぱした。配給の白米ですら例外ではなかった。


    「え？　一ポキで一杯もらえないんですか!?」


    　白ブリーフの帝国民が配給係に詰め寄る。


    「一ポキで渡せるのは……米粒三粒ぐらいかなあ……」


    「ふざけないでください！」


    　帝国政府関係者の中からも、悲鳴が聞こえる。


    「帝国軍が誰だれも働かないんだって!?」


    「隊長！　GDP（Gross Domestic POKI）が減少しています！」


    　さらに見回りの途中で、金きん腹ぷくとゲイツがノートパソコンを覗のぞきながらなにやら死にそうな顔をしているところに出くわした。


    「ど、どういうことだよん!?　ポキが……ポキの価値が暴落してるよん!?」


    「オマイガ───────ッ！　ストップ！　ストッピャアアアアアアア───ッ！」


    　ＦＸ部と放送部が設置した、ポキ相場を示す電光掲示板を見てみる。


    　円とポキの交換基準を示す『円／ポキ』の横に書かれた数字が、みるみるうちに点滅しながら目減りしていく。


    



    ポキ／円　Bid～Ask　98.34～61　88.12～43　78.02～30　62.74～98
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    　概おおむね下落の一途を辿たどりながら、数字は乱高下する。


    　万有引力に引かれ、樹から落下する林りん檎ごのように、急降下で数字が推移していった。


    



    　それらすべての事象が思惑通りに進行しているのを見定め、櫂かい実じつは呟つぶやいた。


    「これで、第一段階は完了……悪貨、良貨を駆逐する……グレシャムの法則……」


    「でも櫂実、ポキの価値は暴落したけど……本当にこれで帝国を倒せるのか？」


    「……うん……なぜなら、このポキル帝国の経済制度を、ポキ本位制度poki standardと名づけるなら……ポキ本位制度は……管理通貨制度Managed currency systemとも金本位制度gold standardとも違った不安定な経済体制だといえる」


    「ええと……なんだって？」


    「……国家が、本来は価値のない紙切れなどに『信用』を付加して貨幣の量と価値をコントロールするのが管理通貨制度……。一方、金本位制度をはじめとする本位制度の特徴は、通貨そのものが、価値を持っているというところ……。ただ……『ポキ』という通貨の価値は、実際に目に見えるものでもあり、国家によって作り出されたものでもあった……」


    　櫂実が、図を描かきながら説明する。


    「よって、通貨の価値を下げることができれば……それは国家そのものの『信用』まで下げることになる──『信用』さえなくしてしまえば……あとは綻ほころびをつくだけで『国家』の威厳は崩れ──」


    



    　あちこちで暴動が起きていた。ガラスの割れる音に、爆発音まで聞こえる。


    　怒号が。


    　罵ば声せいが。


    　怨えん嗟さが飛び交っていた。


    「……ポキ経済とポキル帝国は、もろとも破は綻たんする……」


    　そして、掲示板を見る。
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    　折れ線グラフは、実に見事なナイアガラフォールを描いていた。


    　そして時刻が次の00分ちょうどに切り替わるその瞬間。電光掲示板は一瞬暗くなり、ついに次の数字を映しだした。


    



    「ははっ」


    　なんだか、その光景は、思わず笑えてしまった。


    



    ポキ／円　Bid～Ask　0～0


    



    　ポキ／円のレート、ゼロ。ポキを円に替えたいという人間、なし。


    　つまりこの瞬間、まさにポキは「通貨」ではなくなったのである。


    　ただの紙くず……というよりも、ただの寄生虫検査シートか。


    　そして──シニョレッジを失った国家も、たわんだ板が跳ね返るように崩壊へ向かう。その変化は、社会に無理な力をかけていたほどに強く。


    　白ブリーフの帝国民たちが、徐々に人間性を取り戻していた。


    「あれ、お前洗浄行かなくていいのか？　給料貰もらわないと……」


    「ふざけんな！　あれだけ洗浄して、裸にされて、もらえるのが寄生虫検査シートじゃ、やってられるわけねえだろ！」


    「あれ、そういえばそうだよな……？　なんで俺たち、寄生虫検査シートのためにこんな理不尽を強しいられてたんだろう？」


    　櫂かい実じつが、経済とは魔法のようなものだと言った意味がよく解わかった。


    　魔法が解けていた。


    「よし、あと一押しじゃ！」


    「あ、ロイ子、お前どこにっ──！」


    　ロイ子は、僕たちの輪から抜けて走っていき──大声で、生徒たちに向かって叫んだ。


    「ノー・モア・ポキール！」と。


    　それを受けて、みんなが口々に呟つぶやき始める。


    「ノー・モア・ポキール？」「ノー・モア……？」


    ロイ子のそれは、水面に投げた一投の石ころだった。だが、民意というものは波紋のように広がっていく。──やがて。


    



    「ノー・モア・ポキール！　ノー・モア・ポキール！」


    



    　中庭の広場で群衆のデモが始まった。


    　今、僕の目の前で起きているのは、紛れもない一つの国家の崩壊だった。


    　群衆の熱気が、高温高圧の蒸気になって巨大なタービンを回すように魂たましいを揺さぶる。


    



    「ノー・モア・ポキール！　ノー・モア・ポキール！」


    



    「くっ……お前ら！　反乱を鎮圧しろ！　鎮圧しろ────っ！」


    　白レインコートを着たトルーパーの司令官が絶叫する。


    　鎮圧は起きなかった。


    　銃口は火を噴ふかなかった。


    「なっ……なぜ……」


    「隊長……まだお気づきでないんですか……」


    「何を……」


    「終わったんですよ、この国は」


    　そして、憲兵の持っていたテイザー銃は──上官の首筋を捉とらえた。上官は無言で倒れた。


    　それは特殊な光景ではなかった。


    　気が付けば、そこかしこで帝国兵たちも暴動に参加していた。


    「……通貨の信用は、しばしば『アンカー』……船を繫つなぎ止めるための『碇いかり』として表現される……」


    　櫂かい実じつが、呪のろいのように箴しん言げんを放つ。


    「……流されてしまえ、国家よ」


    　革命の火ひ種だねは、今や巨大な紅ぐ蓮れんとなって校内に存在するあらゆるものを焼き尽くさんと飲み込むようだった。


    　もはや無用の長物となった無数の青いセロファンが、そこら中に乱舞する。


    「おおおおおおおおおお───────っ！」


    　群衆の怒号とともに、[image: ]あふれるほどの人が建築中の宮殿──ラージ・ポキルにのしかかり──宮殿は盛大に引き倒された。


    　皮肉にも、志し保ほが帝国の象徴として目指した建築物が、国家の終しゆう焉えんの象徴になった構図だ。


    　後に残るものは、虚むなしさと廃はい墟きよばかりである。


    「国破れて山河あり……ってか」


    「増ます川かわ君……ロシア革命を成功させた時に……レーニンが言った言葉……知ってる？」


    「なんだよ」


    「ケインズの引用……『資本主義を破壊する最上の方法は……通貨を堕落させることである』……きちんとした理論さえあれば……拙せつ虫ちゆうにだって……誰だれにだって革命は起こせるの……」


    　僕は櫂実が生み出す魔術に、身み震ぶるいしていた。


    



    「くそっ……こうなったらしょうがねえ……！　略奪だあ────っ！」


    　その時、モヒカン頭の一人が叫んで、隣の痩やせ細った男の鞄かばんを奪おうとしていた。


    「あっ、あいつっ……！」


    　恐れていたことが起きた。もし革命がカオス化すれば、長期化する。それは、僕たちとしても望んでいないことだった。


    「ぶはああっ！」


    　だが、次の瞬間。閃せん光こうとともにそのモヒカンは、糸が切れた人形のように地面に頽れた。


    　その背後には──三さん節せつ棍こんを構えた櫛くし名な田だ会長がいた。


    　櫛名田会長は、パニックに陥おちいる群衆に聞こえるよう、一ひと際きわ大きな声を張り上げた。


    「いいか、皆の衆！」


    　崩れた宮殿の上に、標しるし旗ばたを掲げる。


    「今ここに！　宿やどり木ぎ高校・革命の旗印を立てるぞ！　これを旗印にせよ！　決して、己を見失うでないぞ！」


    　そして、会長は旗を振って先導する。


    「いいか！　怪け我が人を見たら皆で手助けしてやれ！　決して慌てず移動して、倒れた人がいたら助け起こしてやること。それではこれより中心部に向かって行進を始める！」


    「は……はいっ！」


    　そして、カオスな状態に陥っていた革命に、一瞬で指針のようなものが与えられた。


    



    　……そう。僕が、わざわざ会長に頼みに行ったことは、暴動に、必要以上の略奪が起きないよう秩序を与える役割だった。


    　それは、絶大なカリスマ性を持つ生徒会長である櫛名田観み琴ことにしかできないことだった。


    



    　と、そんな社会の状況を見ていると、いつの間にか自分たちの数が一人減っていることに気がついた。


    「あれ？　……服はつ部とりはどこ行ったんだ？」


    　中庭を見る。


    「ヒャッハ─────ッ！」


    　服部は略奪行為に参加していた。


    「はあっ！」


    「うべしっ！」


    　会長の三節棍が、服部の鳩みぞ尾おちを丁てい寧ねいに捉とらえた。


    「う、うあ……」


    「何をやっとるか人間のクズが！」


    「……やっといちゃってください、会長」


    　心の中で呟つぶやく。革命の後に服はつ部とりの腐った性根が治っておいてくれたらいいなあと祈った。


    　と、そんな風に群衆を率いて行進する会長と一瞬目が合う。


    「こちらの鎮圧は任せておけ」


    「……助かります」


    　遠距離から、会長と唇くちびるの動きだけで会話する。


    「耳かきを楽しみにしておるぞ」


    　会長は、ほんの少し頰ほおを赤らめつつ、そんなおまけをつけることも忘れていなかった。


    「はは……」


    　僕としては苦笑いであったが。


    「終わったな……いや、始まったんだ。いくぞ、みんな！」


    



    　もう通行にポキはいらない。


    『力』を開放して、微わずかに残った見張りの兵を倒していく。


    　俺たちはゲートを大おお跨またぎで乗り越えながら、志し保ほの待つ場所に向かった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「志保！」


    　総司令部である四階の放送室に飛び込んだ。


    　窓から見える中庭では、まだ革命が続いている。


    　白く清潔な装しよう束ぞくに身を包んだ帝国民が、泥まみれのレジスタンスに押しのけられ、泥と埃ほこりで汚されていく。


    　カオスな光景だった。


    　志保は、それを見下ろしながら呆ぼう然ぜんとしていた。


    「わたくしの築き上げた……保健衛生帝国が……」


    　志保はガラスに手と顔をつき、息を吐く。二酸化炭素に染められて窓ガラスが白く濁った。


    「不純物に……満たされていく……」


    　箱庭が、崩壊していく。理想に満たされていた時間は、終わったのだ。


    「増ます川かわ唐から人と……」


    　志保が、放送室に飛び込んでいったこちらの方を見て、哀かなしげに呟つぶやいた。


    「やっぱり……あなたがたがパラシスタンスだったんですのね」


    「……まあな。でも、ポキル帝国は崩壊した。お前はどうするんだ、志保」


    「もう……ここで終わりですわ」


    「え？　終わりって──」


    　志し保ほが、窓を大きく開いた。志保のいた机には、丁てい寧ねいに畳んだガスマスクが置いてある。


    　逆光を受けて、志保の身体からだだけが暗い。


    　そのシルエットは、これから光の中に吸い込まれていこうとするように──、


    「よ……よせ───っ……！」


    　俺は絶叫する。


    「どうして、そっちに行こうとするんだ！」


    「なんで？　……これ以上、恥を晒さらして生きることは……汚れることと同義ですわ。『汚名』という通り、汚れるんですわ、人間の尊厳は！」


    　志保は涙を流しながら叫んだ。


    「私にはもう、組織もない！　学校もない！　何もかもなくなってしまいましたのっ！」


    「やめろおおおおおおおおっ！」


    　そして、志保は窓の桟さんに足を掛け──宙に向かって跳躍した。


    　その時。


    「おおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　誰だれよりも速く動いたのは、サナだった。


    「サナっ！」


    「やあああああっ！」


    　横一文字に構えたクチクラブレードを左手に持ったサナは、そのまま窓の両端にブレードを引っかけると、思い切り右手を志保に向かって伸ばした。そして。


    「きゃっ！」


    「摑つかんだっ！」


    　サナの手が志保の手を摑む。


    　──が、その瞬間。


    　衝撃と重みに耐えきれなかったのか、ガウン！　と音を立てて、窓サッシの上部が壁から外れた。


    「わあ！」


    「きゃあ！」


    　その弾はずみで二人の身体は、がくん、と窓の外へと大きく飛び出してしまう。ブレードを引っかけている窓のサッシは、フレーム全体を歪ゆがませて、下部だけを室内に残した。


    「サナ───っ！」


    　慌あわてて俺は窓から二人を覗のぞき込む。


    　一瞬のうちに、サナが志保の身体を右腕一本で支え、もう片方の手は、外れかかっている窓枠にかろうじてクチクラブレードを引っかけているという危うい状況になっていた。


    　そして──二人分の体重を支えるにはきついのか、ミシミシ、とクチクラブレードに亀き裂れつが入る音がする。


    「……サナ、今引っ張り上げ……」


    「だめっ……！」


    　櫂かい実じつが制止する。


    「……え？」


    　気がつくと、二人の身体からだは、うんと深く窓の外まで身を乗り出さないと摑つかめない場所まで投げ出されてしまっていた。もし、このまま二人を引っ張り上げようと普通に身を乗り出しても、もろともに落下してしまいそうなバランス関係だ。


    　ミシ、とまた一段深くブレードに亀き裂れつが入った。


    「うう───っ！　ブレードが折れる───っ！」


    「サナっ！」


    　二人を引っ張り上げるには道具が必要だ。何か長い棒のような──いや。ダメだ。たとえ棒を持ってきたとしても、サナの手は塞ふさがっている。


    　理想としては、こちら側に重心を置いたままあの二人の身体を摑んで戻ってこられる、クレーンかリールのような道具……だが、そんな都合のよい道具など、そうそうあるはずがなかった。それに、それを探してくるほど時間の余裕がありそうにも思えない。

  


  [image: ]



  
    「くそ───っ！　サナ───っ！　どうしても耐えられなくなったら手を離せ！　このままじゃお前まで落ちちまう──！」


    　だが、サナは志し保ほの手を離そうとしない。


    「いやだっ……！　ポキも集められなかったから……唐から人との役に立てなかったから……私がここで役に立つんだ─────っ！」


    「くそっ……！　櫂かい実じつ、何か手はないか！」


    「…………思い……つかない……」


    　──一方。


    　サナに右手を摑つかまれたままの志保の顔は、蒼そう白はくだった。


    「……なんで……」


    　志保は疑問を発する。


    「なんで、寄生虫が他人のために命をかけてますのっ!?」


    　その疑問の声は、もう絶叫に近かった。


    「パラシスタンスはもっと利己的で汚い連中ではありませんのっ!?　だって、だってわたくしが組織から教えられた価値観ではっ……！」


    　──そこに。


    　俺たちの身体からだをすり抜けて、外れかかった窓枠に突進していく一つの姿があった。


    「おおおおおおおおおおおおっ！」


    「……えっ？」


    　ロイ子だった。


    「ばか、お前まで、そんな身を乗り出したら──」


    　ロイ子は、俺に向かって叫ぶ。


    「うるさい、何黙って見てるんじゃアホの童貞将軍がああ！　こいつには説教しとくっつったろおおお！　いいからお前はわしの足だけ摑んでおけえええ！」


    「あ、ああっ！」


    　とりあえず、俺はロイ子の足を摑む。


    「ロイ子っ！」


    　サナが叫ぶ。


    　そのままロイ子は、ブレードごとサナの手を摑んだ。三人分の体重がかかり、窓フレームがギシ、とさらに遠くまで投げ出される。


    　そんなやりとりをよそに、混乱気味の志保が暴れた。


    「な、何なさってるの！　や、やめてくださいませっ！　わたくし、汚物みたいなパラシスタンスの力を借りて生きてなんて──」


    「あほおおおお！　うんこたれろおおお！」


    　ロイ子は絶叫した。それは志し保ほに向かってであり──同時に俺たちに向かってだったのだろう。志保の動きは止まった。


    「……うんこ……？」


    　単語に若干の違和感はあったが。


    「わしらは汚い生き物じゃない！　必死に生きてるだけじゃああ！　いいか！　お前もうんこするじゃろ！　みんなそうじゃ！　生き物なんだから！　汚いのも！　くさいのも！　全部ひっくるめて必死に生きとるんじゃ！」


    　ロイ子の心の叫びは続く。


    「思い通りにいかないことがなんじゃ！　当たり前じゃ！　綺き麗れいになんか生きられるか！　敵だらけの世界で、誰だれとも戦わずに生きていけるか！　生きるってのは、もっと泥臭いことなんじゃ！　理想通りになんかならなくて、みじめで格好悪いもんなんじゃ！　だから……だからのう！　お前に足りんのは、泥水すすってでも生きる覚悟じゃ───！」


    「でっ……でも、わたくしの理想の世界は……」


    「あほおお！　お前は理想理想言いすぎなんじゃ！　だいたいのう……本当に汚れたもんが嫌いだったら！　なんで、この手を摑つかんどるんじゃ!?」


    「……えっ……」


    　志保は、そこで、自分が何をしているかに気が付いたようだった。


    　志保の手は、いつの間にかロイ子の差し出した左手を、摑んでいた。


    「あ……ううっ……！」


    　そして、初めて、人間としての本能に基づいた言葉を放つ。


    「……死にたくないっ……！」


    「じゃったらこの手を摑んでろおおおお！」


    　泥だらけのロイ子が叫ぶ。その額ひたいには、玉のような汗が浮かんでいる。


    「でも、ロイ子っ、お前、そんな身を乗り出したら……」


    「あほう。勝算ありじゃ！　そろそろ水分がきれる頃ころ合あいじゃからな……」


    「え……？」


    　汗が出ているということは。ロイ子の身体からだから、水分が抜けて。


    「そうかっ！　櫂かい実じつ、桜さくら、手伝ってくれっ！」


    　俺たちは、これから起こることを把は握あくし、ロイ子の足をがっしりと摑んだ。


    　そして──


    「いいか、童貞将軍に変態マスク、わしの身体は今からモーレツに縮む。じゃから──」


    　ロイ子は、ニカッと笑った。


    「必死に摑まってろおおおおお！」


    「ひ、ひっ……」


    「必死！　決死！　起死回生じゃああああ！」


    「う……うわあああああああああああああん！」


    　ロイ子の身体からだが、緑色に変化していく。同時に、その体たい躯くを猛烈に縮めながら。


    　志し保ほは、顔中を涙と汗と泥でぐちゃぐちゃにしながらも、緑色の塊かたまりになっていくロイ子の左手を放さなかった。


    　その手は、泥にまみれている。


    　保健衛生国家の女帝が。あの、洗浄皇帝が。生きることに、泥まみれになって。


    　そして、ロイ子の身体は、あっという間にぐんぐん縮んでいき──リールを巻くように、志保とサナをひと塊に引っ張り上げたのだった。


    「わあっ！」


    　そのまま、俺たち全員はもつれ込んで、放送室の内側に倒れ込んだ。


    



    　──それから。


    「う、うう……」


    　志保は、泣いている。滂ぼう沱だと。


    「……九死に一生を得たな、志保」


    「でも……これから、どうすればいいというの」


    　志保は、放心したように呆ほうけている。


    「わたくしだって、気付いてましたわ！　何もかも洗浄できないってことぐらい……。でも……組織を裏切っては、生きていけない……。わたくしは、組織に育てられたからっ……！　もう何もなくなってしまいましたわ！」


    　僕は、志保の顔に[image: ]あふれる涙を手で拭ぬぐう。


    「その辺は──その気になればなんとかなるさ、たぶん。僕たちは生まれる場所は選べない。でも、生きていく場所は自分で決められるんだ」


    「生きていく……場所……」


    「櫂かい実じつも……ロイ子もだよ。自分のいた場所から逃げ出してきたんだ。だから、人生が生まれた時から全部決まってるなんてないんだ。それに──志保、組織のことなら何も心配することはない」


    「なんで……？」


    「他ひ人と事ごとじゃないからさ。お前のいる組織な、僕の親父おやじも関係してるんだ」


    「え？」


    　それを聞いた志保の顔が、驚きに包まれる。


    「だから──僕がなんとかする。実の親父と戦うことになってでも──お前のいる組織をなんとかしてみせる」


    　ゆっくりと言い聞かせるように諭さとした。


    「そうすれば、また気兼ねないクラスメイトに戻れるだろ？」


    「う、ああ……」


    　そこで、志し保ほが泣き崩れた。


    「唐から人とさんが……？　本当に……？　わたくしを、自由にしてくださるの？」


    　僕の脳裏に浮かぶのは、自分の父親の姿──。


    　でも、決めたのだ。


    　倒すと決めた。


    　たとえ──実の父親と対立することになろうとも。


    「ええ」


    　志保は、全てを吹っ切ったような表情で微笑ほほえんでいた。


    「解わかりました。わたくしも、汚れてでも、生きていきますわ。……唐人さんを信じて」


    「……ああ」


    　今までのどんな顔よりも、屈託なく笑った。


    「やったな！　唐人！」


    　サナが、喜色満面で呼びかける。みんなの表情も、朗ほがらかだ。


    　そして、僕と志保はがっちりと、握手した。泥と涙にまみれて、ぐちゃぐちゃになった手を固く結んで。


    　もう、消毒なんかしなくてもよかった。
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     エピローグ


    



    　革命で発生した瓦が礫れきやコンクリート等々、事件の後始末には一週間程度かかった。


    　が、なんだかんだで終わってしまえば、あのポキル帝国騒動も「なんか文化祭みたいで楽しかったよな」という感想が生徒たちの間で飛び交うようになるくらいには、我が校の生徒の順応性は高いのだった。


    



    　それから、志し保ほとロイ子は旅に出ることになった。


    　志保が、『組織』から追われる身になったからだ。別に綺き羅ら先生みたいにどこかに身を隠しても良かったのだけど、旅に出てたくましさを身につけて帰ってきたいとの本人の強い希望があった。そうなると、何かとロイ子のサバイバル術が必要になるだろう。……ということで、二人旅だ。


    　潔けつ癖ぺきを追及していた少女と、いつだって汚れていた少女。まあ、面白い組み合わせではあると思う。


    



    　そして、二人が旅に出発する日。僕たちは、自分の家の前で、旅立つ二人を見送った。


    「──本当に、行くのか」


    　ロイ子は、大きな麦わら帽ぼう子しを持ち上げて答える。


    「まあ、わしらが居ると迷惑かけるからな。おんしらに組織の注意がいかんよう、なんとかうまいことやっとくわ」


    「うわあああああん、ロイ子ちゃあああん！」


    　桜さくらが号泣しながらロイ子にすがりつく。


    「わたし、わたし、相方がせっかく見つかったのにいいいい！」


    「泣くな桜！　卑ひ語ご魂だましいはいつだって心の中にあるんじゃ！」


    　そして、ロイ子は桜の下腹部をがしっと摑つかんだ。


    「女なら！」


    　桜もロイ子の下腹部に向け手を伸ばし、空中で腕をクロスさせる。


    「たこつぼ！」


    　二人のシルエットに、橋が架かった。……てかなんだよ、その酷ひどい決めポーズと台せり詞ふ。


    　志保は、ガスマスクを小こ脇わきに抱えている。


    「志保、やっぱり、まだそれは必要なのか？」


    「ええ──でも、少しずつでもこれがなくても生きていけるようにして……泥水すすってでも、生き抜いてみせますわ」


    「その意気だよ。でもロイ子と一緒に変な物拾い食いとかして身体からだ壊さないようにな。僕たちが組織をなんとかしたら、ほとぼりが冷めた頃に、また帰ってきてくれるって信じてるよ。また──同じ高校に通えるように」


    「ええ、もちろんですわ。わたくしの執しゆう念ねん深さを知ってらっしゃるでしょう？」


    　そして、志し保ほはにんまりと笑った。


    　まあ、な。それこそ、どんな手段を使ってでも追い詰める女だ。


    「ねえ、唐から人とさん」


    「ん？」


    「……楽しかったですわ、部活巡り」


    「……ああ」


    　僕もだ。


    　最初から僕たちの出会いは何一つ本当のことなんてなかったけど。


    「今度会う時は──本当の友達になれるといいな」


    　それだけは、本心から自然に出た言葉だった。


    「ええ」


    　志保は、微笑ほほえんだ。


    「いつか、また。しばらくは今回の騒動の罪滅ぼしとして……組織から身を隠しながら、唐人さんの戦いをバックアップできるように頑張りますわ」


    「ありがとうな」


    「では、みなさま！　しばしのお別れですわ！」


    「じゃあのー！」


    　二人は、大きなリュックサックを背負い、手を振りながら遠ざかっていった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　後日。僕は、櫂かい実じつに呼ばれて、校内のある部室にいた。そこは引っ越し後の部屋のような、ガランとした何もない教室だった。


    「櫂実……この部室は？」


    「買収した……増ます川かわ君……『組織』と戦うのなら……ここを拠点にするといい……」


    「買収したって、どこから」


    「……ＦＸ部から」


    　櫂実の話はこうだった。


    「革命前日に……ポキの売り注文を大量に出しておいた結果……莫ばく大だいな利益が発生した……」


    「……意外としたたかだな、お前」


    「為替かわせ相場は……ゼロサムゲームだから……不幸になる者が必ず出る……。拙せつ虫ちゆうみたいなものが……こんなことをしてしまった以上……罪を抱かかえて生きる……」


    　ま、自じ罰ばつ傾向は相変わらずだったけど……先に進まないよりはましか……。


    



    　それから、僕たちは気が向けば放課後その部室に集まるようになっていた。


    　することは、『組織』の情報集め……のはずが、おおむねダベっていることが多かったが。


    　サナが、嬉うれしそうに言う。


    「唐から人とー、無事に部活決まってよかったな！」


    「え!?　お前、これ部活のつもりだったのかよ！　ただ空き部室でダベってるだけだろ！」


    「……ほ？　そうなのか!?」


    　サナは、心底意外そうな顔を見せたが、すぐにそれは笑えみに変わった。


    「んー……。でも、まあいいや！　唐人をそばで守ってやることが、私にとって一番大事な活動なんだからな！」


    「……あー……」


    　僕は、なんだか気恥ずかしくなって、頭をかいた。


    「だから唐人ー、今日も直腸にぶらさがりごっこしよう！」


    「しない！」


    



    　ちなみに便宜上、僕たちの部室につけられた名前は『きせい部』となった。もちろん意味は『寄生部』なのだが、また何か問題が起きるといけないから、カムフラージュのために漢字は開いてみた。まあ、名前などなんでもいいのだ。


    　今日もサナが、僕に食べさせようと色々な食料を吟ぎん味みしている。部室の隅では、櫂かい実じつが本を読んでいる。料理部がない日には、桜さくらが遊びに来る。


    　新しい居場所で、僕はいよいよ本格的に眩まぶしくなった真夏の日差しを眺める。


    　戦うと決めたからには『組織』の情報集め……それに、サナたちとの普通の学園生活も目指さなくてはならない。やることは山積みだ。


    「ここから、だな」


    　表では蝉せみたちの声が、やかましくそこらを埋め尽くしている。


    　今年の夏も、暑くなりそうだった。


    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　砂すな義ぎ出雲いずもです。『寄生彼女サナ』二巻をお送りします。皆様の応援のおかげでこの作品はシリーズとして続けさせていただけることになりました。ありがとうございます。嬉うれしくて逆立ちしそうです！　でも逆立ちができないので失敗して局所を粉砕骨折しそうです！


    　さあ、そんな小こ粋いきな紳士のジョークから始まった所で（ツッコミ無用です）、軽く今後の話などを。シリーズ化となると皆様も気になるのは、この先どういうスタンスで続刊が進んでいくかということなんじゃないかと思いますが……。一応、この物語の行きたい場所というのはだいたい決めてあります。なので、とりあえずはその地点に向かって進んでいくことになります。ま、たぶんこのキャラたちなら、とんでもない寄り道なども時折しそうではありますが……。最終的には、このシリーズにしか行けない着地点まで飛べたらなあと思っております。よろしければ皆様も最後まで、この唐から人ととサナたちにまつわる、ボーイ・ミーツ・ワームな物語の行く末にお付き合いいただけたら嬉しく思います。僕も超頑張ります。


    　今巻も前巻に引き続き本が完成するまでに多くの方々のお世話になりました。特にイラストの瑠る奈な璃り亜あ様と担当の星野様。今回も素晴らしいお仕事をありがとうございました。主に筆者のせいでサーカスかと見み紛まがうほど大変アクロバティックなスケジュールで進行させてしまって申し訳ありません。でも、オッス、次回も限界にチャレンジしてみっぞ！（少年漫画主人公風に言うことによって色々な軋あつ轢れきをうやむやにしようという作戦）


    　さて、ここでお知らせがあります。当作『寄生彼女サナ』ですが……なんと、ドラマＣＤ化が決定いたしました！　ビックリですね。間違いなく僕が一番ビビっていますから大丈夫です。


    　キャストがまたヤバいんですよ。堀ほり江え由ゆ衣いさん、竹たけ達たつ彩あや奈なさん、悠ゆう木き碧あおいさんなど、それはもう今をときめく超豪華声優陣のみなさまにご参加いただきました。初めてキャスト陣を聞かされた時には、「マジで」だけを発しながら虚うつろな眼で徘徊する生物に二日ぐらいなった程ほどです。


    　実は、都内某所で既に行われた収録にも、僕は監修とバームクーヘンを差し入れする係（バームクーヘンおじさん）等として参加したのですが、一言で言うと……ヤバイっす！　原作者がクオリティ保証しちゃいます。内容は一巻のドラマＣＤ化となるんですが、声がつくということの破壊力パねぇなって思いました。あんなきゅんきゅんセリフ、そんな爆笑シーン、こんな卑ひ語ごを、超絶キャストさんで再現していただける喜びに打ち震ふるえていました。思わず将来は『声に出して読みたい卑語』という本を実用書として売ろうかと考えた程です。


    　そんな超一流のキャスト・スタッフ様の本気モード[image: ]れるドラマＣＤは、やはり俠おとこ気ぎ[image: ]れる会社であらせられるホビレコードさんより、二月二十四日発売予定となります。関係者各位様の努力により、二枚組の大ボリューム（！）でお値段は一枚分相当という、聞きごたえのあるお買い得商品になっておりますので、是非お買い求めいただき、神声優陣によるエンジェル・ボイス堪能の上、本と合わせてお楽しみいただけたら大変嬉しく思います。脳内再生推奨です。


    　では、よろしければまた次巻でお会いいたしましょう！


    
      砂義出雲

    

  



  
    砂義出雲


    Izumo Sunagi


    



    １９８４年生まれ。自意識に囚われて動くのにも難儀している作家。恥ずかしいことをやっちまった言っちまったの精神で日々布団にゴロゴロ転がってます。そのうち世界を救うつもりなので今は二度寝させてください。
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